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　僕は本来ならここにはいないはずの人間だった。心臓に治らない病気があって、どうすることもできなくて……それでも両親は僕が生きることを願っていた。

　それは前例のない賭かけだった。人間の体内に魔ま力りよく結晶を埋め込み、適応させ、人体を改造してしまう。僕は自分が自分でなくなるような気がして怖かった。

　けど、僕には他に生きる手立てがなかったんだ。

　だから僕は移植手術を受けた。

　手術の間、僕は夢を見ていた。今もはっきりと覚えている。夢の中の僕は水晶でできた透明で綺き麗れいな宮殿の中で、美しい女め神がみに出会ったんだ。彼女に何かとても大切なことを言われた気がする。その約束の代償として、彼女は僕に命をくれると言った。

　そして、僕は本当に新しい命をもらった。

　おかげで僕は遊馬あすまくんたちに出会うことができたんだ。楽しかった。毎日がとても楽しくて嬉うれしいことの連続で、僕は生きていられることに感謝した。かけがえのない仲間ができたことをあの夢で見た女神に感謝した。

　だけど、こんなことになるなんて……わかっていたなら僕は命なんて要いらなかった。



    

  
    
      


第一章　二学期の果てに





　学園の昇しよう降こう口ぐちに備えつけられた電子掲示板の前に生徒たちが群むらがっていた。ここで二学期末の試験結果が公表されるのだ。ちょうど学年ごとの成績上位者トップ50が発表されていた。特に優秀な各学年のトップ５の生徒はアップで別ウィンドウに映し出され、五角形のチャートでどの分野が得意なのかまで詳細に表示されている。

　厳島いつくしま遊馬あすまの名前が一年生の二位に堂々ランクインしていた。チャートでは模擬戦ペアトーナメントでの一位の栄冠が目を引いている。一般教科と魔装士関連の学科試験は落ちるものの、魔ま装そう具ぐのメンテナンスに関する魔装技術学についても堂々の学年一位だ。

　加えて「塔」の復旧によって再開された実技戦闘演習において、遊馬は他の一年生を寄せ付つけない圧倒的な好成績を修めていた。

　遊馬は掲示板のディスプレーを見上げながら自分でもあっけにとられて呟つぶやく。

「ど、どうしてこうなったんだ？　イジメか？　さらしか!?」

　唖あ然ぜんとする遊馬のすぐ隣で、ディーがぽんやりと掲示板を見上げた。エメラルド色の瞳ひとみをうるっとさせている。まるで自分のことのように喜んでディーは笑顔になった。

「……遊馬すごいね。二等賞だね」

「喜ぶのは早いぞディー。やっぱりランキングはさらし者ランキングかもしれん。最下位から数えた順位が表示されてるんじゃないのか？　いやそうだ間違いないそうでなけりゃこんなこと……」

　遊馬の後頭部がパシンッ！　と軽く叩たたかれた。

「そんなわけないでしょ？　あたしが一位なんだから当然上から数えた順位に決まってるじゃない」

　得意げにさつきが胸を張る。相変わらずの学年平均を軽々と下回る切ないフラットさだが、成績の方はばっちり右肩上がりで成長していた。

　さつきは模擬戦トーナメントで遊馬とペアを組み優勝し、その上、遊馬の不得意な学科の成績も高いレベルで安定していた。

　こうして二学期末の成績ランキングの頂点にさつきは君臨したのだ。遊馬の上というだけでさつきはとても満足げだ。

　遊馬は視線を二年生のランキングに向ける。一番上に桂けいの名前があった。総合成績スコアで二位以下に大差をつけている。

「確かに夢じゃないようだな。桂先輩が二年のトップなら納得だ」

「ま、中には手を抜いた誰だれかさんもいたみたいだけどね」

　さつきがアホ毛を先にくるんと後ろに向けてからその場でターンした。遊馬とディーもつられてそちらに向き直ると、真しん悟ごがはにかんだような笑みを浮かべている。

「僕はいつも通りの成績だよ」

　真悟のランキングはちょうど真ん中あたりだった。さつきが真悟の肩をぽんぽん叩たたく。

「ま、仕方ないわよね！　あんたの場合は模擬戦トーナメント初戦敗退だったんだし。あんたとペアを組んだ人がちょっぴり可哀かわい想そうね」

「彼女には悪いことをしちゃったね」

　涼やかな笑みを浮かべる真悟に、遊馬あすまは溜ため息いきしかでない。

「真悟の場合、本気で戦ったらリミッターつけてても相手を殺しかねないからな。あの斧おのの一振りで校舎を真っ二つにしかねないわけだし」

　肩をすくめる遊馬に真悟は首を左右させた。

「そういう遊馬君だって本気は出せなかったんだし、言い訳にはならないよね。うまく力を制御できない僕にはこの成績がちょうどいいんじゃないかな」

　遊馬は今回の模擬戦トーナメントで、ディーの防壁をフル活用した。一学期のペア戦で苦しめられた双子の楯たて＆狙そ撃げきペアも完封し敵なしだ。ちなみに攻撃面はすべてさつきにお任せしている。

「……遊馬。掲示板見て」

　先ほどまで成績優秀者のランキングが表示されていたのだが、巨大液晶ディスプレーの表示が切り替わった。引き続き二学期のＭＶＰの発表に移るようだ。校舎内のインフォメーションディスプレーや生徒各自の端末に、この情報はニュースとして配信される。

　過去にこのＭＶＰに輝いた人間を遊馬は一人、知っていた。桂けいである。彼女のファンクラブができたのもこのＭＶＰ受賞のあとだったとか。全校生徒に広く顔が知れ渡ってしまうので、ＭＶＰはある意味罰ゲームだと遊馬は思う。

「ま、今回はさすがにあたしよね。成績一位だし急成長しちゃったわけだし期待のホープでエースなあたしを評価せざるをえないわよね♪」

　さつきが脇わきをきゅっと締めて瞳ひとみを輝かせながらディスプレーをじっと見上げた。頭を撫なでてもらうのを待ちわびる子犬のような仕草だ。アホ毛を尻尾しつぽのようにぶんぶん振っていた。

「お前、褒ほめられるの好きなんだな？」

「当然じゃない！　それにあたしは褒められて伸びるタイプなのよ！」

　ファンファーレとともに画面が切り替わる。瞬間、さつきは巨大画面に大写しになった遊馬の顔と目が合った。遊馬の写真は入学当初の学生証のもので、やる気も意欲も夢も希望もなにもかも皆かい無むな生気のない表情をしていた。

「……わぁ。よかったね。遊馬すごいね」

　ディーが両手をあげた。ぴょんぴょん跳はねる。金の糸をまとめたようなツインテールがふわふわと揺ゆれた。対照的に先ほどまで犬の尻尾しつぽよろしくせわしなかったさつきのアホ毛が、ぺたんとしなびている。遊馬あすまはどうリアクションしていいのかわからない。ディーといっしょに喜ぶのが自然な気もするのだが、さつきを下へ手たに刺激もしたくなかった。

「いや、その……あの……だな」

　続いてＭＶＰの受賞理由が表示された。ディーがそれを読み上げる。

「復旧作業の参加に、最前線での技術者の護衛と、リーダーシップをたたえる。だって！　リーダーシップってなに？」

「中心になって指示をしたりすることだ。つっても、仕切ったつもりはないんだが……」

　護衛には桂けいやさつきに真しん悟ごも参加していたのだが、自然とリーダーシップを取ったのは遊馬だった。

　遊馬としては複雑な心境だ。下手に自分が上に立つと、とんでもないとばっちりを受けかねない。

「成績一位のあたしを差し置いてなんであんたがＭＶＰなのよ！」

　さつきがアホ毛を鞭むちのようにしならせて遊馬の顔面をペチペチとしばき始めた。

「おいやめろ！　ちょ、おま……なんでそんな器用なことができるんだ？」

　ディーは鞭むち打うちされる遊馬をじっと見つめて我慢する。

「……ディーは見守るよ。遊馬は今、さつきにしつけされてるんだよね」

「ち、違うぞディー！　これはただの八つ当たりだ！」

「八つ当たりとは失礼ね！　ちょっとむかついてるだけよ！」

「やっぱり八つ当たりじゃないか？　真悟助けろ！　友達だろ？」

「遊馬君。友達っていうのは困っている時に助けてもらうための便利なアイテムじゃないと思うんだ。だから僕も耐えるよ。君が傷つく姿を見ているだけで胸が張り裂けんばかりに痛むけど、その痛みを乗り越えてみせるから。喜びも悲しみも楽しみも痛みも分かち合うのが真の友情じゃないかな？」

「助ける気がないならはっきりそう言いやがれッ!!」

　すでに遊馬は先日の魔装士協会上層部による表彰で名前と顔が知れ渡っていたのだが、さらに二学期のＭＶＰまで獲得して誰だれからも一目置かれる存在になってしまった。

　今、こうしてさつきの攻撃を無防備に受け続けている姿に周囲の生徒たちがざわつき始める。

「いっしょにいるのって一年生の成績一位の鬼おに切きりさんよね？」

「あの二人と模擬戦ペアで戦ったけど、コンビネーションがすごくて歯が立たなかったよ。防壁の展開が巧妙で攻めるところが一切ないんだもの」

「隣のちっちゃい子は魔ま装そう具ぐなんでしょ？　ペアっていうかトリオに見えるけど」

「オレは魔装具の子の方が好みだゼ！」

「いやいや鬼おに切きりさんっしょ。髪の毛で往復ビンタとか我々の業界ではご褒ほう美びですから」

「羨うらやましいなぁ鬼切さん。彼氏がＭＶＰで自分も成績一位だなんて」

　様々な憶測と視線が集まってさつきはぴたりと遊馬あすまへの攻撃を停止させた。注目されてざわめきが大きくなるほど、さつきの顔が赤くなっていく。

「だ、だだだだだだ誰だれが彼氏よ！　こんな駄犬……ほら行くわよ！　今回はＭＶＰの座は譲ってあげたけど、三学期の期末はあたしが二冠を取るんだからね！」

　さつきが遊馬の腕を引っ張ると、遊馬はすかさずディーに腕を伸ばした。

「……どこ行くの？」

「とりあえずここではないどこかだな。恥ずかしすぎるし」

　三人で手をつないでいる時点でかなり恥ずかしいのだが、ディーは嬉うれしそうに「うん！」と首を縦に振った。遊馬の手をきゅっと握って手を振るようにして歩く。

「つないで歩くと楽しいね？」

「お、おう……」

「ちょっと早く行くわよ！」

　遊馬は左手をさつきに引っ張られ、右手をぶんぶんとディーに振られててんてこ舞いだ。だが、少しだけ安あん堵どしていた。がんばった分、きちんと成果が出たことを遊馬は心の中で噛かみしめる。ちょっとできすぎな成績ではあったのだが……。

　遊馬がこうして魔装士としての勉強をがんばったのには理由がある。ツーのことだ。ツーのためにもがんばりたいというディーの思いに、遊馬も応こたえようと努力した。それが学期末にこういった形で実を結んだわけだ。

　手をつなぐ遊馬たちの後ろについて歩く真しん悟ご。ディーが首だけ振り向いて、空あいている手を真悟にさしのべた。

「……師匠もおててつなぐ？」

「いや、僕は遠慮しておくよ」

「……残念」

　しゅんとするディーに真悟は少し考えてから、そっと腕を伸ばして手をつないだ。

「……よかった」

　ディーが嬉しそうに目を細める。電車ごっこでもするように数珠じゆずつなぎなまま、さつきに引っ張られて遊馬たちは昇しよう降こう口ぐちまでやってきた。遊馬がぽつりと呟つぶやく。

「なんだ、もう帰るのか？」

「帰るわけないじゃない。明日から冬休みよ？　せっかく好成績も修めたんだし、冬休みはがっつり遊んでいいと思うの！　だから……これから部室で緊急会議ね！　議題はずばり『冬休みの過ごし方』について！」

　さつきはアホ毛と指を遊馬の顔にビシッと向けた。遊馬には相変わらず拒否権はなさそうだが、手をつないだディーが「……冬休み楽しみ」と瞳ひとみを輝かせているのを見て、遊馬あすまは無駄な抵抗はせず、おとなしく文句も言わずに旧校舎に足を向けることにした。



　身を切るような冬の寒さの中、遊馬たちは身を寄せ合うように歩いて旧校舎前にたどり着いた。

「こんなに寒いと温泉にでも行きたくなるな」

「……お風ふ呂ろちゃぷちゃぷ。遊馬もいっしょに入る？　ディーは人型魔ま装そう具ぐだけど、スポンジにもなるんだよ？」

「スポンジって……」

　遊馬とディーの間にさつきが割り込んで遊馬を見据えた。

「あんた変なこと考えてないでしょうね？」

「か、考えるかッ！」

「本当に？　ディーの白いすべすべな肌で身体からだを……とか、思ってないでしょうね？」

「ああ、そうかスポンジってそういう……痛ッ！　お前の方から話題を振っておいて!?」

　さつきのアホ毛が鞭むちのように遊馬に往復ビンタを食らわせた。そんな遊馬に旧校舎の方から声がかけられる。

「あっちゃん！　みんな早く早く」

　一足早く到着していた桂けいが玄関前から遊馬たちに手を振った。かわいらしいマフラーにミトンの手袋とＰコート姿だった。

「桂先輩、中で待っててくれてもよかったのに。風邪でも引いたらどうすんだよ」

　発表の喧けん騒そうを嫌って一足先に出たのに、桂はずっと寒さむ空ぞらの下で遊馬たちを待っていたようだ。ほっぺたがかすかに赤かった。

「また先輩って言った！　お姉ちゃんのことを心配しながらもひどいよあっちゃん。もしかしてちょっと天狗てんぐさんですか？　ＭＶＰ取ったからってお姉ちゃんを他人行儀に呼ぶのはよくないと思うよ？」

　全校生徒に向けてケータイ端末に届いたニュースメールは桂も受信していた。

「それは取ろうと取るまいと変わらんだろうに桂先輩」

　遊馬は困ったように眉まゆを八の字にさせた。

「あっ！　また言った！　お姉ちゃんをいじめるのはよくないことだよ？　あっちゃんはもっと弟らしくお姉ちゃんに甘えて頼って泣きついてもいいんだからね？」

　冗談っぽく桂は熱弁を振るうのだが、遊馬には半分くらいは本気に聞こえる。

「今のところ泣きつくような予定はないな」

　桂はむぅーと小さく唸うなると旧校舎の玄関の扉を押し開いた。

「あとで泣きたくなっても知らないんだからね。あ、そうそうあとでで思い出したんだけど、エリザちゃんもあとで合流するってメールが来てたよ！　久しぶりに選抜チームが勢せい揃ぞろいだね？」

「名前だけの選抜チームと思ってたんだが、成績や実績をみる限り、本当にそれらしくなっちまったな」

　旧校舎の玄関に向けて歩きながら遊馬あすまはぽつりと呟つぶやいた。

　期末学年一位が二人。学年二位兼ＭＶＰが一人。飛とび級でエージェントになった変態が一人。それに成績こそ平均だが、化け物チックな破壊力を持つ実戦向けの最終兵器が一名。選抜の名に恥じないチーム構成だ。

　とはいえ、部室でやることはいつもと同じだった。遊馬はキリッとキメ顔をつくる。

「よし、試験も終わったし……今日は久しぶりにだらだらするか」

「……がんばってだらだらしようね」

　ディーが遊馬の隣でぎゅっと両手の拳こぶしを握って気合いを入れた。まるで昨晩の夕飯を抜いて翌日のケーキバイキングに挑むかのような気合いの入りようだ。

「がんばってだらだらってなんかおかしいだろ？」

　遊馬はついつい噴き出してしまうのだった。



　黒髪をたくし上げてエリザが瞳ひとみを輝かせる。桂けいが言った通り、遊馬たちが部室にやってきてから少し遅れて彼女も久しぶりに姿を現した。彼女は飛び級で学園を卒業して現在は魔装士協会のエージェントとして働いている……のだが、環境適応迷彩と称して学園の女子制服をばっちり着こなしていた。

「どうしましょう！　わたくし困ってしまいますわ」

　部室のテーブルには人数分の温かい紅茶が用意されていた。室内ではファンヒーターがフル稼働しているのだが、それでも少し肌寒い。

　桂がティーカップを片手に小さく首をかしげた。

「どうしたのエリザちゃん？」

「どうもこうもありませんわ！　クリスマスといえばパーティ！　パーティーといえば仮装！　今からどんなコスチュームを用意しようか悩んでしまいますの♪　うふふ、きわどいビキニ系サンタガールなんていいかもしれませんわね」

　エリザが妄想を口走ってうっとりとろんと瞳を蕩とろけさせた。遊馬の隣にちょこんと座っていたディーが首をかしげる。

「……クリスマスってなに？」

　遊馬は返答に少し困った。きちんと説明する自信がない。代わりにエリザが応こたえる。

「うふふ♪　本当の意味なんてわからなくてもよろしくてよ。パーティーをしてプレゼントを交換しあって、楽しめばいいんですわ！　わたくしはディーさんにビキニサンタコスプレをしてもらって、白い透き通るような肌をカメラにばっちり撮影できれば幸せですもの！」

　遊馬あすまが首を小さく左右させた。

「却下だ。いいかディー。怪しいやつの言うことは聞いちゃいかんぞ」

「……エリザちゃん怪しいの？」

「ああ。だからエリザの話は聞いたフリをしておいて、スルーするんだ」

「……やってみる。エリザちゃんお話しして」

　純じゆん真しん無む垢くなディーの視線にエリザは苦悩するように身をよじらせた。

「全力でスルーするってわかっているのにお話なんてできませんわ！　こうなったらディーさんの写真をコラージュしてサンタコス画像を自作するしかありませんわね」

「するなッ！」

「じつはもうできてますの！　これが完成予想図ですわ♪」

　制服のポケットからエリザが写真を一枚取りだした。

「もちろんビキニサンタコスの実物も用意してありますわよ」

　写真をディーに突きつけるように見せてエリザが鼻息を荒くさせた。

「わぁ。赤い帽子かわいいね。白いぼんぼんついてるよ？」

「お、俺おれに同意を求めないでくれッ！」

　遊馬はエリザの手からコラ写真をひったくると、破ろうとして手をとめた。ディーの写っている写真をびりびりにしてしまうのは気が引ける。遊馬は制服のポケットにそれをしまい込んだ。

「ぼ、没収だ」

「あらあら素す直なおじゃありませんのね！　写真ならまだいくらでもありますわよ！　一枚二百円でいかがかしら？」

　エリザが端末を取り出すとフォトビューモードでディーの写真を次々と披ひ露ろうした。いつどこで撮ったのかもわからない、ディーの寝顔やパジャマ姿なんてものまで入っている。

「そのデータを消せ！　今すぐに！」

「別に構いませんわよ。バックアップは自宅のサーバーにもありますし」

「勝てる気がしねぇ」

　遊馬ががっくりとうなだれた。エリザの変態っぷりには諦あきらめる以外に有効な手はないらしい。

　エリザの暴走をスルーしつつ、さつきが遊馬をじっと見つめて呟つぶやく。

「あんたもさりげなく写真をゲットしてるし変態ね」

「ち、違う。これは没収したんだ」

「あたしが保管しておいてあげるから、こっちによこしなさい。別に問題ないでしょ？」

「お……おう」

「もしかして嫌なの？　その写真がそんなに大事なのかしら？」

「いや、そうじゃない！　そうじゃないからな！　ただ、エリザがバックアップを持っている以上、この写真一枚がどこにあっても危険は変わらないと思わなくもなかったりするわけだが」

「没収ね」

　さつきの方から遊馬あすまに歩み寄って、ポケットから写真を抜き取った。遊馬も観念して小さく息を吐く。ディーのサンタコス写真を鞄かばんに封印してから、さつきがじっと遊馬を見つめた。

「と、ところで遊馬はどうなの？」

「どうって？　なんの話だ？　サンタコスプレは別にツボったわけじゃ……」

　口が滑って遊馬はあわわと慌て始める。さつきは口をとがらせた。

「そうじゃなくて……く、くくくクリスマスの予定よ！」

「い、いいいいい今のところ何もないな」

　遊馬とさつきは見つめ合って二人しておどおどしている。

　桂けいが胸元でぽんっと軽く柏かしわ手でを打った。ついでに胸元もぷるんと波打つ。冬服の上からでもわかってしまう大きさだ。

「じゃあパーティーしよう！　ね？　いいよねあっちゃん？」

「パーティーって……クリスマスパーティーか？」

「そうそう！　大きなケーキを作って、みんなで料理してプレゼント交換もして……それからそれから……このお部屋も飾り付つけとかしてツリーも作って……すごく楽しそう！」

　桂の立案にディーの瞳ひとみがキラキラと輝いた。

「……ケーキ食べるの？」

「そうだよディーちゃん。普段食べるカットしてあるケーキじゃなくて、丸いケーキを買ってみんなで食べるの♪」

「……それは……すごい行事ですね」

　ディーはゴクリと生なま唾つばを呑のみ込こんだ。思わず敬語になるほどのショックを受けたらしい。さらにエリザが追い打ちをかける。

「とってもかわいくてちょっとエッチなサンタさんコスプレもできますのよ！」

「……わぁ。楽しみ」

「させるな！　あとディーもエリザの口車にのっかるな！」

　エリザの提案にはツッコミつつも、遊馬もクリスマスパーティーは楽しそうだと素す直なおに思った。

「まあコスプレはそれとして……じゃあやるか！　クリスマスパーティー。真しん悟ごももちろん参加するよな？」

　ずっと会話には加わらず窓の外を眺めていた真しん悟ごが肩をびくつかせた。

「えっと……なんだい遊馬あすま君？」

「今までの会話を聞いてなかったのかお前は」

「ごめんね。少しぼーっとしてて……あれ？　なんで僕は外なんて眺めていたんだろう」

　自分でも自分のことがわかっていないような真悟に遊馬は溜ため息いき混じりだ。

「お前が隙すきだらけっていうのはなんだか不安になるんだが」

　ディーがトテトテと歩いていって、窓辺で真悟の隣に立つとその顔を見つめた。

「……師匠、元気ない？　大きなケーキを食べるんだよ？」

「大丈夫だよ遊馬君。それにディーさんも。心配してくれてありがとう」

　真悟は微笑ほほえむのだが、どことなく虚うつろな笑みだった。

「ともかく真悟。お前もクリスマスパーティーには参加してもらうからな。プレゼント交換をするから今から考えておくように」

「プレゼント交換？」

　真悟が首をかしげると、いっしょにディーも首をかしげてみせた。

「……プレゼント交換？」

　ディーがオウムのように繰り返して遊馬にキラキラした視線を注いだ。

「クリスマスっていうのはサンタさんがプレゼントをくれるものなんだが……ここら辺の設定は割愛してだな……ともかく、プレゼントを誰だれかに贈ったりもらったりできるんだ」

「……ディーはね、遊馬とずっといっしょにいられたら何もいらないよ」

「いや、それは……その……そういうんじゃなくてだな」

　面と向かって言われて遊馬の顔が真まっ赤かになった。ディーに対抗するようにさつきが吠ほえる。

「ならあたしだっていら……げふごふん」

　さつきはすぐさま冷静さを取り戻した。わざとらしく咳せき込こんでみせる。

　遊馬と一対一ならデレることもやぶさかではないさつきだが、今は目撃者があまりに多すぎる。

　エリザが口元をゆるませた。

「あら、もしかして『あなたさえいれば他になにもいらない』とか言っちゃう恥ずかしい女の子なのかしらさつきさんって。うふふ♪　ＭＶＰを取った相手なら将来有望ですものね。ああ憎たらしいモテ期のリア充な男子が憎くて仕方ありませんわ。仮にわたくしにモテ期が来たとしても、わたくしの大好きな美少女にモテる可能性は女子校でもないかぎりありませんもの」

「そ、そんなんじゃないわよあたしはもっと前から……はうッ」

「前からどうでしたの？」

「遊馬あすまのことなんてこれっぽっちもちっともなんにも気にしたことはないわよ！」

　全力否定のさつきに遊馬は苦笑いだ。

「持ち上げてから落とすなんてさらに意地悪さがパワーアップしてるなさつき」

「そ、そんなんじゃ……そうよ！　どう？　まいった？」

「まいるかッ！　ややこしいやつめ」

　桂けいが場を取り繕うようにノートを取り出し議題をまとめ始めた。

「まあまああっちゃんもさつきちゃんもそれくらいにして。えっと、それじゃあ日時だけど……二十四日のクリスマスイブにパーティーだね。会場はこの部室でいいかな？　料理も調理実習室を使えばできそうだし♪」

　旧校舎の発掘も時間をつくって遊馬たちは行っていた。開かずの間だった保健室は再びエリザによって封印されてしまったのだが、調理実習室は二学期の間に片付けも済んでいつでも使える状態だ。エリザが猫のように目を細めて微笑ほほえんだ。

「ではわたくしはお部屋の装飾を担当しますわ。お料理は任せましたわよ！　ディーさんはわたくしとツリーの飾り付つけをしましょう？」

「……ツリー？」

　クリスマスという未知のイベントはディーにとって知らないことだらけの初めてずくしだった。だが、ディーにはどれも楽しげに思えるようで笑顔が絶えない。

　興味津々にエリザの説明の続きをディーは待つ。

「ええ♪　まずはモミモミの木を用意して……」

「モミが一つ多いぞ」

　遊馬はツッコミを入れずにはおられなかった。

「う、うるさいですわね外野はお黙りなさい！　わたくしモミよりモミモミモミモミくらいしたい年とし頃ごろですの！」

「……モミモミするの？」

　ディーが両手で虚こ空くうをこねるように揉もむような手つきをする。

「ええ！　そうですわ女の子の柔らかい部分をこうモミモミと……」

　エリザがディーの動きに合わせるように、虚空をやんわりと揉みしだき始めた。遊馬がディーとエリザの間に割り込みディーの視界からエリザを消し去る。

「ストップだディー！　それとエリザは変なことを教えるなッ！　まったく油断も隙すきもないやつだな」

「……遊馬はモミモミするの？　されるの？」

「俺おれはされる方が……って、違うぞディー！　いいか、モミモミじゃなくてモミの木だ。別にいやらしい意味などないただの針葉樹だ」

「…………？」

　ディーは首をかしげながら、まだエアモミモミを続けていた。

「そのモミの木に願いを書いた短冊をだな……」

　さつきがスパンッと遊馬あすまの後頭部をはたいた。

「それは七夕でしょ？　まったく、ツッコミ役のあんたがボケてどうするのよ」

「わ、悪かったな。俺おれも混乱していろいろ混ざっちまったんだ」

「……遊馬、早くモミモミのこと教えて」

「モミの木だ！」

　ディーは遊馬の腕をとって軽く揺ゆすった。その間に桂けいがひっそりと「ツリーと装飾の準備はエリザちゃん♪」と、計画ノートに書き込んでいく。

「ともかく、モミの木に飾り付つけをするんだ」

「……キラキラするの？」

「そうだ。キラキラでぴかぴかだ。電飾とかもつけるからすごく綺き麗れいだぞ」

「……楽しみだね」

「ディーもその手伝いをするんだ」

「……お手伝いしていいの？」

「ああ。ぴかぴかでキラキラの素す敵てきなツリーを作ってくれ」

「……責任重大だ」

　ディーの表情が引き締まる。あまり気負いすぎても……と思いつつも、ディーが真剣なので遊馬は余計な口は挟まなかった。

「で、俺とさつきと真しん悟ごはどうするかな」

　さつきがアホ毛を揺らしてフラット気味な胸を張った。自信は伝わってくるのだが、胸元的な震度はゼロだ。

「パーティーグッズの用意なんてどうかしら？　クラッカーとか鳴らしまくりね！」

「買ってきてすぐに鳴らしそうだなお前の場合は」

「そんなことしないわよ！　けど、一発くらいは試射するかもしれないわね」

　さつきは右手で指鉄砲をつくって遊馬の鼻先に突きつけた。

「もちろん標的はあんたよ！」

　ディーが遊馬に抱きついてさつきをじっと見つめてから首を小さく左右させた。

「……お願いだから遊馬を撃たないで」

「本気で撃ったりしないから安心して！　試し撃ちならノーカウントなの！」

　慌ててさつきが取り繕った。ディーが怯おびえたように瞳ひとみを潤ませる。

「……本当に？」

「ええ！　本当よ！　それに遊馬なら一発くらい撃たれても死なないわ！」

「……遊馬あすま死なない？　ディーを独ひとりにしないで！」

「し、死なないから安心しろ。ただ、普通に考えれば人間は銃で撃たれると死ぬから、撃たない方がいいぞさつき」

「銃で撃ったりしないわよ。クラッカーで軽く爆破するだけだし」

　ディーがそわそわしながら「爆破するの？」と、さつきと遊馬の間で視線を行き来させていた。エリザが胸を張る。たゆんゆっさと果実が揺ゆれた。震度ゼロな誰だれかさんとは大違いだ。さつきは小さく舌打ちする。それに気づかずエリザは続けた。

「男子は爆発して女の子だけの世界になればいいのに♪　ね？　さつきさんもそう思うでしょ？」

「お、おおお思わないわよ！　女の子だけの世界になったら大変じゃない！」

「大変ってどこらへんが大変ですの？　楽園の間違いではありませんこと？」

「だって遊馬がいないと困るでしょ？　ディーは遊馬がいなかったら生きていけないんだし、それに買い物の時に荷物持ちしてくれるから遊馬は便利じゃない！　あと、高いところの物をとってくれたりとかするし」

　微妙な弁護っぷりのさつきにエリザは肩をすくめてみせた。

「あらあら、電池兼キャリーカート兼脚立だなんて惨めですわね」

「哀あわれみの視線で俺おれを見るなよ。まったく」

　遊馬は軽く息を吐く。こんな扱いにも遊馬はすっかり慣れっこだ。

「……遊馬。どんまい」

「お、おう」

　別に落ち込んだわけではないのだが……心配してくれたディーに遊馬は小さくうなずいてみせるのだった。



　第十三独立寮の中庭にあるプレハブが遊馬の居場所だった。冷暖房完備トイレシャワーバス付つきで、一人で住むには十分快適。二人だとちょっぴり手て狭ぜま。三人入れば空間が埋まり、四人入るとギュウギュウというその部屋に、遊馬は禁断の砦とりでを築き上げてしまった。

　こたつ――それは人類を怠たい惰だに導くかりそめの楽園である。市内に大型電気店がこの冬オープンした。遊馬はセールの日の朝五時から店舗前に並んで一九九〇円でゲットしたのだ。送料無料でこたつ布団とセットでこの価格はまさに破格である。

　こたつテーブルの上にみかんを並べて、遊馬はだらだらごろごろした。窓の外はすっかりまっくらだ。日の入りまでがあっという間で、今が冬なのだと改めて実感する。

　まもなく季節が一巡しようとしていた。春先からの激動の日々を遊馬は思い出す。

　魔装士の才能があったこと。この学園に招かれたこと。ディーと出会い……ではなく、再会したこと。いっしょに戦って、笑って、泣いて……これからもディーと歩んでいく。

　今でも甘い物は大好きだし、チャンスがあればパティシエになる夢は諦あきらめていない遊馬あすまだが、おそらくその夢は夢のままになりそうだ……と、ぽつりと思った。

「塔」に挑むのだ。ディーといっしょに。その脅威がなくなるまで戦い続けなければならない。とはいえ広大な「塔」の世界を踏破するには遊馬の人生は短すぎた。

　不安がない……わけでもない。

　相手があまりにも巨大すぎてお手上げというのが本音だった。

「俺おれが死んだら……どうなるんだろうな」

　遊馬の口から不安といっしょに言葉が漏もれる。「塔」の探索にはどんな危険が待っているかもわからない。

　自分が死んだらディーも次第に力を失っていき、動かなくなるのだろうか？　ディーもツーと同様に誰だれの魔ま力りよくでも使えるようになるかもしれない。もう技術的にはツーで実証されたのだから、ディーにも後付けができそうなものだ……と遊馬は思った。

「そうなると、俺がディーのそばにいる必要はなくなるのか？」

　ディーに必要とされているから、ディーは自分といっしょにいる……そんな考えがよぎると遊馬はさらに不安になった。

（――それだけのつながりじゃないはずだ）

　もともと、ディーは遊馬に贖しよく罪ざいしようとしていた。遊馬の両親を奪ったのはディーだった。だが、その悲しい過去を二人で乗り越えたのだ。

（――あれは……事故だったんだ）

　遊馬はばたりと背中を倒す。腰から下はこたつに入っているのでじんわり温かい。

　もし幼い頃ころの自分がディーと出会わなければどうなっていただろうか。考えるだけ無駄なのだが、遊馬はぼんやりと考える。

　もしかしたらディーやツーのような人型魔ま装そう具ぐの技術研究がもっと加速していたかもしれない。遊馬の両親も健在で、その研究は今よりも進歩していたかもしれない。

　全部、もしかしたらという話だ。ただ、そうなっていたのなら遊馬の人生もきっとまったく別のものになっていただろう。桂けいが自分のお姉ちゃんになることもなかっただろうし、桂の影響で甘い物が好きになったりもしなかっただろう。さつきと出会っただろうか？　エリザや真しん悟ごとの接点は生まれただろうか？

　考える……考える……考えていると、不意に遊馬の視界が影で覆われた。

「……遊馬何してるの？」

　考えるのに集中しすぎて遊馬は来客に気づかなかった。その来客も来客で、ノックもせずにやってくる。まるで猫のように自由だ。遊馬が見上げた視界には天井ではなく水玉パンツが広がっていた。遊馬はすぐに首を横にして視界から水玉をそらす。

「ディー。ちょっと無防備すぎるぞ。そんなことじゃ一人前のレディーにはなれん」

　真まっ赤かな顔を背そむけた遊馬あすまの方に、ディーは回り込むとしゃがんで首をかしげた。ほっそりとした太ももは閉じられているのだが、アングルが悪くスカートもちょっと短すぎたせいで、遊馬には相変わらず水玉模様の布地が丸見えだ。

「……？」

「ディー。パンツが見えてるぞ」

「…………ハッ!?」

　慌ててディーは立ち上がると半歩下がった。

「……見えてない？」

「今の角度なら見えてないから大丈夫だ」

「……よかった。危ないところでした」

　遊馬はゆっくりと上半身を起こした。もうすでに手遅れだという野や暮ぼなツッコミはせずに、小さく息を吐く。

　一方、ディーはというと遊馬の姿に興味津々だった。

「……お布団？」

「ああ、これはこたつだ」

「……こたつ？　ディーもやっていい？」

「好きなところに入るといい」



    

  
    
      



    

  
    
      　こたつへの進入口は四面。うち三面が空あいているのだが、ディーは遊馬あすまのすぐ隣にぴったりくっついた。

「……ここにします」

「いや、狭いだろうに」

　密着せざるを得ない状態だ。

「……好きなところはここだよ。遊馬のすぐそば」

　ディーの屈くつ託たくのない笑みに遊馬の顔が見る間に赤らんだ。

「なんて恥ずかしいことを言うんだお前は」

「……？」

　急に遊馬はディーを抱きしめたくなる衝動にかられた。ちょっと腕を回せばその願いは叶かなう。が、耐える。遊馬の心は必死でその誘惑に耐えた。

　ディーが遊馬に身をゆだねるようにもたれかかってくる。思わず遊馬はその身体からだを支えようとして……結局抱きしめてしまった。

　抵抗失敗。結果的にディーを抱っこする形だ。

「……温かいね」

「そりゃ、こたつは暖房器具だからな」

「……ううん。遊馬が温かい」

　ディーは目を細めると、遊馬の腕の中でコクリコクリと首を縦に揺ゆすり始めた。

「……遊馬……大好きだよ」

「寝るのかよ!?　しかも恥ずかしい台詞せりふつきで。自由すぎるだろ。お前は猫か」

「……温かいから……ずっとこのままがいいよ……ディーはこたつに……住むね……あのね……あのね遊馬……ぐぅ」

　うとうとしているのに遊馬とおしゃべりもしたいようで、ディーはふにゃふにゃっとしながら、笑みを浮かべた。

「まぁ、こたつの魔ま力りよくには誰だれだってあらがえんからな」

　遊馬はクッションをディーの首のあたりに添えて枕まくらにするとそっと寝かせて、自分はこたつの外に出てディーにこたつ布団をかけようとした……ところで、ガチャリとドアが開いた。

　遊馬は掛け布団をかけようとしたまま硬直して振り返った。その視線の先で……さつきが鬼の形ぎよう相そうで遊馬をにらみつけている。

「ちょっと何やってるのよ!?　なんであんたの部屋にこたつがあるわけ？　それにディーがいるのは同調率アップのために仕方ないとしても、こたつで寝てるディーの掛け布団を引っぺがしていったい何をしようっていうのよ!?　正直に白状したら死なない程度で済ませてあげるわよ？」

「ち、違うぞさつき！　これは引っぺがしているのではなくて、いまからかけてやろうとしていただけなんだ！　というか、俺おれのこの姿から一瞬でそこまで判断するのか？　どういう観察眼だ!?　入ってくるタイミングまでまるで見計らっていたみたいじゃないか？　隠しカメラでもあるのかこの部屋にはッ!?」

「そんなもの仕掛けてないわよ！　エリザじゃあるまいし！　盗撮なんてしないわ！」

　さつきがずんずんと遊馬あすまの部屋に押し入ると、こたつの一角を占拠した。

「ふぅ……はぁん……温かい♪」

　殺気立っていたさつきだが、こたつの温ぬくもりに触れたとたんに甘い声を出す。

「こたつに免じて許してあげるけど……これどうしたのよ？」

「ケーエス電機のオープンセールで早朝に並んで買ったんだ。送料込みで一九九〇円だぞ？　先着五名までの限定特価だ！」

「あんた暇人ね。だいたい『塔』復旧作業に出た時に、モンスターを迎撃して魔ま力りよく結晶をいっぱいゲットしたじゃない？　わざわざセールで並ばなくても買えるでしょ？」

　遊馬たち学園の生徒は「塔」でモンスターを倒したさいに、そのモンスターから手に入る魔力結晶を持ち帰ることができた。手に入れた魔力結晶はラボに買い取られお小遣い稼ぎになる。

　が、遊馬はきっぱりと言い切った。

「男には……並ばなきゃならん列があるんだ」

「なによそれ？　意味わかんないわ」

「男のロマンだからな。理解は求めん。それよりお前はなにしに来たんだ？」

　ディーは枕まくらにしていたはずのクッションを胸に抱いて「……遊馬、抱っこ。いいこいいこだね。いいこの遊馬をディーが洗ってあげるね……ディーはスポンジだからぴったりくっついて……あわあわだね……気持ちいいね」と寝言を呟つぶやいている。

「あんたなにやらせてんのよ？」

「お、俺は知らん！　知らんからな！」

　本当にディーが魔ま装そう具ぐなのか、いっしょにいる時間が長くなるほど遊馬には信じられなくなる。

「だいたい、ちょっと目を離すとすぐにディーのことばっかり見て……今はあたしと話してるんだからこっちを見なさいよ！」

「お、おう。なんの話だったっけか？」

　ディーの寝言ですっかり話の前後が吹っ飛とんでいた。

「あんたが聞いたんでしょ？　あたしが何しに来たのかって。だから……く、クリスマスパーティーのことよ！　相談があるの」

「その計画なら桂けい先輩が幹事だろ？　俺たちは使いっ走りなわけだし、なにか相談するならあっちじゃないのか？」

　遊馬あすまは中庭の向こうにそびえ立つ女子寮の方角を指さした。

「全体的な流れに関する相談とかじゃなくて、個人的なこと……ぷ、プレゼントについてのリサーチよ」

「プレゼントがどうしたんだ？」

「何を贈ったらいいのか迷うじゃない！」

「交換するわけだから、確かに難しいよな。誰だれに自分のプレゼントが行くかわからんし」

　遊馬は眉み間けんにしわを寄せた。

「ほ、ほら！　そうでしょ？　誰に当たるかはわからないけど、参考までに聞いておきたいと思ったのよ！　男の子ってどういうものなら喜んでくれるのかなって」

「別に俺おれに気を遣うこともないだろうに」

「あ、あんたになんて気を遣ってないんだからね！　けど真しん悟ごもいるし、あたしのプレゼントがうっかり当たるかもしれないわけじゃない」

「お前、真悟のことを気にしてるのか？」

「違うわよ！」

　フシャー！　と威い嚇かくする猫の尻尾しつぽようにさつきはアホ毛を逆立てた。

「じゃあやっぱり普通でいいだろう。猫耳カチューシャとかが真悟に当たったら……それはそれでおもしろいかもしれん」

「あんたに当たったらあんたがそれをつけるのよ？」

「すいません。調子に乗りました」

「ね？　困るでしょ？　そうならないようにあんたの意見を参考にしたいのよ」

　さつきは真剣だった。そこまで気合いを入れることもないだろうに……というのが遊馬の本音だ。

「別に俺の意見は必要ないと思うんだが。ネタに走るのも逆におもしろいし」

「あんたもしかして猫耳カチューシャつけてみたいの？　そういうプレイが好きなの？　変態なの？」

「ち、違うぞさつき！　わかったちゃんと相談に乗るから猫耳カチューシャだけは勘弁してくれ！」

　さつきのアホ毛が警戒モードからくんにゃりとリラックス状態に戻った。

「えっと……それじゃあ好きな色は？」

「それは俺個人の嗜し好こうだろ。男子の平均的な解答にはならないんじゃないか？」

「協力するって言ったんだから、黙って質問に答えなさい」

「黙ってたら答えられないだろ」

「あんた口答えが多すぎよ！　そ、そんなにあたしに楯たて突ついて……まさかお仕置きされたいの？」

　こたつの中にさつきは腕をいれると得物のグリップを握った。愛用の鞭むち型魔ま装そう具ぐ――蛇姫サーペントに魔ま力りよくを込める。遊馬あすまが焦って訂正＆解答した。

「いやいやいやいや、それはないから。えーと色か。そうだな……エメラルドグリーンが綺き麗れいで好きだ」

「エメラルドグリーン……確かに緑っていいわ。男の子でも女の子でも緑ならどっちにも対応できそうね。ま、贈るモノがリボンとかだったら女の子用になっちゃうけど」

「そういえばクリスマスって赤と緑と金色ってイメージだな」

「うんうん！　やっぱり緑っていいじゃない！　なんだかクリスマスのプレゼントにはぴったりね！　色は緑系にするわ」

　会話が弾んでさつきは楽しそうに微笑ほほえんでから、遊馬の顔をじっと見つめた。

「あ、あのね。遊馬……」

「なんだ？　神妙な顔して」

「なんでもないわよ」

「な、なんなんだそりゃ……」

「いいじゃないなんだって！　それよりこたつ最高ね。今日からここに住むわ！」

「お前までそんなことを言いやがりますか」

「じゃあディーも言ったの？」

「ご明察だ」

「そっか。うん、読み通りね！　あたしもディーと同じような思考ができるようになってきたってことね」

「それができるようになっていいことでもあるのか？」

「え？　あ、あるわよ！　ディーの気持ちがわかれば……ほら、ディーのピンチを察してあげられるでしょ？」

　さつきのアホ毛がぶんぶんと焦ったように大きく揺ゆれた。

「それは確かにそうだが」

「だからディーと同じような思考パターンができるのっていいことだと思うのよね。うん、間違いないわ！」

　さつきは頬ほおを赤らめて、こたつ布団の中に潜り込んでしまうのだった。



　冬期長期休業――いわゆる冬休みに入ったばかりだが、遊馬たちは学園の室内訓練所にやってきた。午前中はトレーニングだ。遊馬とディーの防御をさつきと桂けいで崩す実戦形式の内容だった。真しん悟ごは体調不良を理由に訓練は見学だ。

　真悟がいなかったこともあって、遊馬とディーがさつきたちを完封する結果に終わった。さつきが不満げに口をとがらせる。

「攻撃するのと守るのとじゃどっちが有利かわかる？　城攻めには防衛側の倍以上の人数がいなきゃ無理なのよ。つまり、守っている方が有利なんだからね！」

　遊馬あすまが小さく息を吐いた。

「訓練の前に『攻撃は最大の防御』とか言ってなかったか？」

「そ、そうだったかしら？」

「ああ。だから攻撃しない俺おれとディーの防御は、防御としては未完成なので隙すきだらけ。突き崩すのなんて簡単……とも言っていた気がするんだが」

「あんた細かいところまでよく覚えてるわね！　あたしが忘れたことなのに」

「忘れるなよ……まったく」

　最近はすっかり慣れたのか、遊馬とさつきがちょっとした口論になってもディーは不安がらない。むしろ、ディーはずっと自分の存在を消している真しん悟ごを気にかけていた。

「……師匠は今日もお休み？」

「ん？　あ、ああ。ごめんね。訓練に参加できなくて」

　申し訳なさそうな真悟にさつきが噛かみついた。

「あんたが参加しなかったから遊馬とディーの訓練にならなかったわよ。ま、あたしと桂けいはいい運動になったけど。そういえば見学だなんて……もしかして、桂の体操着姿が目当てだったの？」

　桂が自分の胸を両腕で隠すようにして呟つぶやいた。

「真悟くんのエッチ！　わたしのこと、ずっとそういう風に見てたの？　エリザちゃんじゃないけど、真悟くんも野獣なんだね？」

　普段はさつきやエリザの暴走をたしなめる役の桂が、悪わる乗のりに荷担した。真悟は目を細める。

「とっても魅力的で見入っちゃったよ」

「わ、わわわ。どうしようあっちゃん！　お姉ちゃんせっかくボケに回ったのに予想の斜ななめ上の反応で真悟くんが返してきたよ!?」

　桂の悪乗りなど真悟は意にも介さないらしい。遊馬がぽんっと真悟の肩に手を当てた。

「お前の場合、冗談か本気かわかりづらいからできるだけボケないでくれ。でないとこの通り収拾がつかなくなる」

　真悟は涼やかな笑みを浮かべた。そんな中、桂が小さく柏かしわ手でを打って午後からの予定について説明しはじめる。

「訓練もみっちりやったし、これからみんなでプレゼントを探しにいこっか？　下見のつもりだけど、これ！　っていうアイテムがあったら、こっそりゲットするもよし。今は買わないでおくもよし……みたいな」

　桂けいを先頭にディーとさつきが訓練所前のバス停まで歩き始め、男二人が最後尾に並んだ。真しん悟ごは相変わらず存在感を消していた。

「なあ真悟。最近、ちょっとぼーっとしてないか？」

「やっぱりそう見えるかい。実は僕も……そう思うんだ。自分で言うのもなんだか変な話だけどね」

　前を行く女子三人と少し距離ができていた。真悟の歩みはゆったりとしている。

「さっきの訓練も参加しなかったし。それにいくらパワーがすごいっていっても、真悟ならある程度はコントロールできるんだろ？　ペア模擬戦を不戦敗だなんて……」

「実はね……遊馬あすまくん」

　真悟はじっと遊馬を見据えた。

「魔ま装そう具ぐとの同調ができなくなっちゃったんだ」

　さらりととんでもないことを真悟は口にした。

「できないって……どういうことだよ？」

「原因がわからなくてね。でも、ちゃんと心臓に埋め込まれた魔ま力りよく結晶は動いているし、日常生活を送る上では不便はないんだ」

「そ、そう……か」

「そのうちまた同調できるようになるかもしれないし、ならないかもしれない」

「どうにもならんのか？　あ、いや……その……もし魔装具と同調できないなら、それはそれでいいのかもしれんけど」

「魔装士としての適応がないってことになればもういっしょには戦えないね……けど、僕の心臓は魔力結晶だから、どのみち虹にじ浦うら市しを離れることはできないんだ。魔装具……いや、魔力結晶は『塔』から離れすぎると力を失ってしまうからね」

　涼やかで……どこか寂さみしげに真悟は力なく笑う。

「もしかしたら、僕は遊馬くんたちとは最後までいっしょに行けないかもしれない。ごめんね。力になれなくて」

「力になれないとか……そんな風に言うなよ。そんなこと……言うなよ。無責任って思われるかもしれんけど、治らないって決まったわけでもないんだろ？　なんとかなるさ。もし俺おれにできそうなことがあったら、どんなことでも言ってくれ」

「うん。ありがとう遊馬くん。話せて心が楽になったよ。ああ、みんな行っちゃうね。少し急ごうか？」

　真悟は足取りを速めた。遊馬もそれにつられてペースをあげる。真悟がずっと今日までそんな悩みを隠していたのに気づきもしなかったことを少し、後悔した。

　そして同時に遊馬は不安になる。自分の力はあって当然だと思っていた。真悟のケースはやや特殊かもしれないのだが、いきなり力が消えてしまうことだってあり得ない話ではないのだ。

　その時自分がディーを守れるのか……不穏な陰が遊馬あすまの心に落ちていた。



    

  
    
      


第二章　ゴーゴー！　クリスマス!!





　クリスマスプレゼントを探しに遊馬たちがやってきたのは、虹にじ浦うら市しで最も品しな揃ぞろえが多いショッピングモールのレインボータウンだった。エントランス広場に陣取る塔のオブジェを前にして、さつきが腕組みする。

「ねえ？　プレゼントを買うのにみんなで移動してたら、誰だれが何を買うのか丸わかりになっちゃわない？」

　その質問は遊馬に向けられていた。

「ああ、確かにそうだな。今日はみんなで適当に回って目星をつけるんでもいいと思ったんだが」

　さつきのアホ毛が激しく左右に揺ゆれた。

「あんたわかってないわね！　見なさいこの塔のオブジェを！」

　普段は無機質なオブジェなのだが、クリスマスシーズンに入ってからはツリーのように星やミラーボールやカラフルなＬＥＤライトで飾り付つけがされていた。ディーと桂けいが瞳ひとみをキラキラさせて見入っている。

「ディーちゃんツリーがとってもとっても綺き麗れいだね」

「……これがモミモミ？」

「違うよ！　えっとね、これはツリーを模してるのであって、本当のツリーじゃないんだよ！　だからそのあのなんていうか……ツリー風味？」

「……難しいけど綺き麗れい」

　ディーは神妙な顔になっていた……かと思いきや、ハッと何かに気づいてエメラルドグリーンの瞳ひとみを丸くさせる。両手をばっと広げてくるんとその場で一回転した。スカートがふわりと広がる。

「……ディーもツリーになりたいな。キラキラ輝きたいな。綺麗になったら遊馬あすまもディーに夢中だね」

　ディーの無邪気な一言に遊馬の妄想力がかき立てられた。

　赤と緑のリボンしかまとっていないディー。ツインテールの金髪をおろしてその長い髪に星や靴下やトナカイやサンタクロースの飾りをつけていく。電飾も身にまとい、きらきらぴかぴかと彩られた人型魔ま装そう具ぐクリスマス仕様。

　だが遊馬には電飾よりもディーのきめの細かい白い肌の方が眩まぶしくて……。

　棒立ちの遊馬の顔を下からディーが不思議そうにのぞき込んだ。

「……遊馬？　どうしたの？」

「う、うわッ！　な、なんでもないぞディー！　なんでもないんだ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「……？」

　ディーはちょこっとだけ首をかしげた。さつきが「何見つめ合ってるのよ」と、ツッコミつつ二人の間に割り込んでくる。

「ともかく、ここからは各自別行動ね。やっぱりプレゼント探しは個人戦よ！　秘密でシークレットなんだからね」

「秘密とシークレットは同じ意味だろ」

「あんたはいちいち細かいのよ！」

　さつきが鼻息を荒らげた。一度言い始めたら遊馬あすまの言葉など耳に入りそうにない。

　ディーがさっそく遊馬の腕をとった。

「……遊馬が迷子にならないようにディーがいっしょにいてあげるね」

「おいおい……逆だろそれ」

　思わず遊馬の顔が恥ずかしさで赤くなる。むっとしながらさつきがディーをびしっと指さした。

「本当にディーはそれでいいのかしら？」

「……え？」

「遊馬といっしょに行動したら、遊馬にプレゼントを買うところを見られちゃうのよ？」

「………………ハッ!?」

　ディーは自分の胸に手を添えながら驚きの表情だ。

「どうやらわかったみたいね。せっかく一生懸命選んだプレゼントなのに、遊馬のそばにいたら秘密が秘密じゃなくなっちゃうのよ？　ま、あたしは別にディーがそれでもいいっていうなら、その意志を尊重するけど」

　ディーは眉まゆを八の字にさせた。

「……遊馬。どうしよう」

「じゃあこうしよう。途中まではディーといっしょにいる。プレゼントが決まったら俺おれは目をつぶるなりそのお店の外に出るなりしてるから、その時に買うっていうのはどうだ？」

「……遊馬。天才だね」

「おう、任せろ」

　さつきのこめかみのあたりにぎゅっと力が入った。

「あ、あんたはそれでいいわけ？　テレビとかで見たことないの？　ほら初めてのおつかいっていうやつよ！　いつもディーのそばにいて過保護にしてたらディーは大人おとなになれないじゃない？」

「ディーはおつかいなんて初めてでもないだろ」

「……ディーはこの前、家出した時に一人でも大丈夫だったよ」

　家出は自慢にはならないし苦い思い出のはずなのだが、ディーはぺたんこな胸を張ってみせた。

「ダメだったろ最終的には。あの時は真しん悟ごが保護してくれてたからな……って、真悟？」

「ああ、ごめんね。少し調子が悪くて」

　真悟はいつの間にか近場のベンチに座っていた。ディーが真悟の隣にちょこんと腰掛けて「……師匠大丈夫？」と心配する。遊馬あすまも吐と息いき混じりでディーの後に続けた。

「お前、本当に無理はするなよ」

　真悟の顔に生気が感じられない。が、今の遊馬にはしてやれることがなかった。

「だらしないわね！　真悟はさっきの訓練だって見学だったし、今のところ疲れる要素なんてなかったじゃない？」

「僕も歳としをとったのかな。最近身体からだの節々が痛くなるんだ」

「同学年でしょ！　なに年寄り風な物言いしてるのよ。そもそもあんたの冗談はわかりづらいのよ！」

「笑いのセンスを磨くのは難しいね。僕はここで少し休んでから行動開始するよ」

　遊馬は小さくうなずいた。

「わかった。それじゃあ先に行ってるぜ」

「うん。行ってらっしゃい」

　遊馬が真悟の隣に座ったディーに手をさしのべる。ディーは「行ってきます」と真悟に告げて遊馬の手を取り席を立った。

「え？　本当に大丈夫じゃないの？」

　さつきが真悟に目を丸くさせる。

「うん。ちょっとね」

「そ、そうなんだ。なら仕方ないわね。どっかの誰だれかさんと違って真悟なら無む茶ちやはしないと思うけど……あ、安静にしてなさい！」

　さつきがアホ毛と指で真悟をびしっと指して宣言した。

　桂けいがレインボータウンの総合案内地図を見てからぽつりと呟つぶやく。

「えっと、お姉ちゃんは西館の方かな」

　対抗するようにさつきが吠ほえた。

「な、ならあたしは東よ！」

「じゃあ俺おれは北に行くか」

「べ、別に遊馬が東に行きたいっていうなら、たまたま行き先がいっしょだったってことで認めてあげなくもないわよ？」

「お前が個人戦って言い出した張本人だろ」

「そ、それはそうだけど」

　ディーがひょいっとかかとをあげて腕を伸ばすと、さつきの頭を撫なで撫でした。

「……いいこいいこ」

「えっと……な、なんなのよディー!?」

「……こうしてもらうと、不安がなくなるから。さつきは一人で不安そうだから」

「子供じゃないんだから！　ディーも個人戦よ？」

「……ディーはね、たまたま行きたいと思った方に遊馬あすまがいるんだよ。ちゃんと個人戦になってるよ」

　ディーは無邪気に笑ってみせる。

「なん……ですって？　偶然同じ方に移動する計画的行動を選択するなんて……どうなってるの？」

　眉み間けんのあたりを指でつまむようにしてさつきは「むむむ」と唸うなっている。遊馬が溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。

「むむむ……じゃないだろ。単にディーが成長してるだけだろうに。よし、じゃあとりあえず行ってみるか。あと真しん悟ごは本当にやばかったら……」

「うん。メールくらいはいれるから。突然いなくなったりはしないよ」

　真悟の返事を訊きいて遊馬はうなずいてから歩き始める。するとディーが小ガモのようにそれについていった。桂けいも「じゃあプレゼント選びが終わったら、またこのオブジェ前に集合だね♪　真悟くんは無理しないでね」と真悟に微笑ほほえみかけてから、西館方面の人ひと混ごみの中に呑のみ込まれ、後ろ姿が遠のいていく。

「い、いいわよ！　すごいプレゼント見つけてやるんだから！　真悟も元気になったら好きな方角に向かうといいわ！」

「じゃあ二階かな」

「東西南北じゃなくて上なの!?」

　さつきのツッコミに真悟はいつもの涼やかな笑みで返すのだった。



　レインボータウンはクリスマスカラーに彩られていた。店頭に飾られたツリーもお店ごとに個性的だ。

　ちょっぴりアンティークな門構えの雑貨店の前でディーが立ち止まる。黒猫の小物が豊富に取りそろえられたお店の軒先には、黒いクリスマスツリーが飾ってあった。銀の星と青色のＬＥＤライトが美しい。

「……遊馬。これもクリスマスツリー？」

「そうだな」

　ふと遊馬は気づく。寮のプレハブでディーと二人になることは多いのだが、こうして二人だけで出かけることは……希まれだった。

「……どうしたの遊馬？」

「二人でこうやって……その、デートっぽいことをしたのって、そういえば草くさ壁かべ先生の自作自演脅迫の時以来だなって思ってな」

　ディーと出会ったばかりの頃ころにまで遊馬あすまの記憶はさかのぼった。遊馬とディーの力を発揮させるために、草壁が遊馬たちを狙ねらったことがあったのだ。草壁扮ふんする脅迫者をおびき出すために、遊馬はディーとデートをしたのである。

　厳密に言えば二人きりではなかった。その時は遊馬たちから少し離れたところで、さつきと桂けいが二人を監視していたのだ。

「……これはデートですか？」

　ディーが急に敬語になった。時折出るまじめな敬語口調が遊馬にはほほえましくて、それでいておかしくてたまらない。噴き出すのをこらえて応こたえる。

「そうなるような、ならんような」

「……ディーはデートは嬉うれしいです」

　遊馬の手を取ってディーは軽く握った。遊馬の胸がドキドキし始める。今は本当に二人きりだ。ショッピングモール内を行き交うたくさんのお客さんはいるのだが、遊馬にはディーしか目に入らない。

　ディーに見とれていた。金の糸のようにキラキラとしていて、それでいてしっとりと柔らかな髪。透き通るような白い肌。大きな瞳ひとみはどんな宝石よりも美しくて、神秘的な光を宿していた。まるで世界中の綺き麗れいなものを集めたようなディー。その外見だけでなく、心も純白で無む垢くで美しいと遊馬は思う。

「……遊馬どうしたの？」

「ん……あ、ああ。とりあえずどうしようか？」

「……遊馬についていくよ」

　ディーは遊馬にお任せモードだった。信頼してもらえるのは嬉しい遊馬だが、こういう時にどこに行けばディーが喜んでくれるのか、なかなか名案が浮かばない。とりあえず遊馬は黒猫雑貨店の店内を指さした。

「この店は見なくていいのか？」

「……うん。また今度ね」

　遊馬は困ってしまった。普段なら桂かさつきが率先してどこに行くか決めてしまうのだが、今回ばかりは自分で決めなければならない。

「まいったな。主体性のない二人になっちまった」

「……ディーは遊馬といっしょならいつも楽しいよ」

「じゃあ、特に目的地とか考えずに歩いてみるか」

　レインボータウンの北の端まで大通りが続いている。天井は吹き抜けで二階建てのフロアになっていた。二階にもハーブティーの専門店やキャラクターショップ、アウトドアグッズのお店などなど、様々な店舗が並んでいる。

「二階にあがってみるか？」

「……うん」

　二人で並んでエスカレーターで二階の通路に出た。吹き抜けなので一階の店舗を下に見ながら歩くことができる。

「偵察するならやっぱり高いところからだな」

　遊馬あすまはディーの手を取ってゆっくり歩く。ディーが興味をもって止まったところが自分にとっての目的地だ。

　ディーが足を止めたのは帽子の専門店だった。冬の定番アイテムであるニット帽がずらりと並んでいる。頭頂部にふわふわのボンボンがついていた。

「お！　これならフリーサイズだし誰だれがゲットしてもよさそうだな」

　遊馬が赤と緑のクリスマスカラーなニット帽をディーの頭のちょこんと乗せる。

「……似合う？」

「いいんじゃないか？　ボンボンもかわいいし」

　ディーは帽子を頭に乗せたまま、店内の鏡の前までやってきた。ツインテールに干渉しない程度に帽子をきゅっとかぶってみる。

「……おお」

　ディーは感嘆の声を上げた。わぁ♪　とか、かわいい♪　というのではなく、ちょっと驚きがまざっている。

「どうしたんだディー？」

「……髪の毛が長いとちゃんとかぶれないね」

「あ、ああそうだな」

　ツインテールをといてしまうと元に戻すのは遊馬の手に負えなかった。

「……帽子もまた今度」

「ディーがかぶれないからってプレゼントの候補から外さんでもいいんじゃないか？」

「…………ハッ!?　そうかも」

　ニット帽を頭から外して手にしたまま、ディーはじっと見つめた。

「……けど、遊馬に帽子って知られちゃったから、今回は見送ります」

「このままだと決められないような気がするんだが」

「……大丈夫。その時が来れば遊馬には目を閉じててもらうよ。ディーを信じて」

「お、おう。なんかよくわからんが、妙に気合いが入ってるな」

　帽子屋さんを出てからまたしばらく二階の通路を歩くと、十字路にたどり着いた。この十字路は東西のエリアにつながっている。ここらで西に向かった桂けいか東に行ったであろうさつきと合流する可能性もあったのだが……。

「いないみたいだな」

　遊馬あすまはホッとしていた。もう少し、ディーとの二人きりの時間は続きそうだ。

「……遊馬。あのお店は？」

　十字路の角に少し広めの売り場をとったシルバーアクセサリーのショップがあった。

「こういうのって高いんだよな」

　遊馬はスルーしたかったのだが、ディーが無邪気に店内に入っていく。

「お、おいディーちょっと待て！」

「……キラキラで綺き麗れいだよ」

　ディーの瞳ひとみが輝いていた。

「……魔ま力りよく結晶じゃないんだね」

　ガラス張りのディスプレーに手をついてディーはアクセサリーに見入っている。ディーの視線の先には十字架のペンダントがあった。銀のラインが交差する中央に緑の石がはめ込まれていた。

「これは宝石だな。エメラルド……うっ。見なかったことにしよう」

　ディーが真っ先に目をつけたそれはシルバーではなくプラチナ製だった。エメラルドプラチナクロスペンダント。価格は五桁けたである。

「……遊馬、顔が真っ青」

「こ、ここは撤退だ。店員さんに接客されるだけでも気まずくなるッ!!」

　遊馬はディスプレーに張りつくディーをお店の外に引っ張り出した。

　後ろから店員さんがスッと音も立てずに近づいてくるのだが、それを振り切るように逃亡する。

　再び遊馬は吹き抜け二階の通路まで戻ってきた。

「なんだか妙な緊張感を味わったな……」

　今ではドラゴンとも互角以上に戦える遊馬だが、高級宝飾店にはかなわない。一度深呼吸してから遊馬は確認した。

「と、ところでディーはああいうのが好きなのか？」

「……キラキラ綺麗だし、好き！」

　珍しくディーがはっきりと意思表示をした。

「そうか。うーむ……いくらなんでも俺おれには無理だし……」

「…………？」

　ディーは不思議そうに遊馬を見つめて首をちょこっとだけ斜ななめにかしげた。

　再び二人は歩き始める。遊馬はまだ悩んでいた。

「シルバーならなんとか……いや、しかしディーに当たるとは限らないわけだし、そもそも宝飾品っていうのはデザインが重要で、いくら高級なものでも相手のセンスに合わなければ元の木もく阿あ弥みっつうかなんつうか……」

　ディーが立ち止まった。十字路をさらに北に進んだ先にあったのは……駄菓子屋さんだ。テナントの店構えがトタン屋根やら木の壁やら錆さびた看板やらで飾られており、レトロチックなたたずまいになっていた。

　ディーはオモチャの指輪の前で瞳ひとみを輝かせている。

「……キラキラしてる」

「もしかして、これも好きなのか？」

「……好き！」

　メッキのされたプラスチックとガラス玉でできた指輪だが、ディーは楽しげに見つめていた。

「……赤、青、黄色、緑にピンク♪　キラキラいっぱい綺き麗れいだね」

「こ、これなら俺おれでも……って、いかんいかん。交換用のプレゼントを探しに来たっていうのに」

　駄菓子屋さんの軒先にはベンチがあった。疲れているわけではないのだが、少し落ち着きたい……と遊馬あすまは提案した。

「いっぱい歩いたし、少し休憩するか」

「……うん」

　冬場とはいえショッピングモールは屋内で、お客さんも多く暖房もガンガンに効いていた。暑い。遊馬は駄菓子屋さんのクーラーケースからラムネの瓶びんを二本手にして、レジに持って行く。

　ベンチのディーの元に戻ってくると、ラムネ専用の凸型をしたビー玉押しで、ぷしゅっとラムネの栓を開けた。

「……ディーもやりたいです」

「お、おう。こうやってぷしゅっ！　って押すんだ」

　ディーはラムネを手にするとビー玉押しにくっと力を込める。

「……どれくらい力をいれるといいの？」

「どれくらいって言われると難しいな」

「……遊馬、ディーの指の上から押して」

　ディーがラムネの口のあたりに親指をのせたまま遊馬に差し出した。遊馬はそっとその小さな手を包み込むようにして、優しくゆっくりと押し込んでいく。

「上から押されて指は痛くならんのか？」

「……遊馬が優しいから大丈夫だよ」

　ディーがそう言い終えるかというところで、ぷしゅっとビー玉が音を立ててラムネ瓶の中に落ちる。ディーは瓶の中でキラキラと輝くビー玉と、炭酸の泡に見とれていた。

「……ありがとう」

「どういたしまして」

　さっそく遊馬あすまがラムネに口をつける。ディーもそれにならったのだが、ビー玉が邪魔をしてうまく飲めなかった。

「……遊馬。難しいよ」

「ここのくぼみのところにビー玉を引っかけると、口までビー玉がこないんだ」

　言われた通りにディーは瓶びんをくるんとまわして、くぼみを下側にするとそこにビー玉を乗せた。今度は口をビー玉にふさがれることなく、ディーは瓶を傾けてコクコクと小さく喉のどを鳴らす。

「……ぷはー。生き返る」

「おっさんか。まったく誰だれに似たんだか」

「……また一つディーはおりこうになりました。もうラムネも飲めるんだよ」

　何かを覚えるとディーは得意げな顔になる。それがどんなに些さ細さいなことであってもディーはいつも嬉うれしそうだった。



　レインボータウンを巡り巡ってＤＩＹ系のショップに遊馬とディーはたどり着いた。

「手作りっていうのも時間的に難しそうだが……って、おいディーどこへ行くんだ？」

「……遊馬は来ちゃだめ！」

　跳はねるようにお店のフロアに入ったかと思うと、ディーはくるんと回れ右をして遊馬にストップをかけた。ディーがいるのはオモチャコーナーだ。ＤＩＹ系のお店とはいえ、素材や工具だけでなくフィギュアやらアナログゲームやら、ともかくおもしろそうなものがてんこ盛りである。

「プレゼント候補が見つかったのか？」

「……うん。だから遊馬はあっち行ってて」

「なんかその言い方は少し傷つくんだが」

　追い払われたような気がして遊馬は肩を落とした。とはいえ、ディーが自分でプレゼントを見つけようとしているのだから、それを邪魔するのも無粋だと遊馬は思う。

　ＤＩＹショップは二階にもフロアがあるため、遊馬は二階に行くことにした。

「じゃあ俺おれは上にいるから、何かあったら連絡してくれ」

「……遊馬、迷子にならないでね」

「なるか！」

　ディーに心配されると毎回遊馬は気恥ずかしくなるのだが、とりあえず彼女がオモチャコーナーに消えたのを確認してエスカレーターに乗った。

　一階と比べると二階は水回りのアイテムから工具やら絵の具にネジやちょうつがいに木材といった素材など、いかにもな品しな揃ぞろえになっている。

　遊馬あすまも興味津々な調理器具コーナーも充実の品揃えだ。ＤＩＹらしいアイテムが勢揃いなフロアになっていた。

　ディーと別れたので遊馬もプレゼント探しのチャンスなのだが、自然と足がお菓子作りコーナーに向いてしまう。

「こ、これは……マーブル台じゃないか」

　立派な大理石のボードに遊馬はうっとりしてしまった。もちろん、こんなものを配置するスペースは遊馬の部屋にはない。

「いかんいかん。俺おれは魔装士になるんじゃなかったのか？」

　思わず独ひとり言が口をついて出た。今はディーのために……そして大切な人たちを守るために魔装士になると決意したのだ。

　だが、そう決意してみて初めて遊馬はわかった。もし使命がないのなら、やっぱりパティシエになりたい……と。ケーキは誰だれかを笑顔にできる魔法の食べ物だ。それを生み出す仕事はやっぱりすばらしい。

「けど、今はその笑顔でいられる平和な世界を守らないとな」

　謎なぞの塊ともいえる「塔」の謎を解明する。

　そう、自分に言い聞かせて遊馬はマーブル台から離れた。

　しばらく一人でプレゼントを探す……が、二階フロアよりも探すならオモチャやファンシーなグッズが揃っている一階の方がよさそうだ。と、遊馬が気づいた矢先である。

　遊馬は出会ってしまった。それは粘土のように見えるのだが、成形してトースターで焼くとシルバーのペンダントトップになるという手作りアクセサリーキットだった。

「これは……行くしかないな」

　手先の器用さも美的センスも普通以下と、パティシエとしての才能は皆かい無むな遊馬だが……すでに心は決まっていた。銀色のチェーンと緑のイミテーションな宝石もチョイスする。どちらもこの「銀粘土アクセサリーキット」向けのオプションパーツだった。

　デザインは先ほどのプラチナ製のものを真ま似ねればいい……と、遊馬は自分の指先の技量のことを棚上げしつつプレゼントを決定した。

　遊馬が自分のプレゼントを決めたところでケータイ端末からメールの着信音が流れた。遊馬は端末を確認する。ディーもちょうどプレゼントを買い終えたのだろうか？　と、思った遊馬だが、液晶の表示に首をかしげた。

「いたずらメールか？」

　スパム系メールの着信ブロックはしてあるのだが、そのメールは差出人不明で遊馬の端末に届いていた。

　本文には「クリスマスには新しいボディーを要求します」とだけ書いてある。遊馬にはさっぱり意味がわからない。が、液晶をぼんやり眺めているともう一通メールが届いた。桂けいから「お買い物が終わったから真しん悟ごくんのところに戻ってるね」というものだ。

　気づけばもう二時間も経たっていた。



　ディーは紙袋を抱えてニコニコしっぱなしだった。紙袋の中身はプレゼントラッピングがされている。

「……一番いいのを選んだよ」

　自信たっぷりのディーといっしょに遊馬あすまはレインボータウン正面エントランス広場のオブジェ前に戻ってきた。桂とさつきが待っている。

「おかえりあっちゃん」

「遅いわよ！　まったく……ふ、二人でデートでもしてたんじゃないでしょうね？」

「……ちゃんとディーは一人でプレゼントを選んだよ」

「そ、それならいいんだけど」

　さつきも桂もディーほど大きな袋ではないのだが、それぞれ手て提さげの紙袋を手にしていた。桂が周囲を確認してから肩を落とす。

「真悟くん、本当に体調が悪かったんだね。家まで送ってあげた方がよかったかな」

　桂が責任を感じたような、ちょっぴり複雑な表情をみせた。

　真悟は先に帰ってしまったのか、それともあれから回復してプレゼントを探しに出たのかわからない。ともあれ待ち合わせ場所に彼の姿はなかった。遊馬が端末を取り出す。

「電話してみようか？」

　桂が首を小さく左右させた。

「それが、真悟くん端末の電源をオフにしてるみたいなの。途中で何回か電話してみたんだけど……」

　桂は常に真悟のことを気にかけていたらしい。

　一瞬だが遊馬はツーのことを思い出した。ツーなら真悟のことを虹にじ浦うら市しの通信網に潜り込んで捜し出してくれるかもしれない。

　さつきが遊馬の前に立って顔をのぞき込んだ。

「なにぼーっとしてるのよ？」

「いや、真悟のやつ……大丈夫なのかって思ってな」

「前から変なところはあったけど、最近は元気もないし、いつもどこか上の空よね」

　さつきもさつきなりに真悟のことを心配していた。真悟は桂やさつきに「魔ま力りよくが消えて魔ま装そう具ぐと同調できなくなったこと」を隠している。知られたくないのだろう。そう思うと遊馬の口から自然と言葉が漏もれた。

「ま、あいつのことだからきっと大丈夫だろ」

「なによそれ。ちょっと薄情なんじゃない？」

「別にそんなつもりはないぜ。真しん悟ごのことを信頼すればこそってやつだ」

「……ディーも師匠のこと信じるよ」

　桂けいがやんわりとした口調でまとめた。

「えっと、じゃあプレゼントの準備もできてきたし、部室の飾り付つけは明日から始めて……あとはお料理とケーキだね！」

　お料理とケーキ。この単語を口にした桂がちびっこのようにぴょんと跳はねる。すると胸元がゆっさりたゆんと揺ゆれた。思わずさつきがへの字口になる。

　つられてディーもぴょこんと跳ねた。

「……準備するのも楽しそうだね」

　ディーが跳ねても胸元は特に揺れることはなかった。さつきは肩をすくめて呟つぶやく。

「勝った……じゃないわ。ともかく、やることたくさんありすぎで困っちゃうわね。あんたもきちんと働くのよ！」

「お、おう」

　遊馬あすまは同時にシルバーアクセサリー作りもしなければならなかった。



　十二月二十三日がやってきた。クリスマスのイブイブだ。天気は徐々に崩れつつあり、二十四日には雪になる見込みだった。

　今日でクリスマス会の準備も大詰めである。旧校舎の部室にはエリザが用意したクリスマスの飾り付けが運び込まれていた。

「さあディーさんもわたくしのように、寒さに負けずコスプレいたしましょう！　ディーさんにはわたくしとおそろいの露出度満点なビキニ系のＡタイプを用意しましたわ」

　赤いビキニにサンタ帽子姿でエリザがポーズを決めていた。赤いコートのようなものを羽織っているのだが、丈が短すぎておへそが丸出しだ。

「……ディーもかわいいサンタさんの服、着る？」

「却下だ却下！　エリザは着替えてこい。直視できん」

「あらよろしいの？　ディーさんのサンタコスが見られるかもしれませんのよ？」

　おへそ丸出しなエリザが背負っていた白い袋の中から、ディー用のサンタコスを取り出した。それをディーに渡してほほえむ。

「ディーさんに託しますわ」

「……じゃあ着替えるね」

「ぬ、脱ぐなディー！　それよりクリスマス会の準備をしよう。な？」

「……うん。じゃあ明日にするね」

　ディーは自分のバッグにサンタコスをしまい込んだ。

「うふふ♪　大勝利ですわね」

「お前はとっとと服を着ろ！　見てるこっちが寒くなるだろ！」

「仕方ありませんわね。目的は達しましたし……」

　部室の外に出てすぐにエリザが引き返してきた。

「寒すぎますわ！　ここで着替えるので男子は今すぐ出て行ってくださいまし！」

「勝手にそんな格好しておいて、都合が悪くなったら外に出ろっていうのか」

「……エリザちゃん寒いの可哀かわい想そうだよ」

「あぁん♪　ディーさんの優しさが心に染みますわ」

　エリザがくねくねと身もだえた。遊馬あすまはがっくりと肩を落とす。そんな遊馬に真しん悟ごが提案した。

「ここは優しさを見せてもいいんじゃないかな？」

「わーったよ。じゃあトイレ行ってくるんで。真悟も行くぞ！」

　遊馬と真悟は部室の外に出た。吐く息が白い。

「やべぇ。本当にトイレに行きたくなる寒さだな」

　真悟が目を細める。

「あのさ……遊馬くん……」

　どこか思い詰めたような口ぶりに遊馬は軽く溜ため息いき混じりに返した。

「あのことならみんなには秘密にしてるぜ。それより、一昨日のことなんだが」

「ごめんね。あのあとラボで身体検査を受けてたんだ」

　電話が不通になった理由に遊馬は納得しつつも真悟に尋ねた。

「それで、どうだったんだ？」

「特に異常はみられないって」

「そ、そうか」

　異常があっても困るだろうが、相変わらず真悟の体調不良は原因不明ということらしい。何か力になりたいと思う遊馬だが、専門家にもわからないのではお手上げだ。

　そんな二人の背後で扉がガラッと開いた。着替えを終えたエリザが廊下に顔を出す。

「男同士で見つめ合うなんて不潔で不純ですわ！　見つめ合うなら女の子同士の方が清らかでピュアですし、そこでディーさんとわたくしの目と目が合った瞬間、淡い恋心がお互いの心の花園に……」

「……エリザちゃん大丈夫？」

「さ、最後まで言わせてくださってもよろしくてよ！」

　ディーの食い気味な割り込みツッコミにエリザの妄想はキャンセルされた。

「そんなことよりエリザちゃん。ツリーはどういう感じで飾り付つけるの？」

　早くも桂けいが段ボール箱いっぱいのリボンテープや造花に瞳ひとみを輝かせている。部室には遊馬が旧校舎の奥地で見つけてきた遊馬あすまの身長ほどはある大型のツリーが、素っ気ない姿のまま立っていた。

「いたいけな乙女の妄想をそんなことだなんておっしゃらないで！」

「妄想してもいいから、ちゃんと手は動かそうねエリザちゃん」

　桂けいは笑顔なのだが、目が笑っていなかった。

「と、特にプランはありませんわね。それぞれが思い思いに飾り付つければ……。あ、わかりましたわ。桂さんが時折わたくしに冷たい視線を浴びせかける理由が！　ディーさんばかり特別扱いしたのがいけませんでしたのね。でも安心なさって。わたくしからちょっと早めのプレゼントがありますの！」

　エリザは先ほどのサンタ袋から衣装を取り出してテーブルに並べ始めた。

「桂さんとさつきさんにはこの赤いコートを着ていただきたいの。先ほどわたくしが披ひ露ろうしたＡタイプよりも、おとなしめな感じに仕上がってるこちらはＢタイプですわ。袖そで口ぐちに白いモコモコがついていてかわいいでしょう？　帽子もついてるし専用のブーツもセットだし……あらあらわたくしとしたことがズボンを用意するのを忘れてしまいましたわ。でも大丈夫問題ナッシング。なぜならこのコートの丈はちょっと長めで、ワンピース風に着こなせますのよ。ちょうどミニスカートくらいの丈はありますし、うふふ♪　これで美少女軍団のサンタ少女コス（穿はいてない）仕様は完かん璧ぺきですわ！」

　生き生きとした表情のエリザの背後に、桂の冷たい視線が突き刺さる。

「エリザちゃん。ズボン……あるんでしょ？　ズボンがないなら却下だよ」

　くるんとターンしてエリザは桂に哀願した。

「そ、そんな……この数日間、わたくし一生懸命この丈の調整に苦心しましたのに。このＢタイプは露出度こそＡタイプほどではありませんけれど、穿いてないギリギリを演出する黄金比率を発見して、あとはお二人に着てもらうのを待つばかりでしたのに！　ちなみにＢタイプもそれぞれアレンジがしてありまして、桂さんのそれは胸元が開くタイプ。もっちり豊満な二つの大ぶり果実を堪たん能のうできるようになってますし、さつきさんのはオプションでタイツも用意しましたの。このぴっちりラバー系な質感のタイツで脚線美を強調してフェチ的な楽しみ方もできますのよ！」

　遊馬は……想像してしまった。この冬の寒さを吹き飛とばすようなビキニチックなディーのサンタコス姿に、桂やさつきの穿いてないギリギリなコートタイプのサンタコス。

　先ほどのエリザのあられもない姿も遊馬の脳のう裏りにはきっちり焼きついていた。それが四倍……。遊馬は鼻血を警戒して思わず天井を仰いだ。

　そんな遊馬には気づかず、桂とさつきが冷たい視線をエリザに浴びせかけていた。

「なんであたしたちのスリーサイズを知ってるのよ？」

「エリザちゃん。そこはきちんと納得のできる回答をしてもらわないと、温おん厚こうなお姉ちゃんも穏やかではいられないよ？　あと、豊満とか言わないで恥ずかしいから!!」

　エリザはぴんっと人指し指を立ててみせた。

「それはもちろん、身体測定のデータを盗みだしてスリーサイズはもちろんのこと身長体重も全部……あらあらお二人ともどうして魔ま装そう具ぐに手をかけていますの？」

　さつきがゴムっぽいタイツをつまみあげて吠ほえた。

「却下よ！　なんでこんな恥ずかしいぴっちぴちなのを着なきゃいけないのよ!?」

「そんなの決まってますわ！　わたくしが見たいからですわよ！」

　エリザは開き直った。その勢いを維持したまま続ける。

「もちろんディーさんと桂けいさんとさつきさんのサンタコス姿をばっちり激写予定ですわ。それがわたくしにとって何にもまさる最高のプレゼント。ありがとうサンタさん。ありがとうクリスマス！　ですわ！」

　一瞬、開き直りに気け圧おされたさつきだが、すぐさまキレ返す。

「着た人間の心が寒くなるわよ！　しかも写真とかやめて！　あたしは絶対に着ないわよ！　着ないんだからね！」

「エリザちゃんの変態！　変態！　変態ッ!!」

「あはん♪　美少女に変態と罵ののしられるなんて、ご褒ほう美びですわね」

　うっとりしながらぶるぶるっとエリザは身震いした。そんなやりとりに遊馬あすまは溜ため息いき混じりに呟つぶやく。

「あいつにつける薬はなさそうだな」

　さつきと桂がエリザの相手をしている間に、遊馬とディーと真しん悟ごはツリーの前にやってきた。エリザが用意したツリーの飾り付つけセットの箱を開く。こちらはエリザの趣味は反映されていない、いたってまともな内容だった。

「……わぁ。キラキラがいっぱいだね。レインボータウンでいっぱい見たから、ディーもうまく飾れると思います」

　ディーは星やキャンディーやトナカイなどなどの飾りに少し興奮気味だ。真悟がぽつりと呟く。

「ディーさんはキラキラが好きなんだね」

「……好き。師匠は？」

「僕は……わからないな」

「……わからないの？」

「そうなんだ。こんな風に感じるのは変なんだけどね。去年のクリスマスの頃ころは、飾られた街並みが綺き麗れいだなって思っていたはずなのに」

　真悟は言ってから少し慌て気味にフォローした。

「僕なんかのことよりも、今は飾り付けだね。ほら遊馬くん、このコードのやつは電源がいるみたいだよ？　コンセントが必要そうだね」

　小さなＬＥＤライトのついたコードを真しん悟ごがするすると箱から取り出した。遊馬あすまはとりあえずそのコードの端のプラグをコンセントにつないでみる。すると赤や黄色や青にオレンジといったカラフルな光が次々と点滅し始めた。ディーが「……わぁ♪」と楽しげな声を上げる。

「どうやら使えるみたいだな。壊れてなくてよかったぜ」

　ＬＥＤは一つ欠けることなく、すべてが光り輝いていた。遊馬はその電飾のついたコードをツリーに巻きつけながらふと窓の外を見る。

　厚手の雲が張り出していた。もしかしたら予報よりも早く雪が降り出すかもしれない。

「材料の買い出しは今日中に行った方がいいかもな」

　明日は午後から旧校舎の家庭科室で調理実習だ。

　旧校舎の家庭科室だが、コンロ類の動作確認は済んでおり、冷蔵庫もばっちり使用可能だった。

　明日の夕方くらいにはクリスマス料理を完成させて、午後五時からパーティー開始の予定だ。寮生のディーと桂けいとさつきはきちんと「夜間外出許可」を申請済みだった。

　遊馬が視線を桂たちの方に向けると、いつの間にやらエリザが涙目になりながら正座させられていた。

「エリザちゃん……反省してますか？」

「美少女に正座を強制させられてきつくおしかりを受けるなんて……し・あ・わ・せ♪」

「そういう変態さんはお仕置きとして……無視しますよ？」

「や、やめて！　どんな責めもご褒ほう美びだけど無視だけはしないで！　わたくし寂さみしくて死んでしまいますわ！」

「………………スルー中」

「な、なんて酷ひどいことを！　わざわざスルーしていることを明言するだなんて！」

　桂にかまってもらえてエリザは子犬のように喜んでいる。明日の料理の材料については桂しか把握していないので、エリザへのお仕置き（？）が終わるまで買い出しには出られそうになかった。

「……遊馬。抱っこして」

　ディーがツリーの一番上につける大きな星を手にしていた。

「あ、ああ。わかった……って、ちょっとはずかしいんだが……」

「……早く早く」

　遊馬はしぶしぶディーの脇わきの下に手を回した。持ち上げるとディーが笑う。

「……くすぐったい」

「す、すまん。というか、くすぐったくなったりもするのか」

　ディーが人間に近づいている証拠なのか、うっかり触れるとディーはキャッキャとくすぐったがるようにまでなっていた。

「……遊馬あすま。脇わきの下はだめだから肩車して」

「それはそれでまずいと思うんだが……」

　遊馬はテーブル代わりにしている机に向かうと、そこから椅い子すを一脚もってきた。

「これで届くだろ」

「……うん」

　ディーはちょっとだけ寂さみしそうにしながらも、靴を脱いで椅子の上に立ち、腕を伸ばしてツリーの頂上に星を輝かせるのだった。



　厚い雲に遮られて夜空の星は見えなかった。遊馬とディーとさつきに桂けいは寮に向かって歩きだす。エリザもそれについていった。

　真しん悟ごは独ひとり、別の道だ。

「じゃあな真悟。明日は寝坊すんなよ？」

「今夜はわくわくして眠れないかもしれないね」

　旧校舎の前で真悟は手を振り四人の背中を見送った。その視線がいつのまにか、ディーの後ろ姿を追っている。木こ枯がらしの中に消え入るような小声で真悟は呟つぶやいた。

「ディーさんを連れ戻すのが僕の……役目？」

　魔ま力りよく結晶を抱え込んだ人造心臓がドクンと音を立てた。真悟はコートのポケットから錠剤の入った瓶びんを取り出し、白い錠剤を数えず適当に口に放ほうり込こむと水もなしに飲み込む。

「……ハァ……ハァ」

　発作が始まったのはツーの事件があったあとくらいからだった。ラボの医療部から処方されたこの薬には、魔力結晶の活性を抑制する効果があった。睡眠薬のようなもので、飲みすぎれば真悟の命にも関かかわるものだ。もう、規定の量では効かなくなっていた。

　真悟は旧校舎を囲む壁に寄りかかると力なく笑う。胸の奥が燃えるように熱い。全身が熱を帯びていて、吐く息は温度差で一層白くなった。

　発作――真悟の胸の中の魔力結晶が出力オーバーするのが原因だった。常に安定した魔力を発していたそれが、ここにきて時折激しく乱れるようになったのだ。

　この心臓の不調が起こる時……真悟は幻聴に襲われる。

　幻聴に耳を傾け、今ではその幻聴に反論するようにさえなってしまった。真悟は暗く重い曇り空を見上げる。

「なんで僕がそんなことをしなくちゃいけないのさ？　ディーさんは今、幸せなんだ。彼女を連れ戻すなんて……うっ……」

　胸を押さえるようにして真悟はずるずると旧校舎を囲む壁にへたり込む。何度かあった発作だが、今回のそれは今までで一番強力だった。

「これが最後の……勧告だって？」

　真しん悟ごの雪のような髪が灰色がかり、だんだんと黒く染まっていく。見開いた瞳ひとみは燃えるような紅あかだった。

　真悟の髪の色も瞳の色も、心臓に魔ま力りよく結晶を移植したさいに変化したものだ。銀色にも近い白髪に紫色の瞳は、魔力結晶によってもたらされたものだった。

　その変化が再び、心臓となった魔力結晶によって起ころうとしている。

「こんな姿……みんなに……見られなくて……よかった……」

　ようやく薬が効き始めた。黒く染まった髪が元の白さを取り戻し、瞳の色もアメジストのような紫に戻る。真悟はよろよろと立ち上がった。人ひと気けのない旧校舎の前だったことに安あん堵どしつつも、この発作が悪化していることに溜ため息いきしか出ない。

「ディーさんやみんなには転校したことにしてもらえないかな……ははは……無理か。僕はこの街から出られないのに、どこの学校に転校したことにできるんだよ」

　自じ嘲ちよう気味に笑いながら真悟はふらふらとした足取りで歩き始める。そんな真悟の姿を旧校舎に設置されている監視カメラがじっと見つめていた。



　その夜、遊馬あすまは自室で粘土細工に苦戦していた。プレゼントは秘密にしておきたいため、作業ができるのはディーが寮に戻ってからだ。誰だれの手に渡るかはわからないのだが、遊馬はディーをイメージしていた。十字架をベースにして中央に緑の石を埋め込む。この粘土をトースターで熱していけば銀のアクセサリーになるらしい。

　眉まゆ唾つばだが遊馬はひとまず納得がいくまで成形に時間をかけるのだった。

　遊馬が寮の中庭の自室で作業に集中している頃ころ、同じくらい真剣なまなざしで相談相手を見つめる少女の姿があった。

　桂けいの部屋の常連になりつつあるさつきだ。桂はさつきが来るたびにお茶を用意する。さつきが桂に相談できるのは、ディーが遊馬の部屋に行っている間かディーが寝てしまったあとなのだ。

　桂の部屋でテーブルを挟んでさつきはカップに視線を落とす。カモミールのハーブティーが柔らかく温かい湯気を上げていた。

「もうクリスマスかぁ。あっという間だねさつきちゃん」

「そ、そうね。なんだか学園に入学してから無む茶ちや苦く茶ちやな毎日だったわ」

「そうだねぇ。わたしも一人だった去年より、今年の方がいろいろあってあっという間だったかな」

　しみじみと感慨深げに桂が呟つぶやいた。さつきは意を決して質問をぶつける。

「あ、あの……桂は……遊馬のことをどう思ってるの？」

「大好きだよ」

　さつきの表情が青ざめた。

「けど、あっちゃんはやっぱり家族だよね」

　その一言にさつきは安あん堵どの息を吐く。動揺をごまかすようにさつきは質問を変えた。

「じゃ、じゃあ真しん悟ごはどうなのよ？」

「真悟くんはとっても良い子だし、信頼してる……かな」

「本当にそれだけなのかしら？　たまにだけど、二人して見つめ合ってることない？」

「そ、そんなことないよ。あったとしても偶然だよ」

「口ごもるなんてちょっと怪しいじゃない」

　さつきはティーカップを口元に運んだ。

「さつきちゃん。わたしね……今は誰だれか特定の男の子のことを好きになる余裕がないんだ。お姉ちゃんをやるのでいっぱいいっぱいで」

「ならお姉ちゃんなんてやめちゃえばいいじゃない」

「そうはいかないよ。家族っていうのはやめたくてもやめられるものじゃないんだから。それに今がとっても幸せだし、今のままがいいなって……」

　さつきはカップを置いて息を吐いた。

「あ、あたしは……今のままだと……苦しいの」

　さつきは眉まゆを八の字にさせて伏し目がちに呟つぶやいた。しおらしい女の子らしい表情だ。桂けいもさつきが苦しむ理由はわかっていた。

「ディーちゃんのことも好きなんだよね」

「ディーはとっても良い子だもの……あたしじゃ遊馬あすまを振り向かせられないかもしれない。けど……けどね。いつの間にかあいつのことが……頭の中から離れなくなって……もうクリスマスになっちゃって……どうしていいのかわからなくて……」

　さつきは今にも泣きだしそうになっていた。

「それにあいつがディーのことをいくら好きになっても、ディーは魔ま装そう具ぐなのよ？」

　感情が爆発してさつきの瞳ひとみに涙が浮かぶ。

「人間ならいっしょに歳としをとっていくけど、ディーはずっとあのままだし……『塔』の全容を解明したって、ディーが人間になれる保証なんてどこにもないし……それくらいのことはあいつだってわかってるだろうし……」

「さつきちゃんはどうしたいのかな？」

「わかんないのよ。どうしていいのか……けど、このままは辛つらいの！　苦しいの！」

　桂はそっと膝ひざ立ちになってさつきの後ろに回り込むと、さつきをぎゅっと後ろから抱きしめた。さつきが一度全身をビクンッ！　とさせる。

「な、ななななななな、何で？　どうしてここで抱きつくのよ!?」

「さつきちゃんがそうしてほしそうな目をしてたからだよ」

「し、してたの？」

「あのね……お姉ちゃんにもよくわからないけど……素す直なおになるといいんじゃないかな？　正直になって意地を張らずにあっちゃんに気持ちを伝えればいいと思うよ」

「できないわよそんなの。恥ずかしいし……いつもあいつに文句を言ったりしてるし……あいつだって言われたらきっと困るわよ」

「ディーちゃんのことは忘れて、世界にあっちゃんとさつきちゃんの二人しかいないって思えばいいんじゃないかな」

「それで……いいの？」

「そうしないと、ずっと苦しいままだよ」

　さつきは小さく首をコクリとさせる。

　虹にじ浦うら市しの上空には寒気が流れ込み、夜はゆっくりと更けていくのだった。



    

  
    
      


第三章　最後（？）にクリスマス





　十二月二十四日。朝の天気は曇りだった。ニュースのお天気コーナーでは今年一番の寒さになると注意を呼びかけている。雪が降る予報だった。お昼過ぎには選抜チーム全員が旧校舎に集合していた。さっそく調理実習室でエプロン姿になる。

　チェック柄のエプロンを颯さつ爽そうと身につけ、三さん角かく巾きんで金髪をまとめるディー。

「……これからケーキを作ります」

　ディーにとってお料理は鬼門だった。食べるのは得意だが作るとなると別の話だ。

　だが、この数日間、ディーは桂けいにお願いしてお料理の秘密特訓にいそしんできたのである。ディーに包丁を握らせると素材はみじん切り……ではなく、木こっ端ぱみじんになってしまう。そんな素材クラッシャーなディーだが、包丁さえ握らせなければちょっぴり不器用さんくらいのレベルには持ち直すことができた。

　ケーキの材料を前に両手をパーにして「……おいしくなれ。おいしくなれ」と念ずるディーを見つめつつ、遊馬あすまが桂に確認した。

「本当にディーにまかせるのか？」

「だってお姉ちゃんはお料理の担当でしょ？　アシスタントも二人いるし♪」

　丸鶏のローストやらフランスパンで作るブルスケッタやら、パーティー料理の準備で桂けいはいっぱいいっぱい……と主張した。ちなみに桂のお料理アシスタントはエリザとさつきである。さつきは持参した小麦粉に塩水を加えて練り始めた。遊馬あすまが軽く眉み間けんのあたりを押さえながら質問する。

「で、なんでさつきはうどんを打ってるんだ？」

「いいじゃないクリスマスにうどんを打ったって！　あんただってうどん好きでしょ？」

　ボールに塩水をまんべんなく回し入れて、さつきは慣れた手つきで粉をまとめていく。まくった二の腕にぎゅっと力を込めて、真剣なまなざしでさつきは白い粉の塊を押しつぶすように練り練りする。

「ほら！　手打ちうどんよ！　人の手が作り出す食の芸術よ！　それを嫌うだなんてとんでもないでしょ？」

「大げさな言い方だな……まあ、うどんは嫌いじゃないが」

「じゃあ、あ、あたしのことは？」

「どうしてうどんの話からそうなるんだ。まったく」

　遊馬は息を吐いた。調理室は広いため暖房の効きも悪く、室内なのに息が少し白い。コンロを使い始めるまではこのかすかな寒さに耐えねばならなさそうだ。

「ともかく、準備を始めないと時間までに終わらんな」

　この先どうなることやらと、早くも一いち抹まつの不安を覚える遊馬にエリザがコクリとうなずいてみせた。

「そうですわ！　早く準備をいたしましょう！」

「珍しく意見が合ったな」

　エリザはフンッ！　と鼻を鳴らす。

「そうやって気が合う二人っぽく演出するなんて、姑こ息そくですわね野獣！」

「そんなつもりはないんだが……」

「わたくしの手料理をこんな薄汚い野獣に食べさせるだなんて、もったいなさすぎますけど……美少女と過ごす素す敵てきなクリスマスイブのためですわ。我慢してあげましてよ。そうそう、野獣どもはともかくとして、わたくしが敬愛する美少女の皆様方の飲み物には、ラボで調合したわたくし特製の『身体からだの芯しんが熱くなって冷え性なんか吹き飛とんじゃう、心も体もぽかぽか熱々になりすぎて最終的には脱ぎたくなっちゃう秘密のお薬』を一垂らし……ふ、二垂らししてさしあげますわ！」

　エリザがエプロンから小こ瓶びんを取り出して堂々と犯行予告をした瞬間、桂の冷たい視線が黒髪の美少女にざくりと突き刺さった。桂は包丁を片手に呟つぶやく。

「エリザちゃん。自重しようね♪」

「は、はひぃ。ごめんなさいごめんなさいわたくし良い子にしてますわ！　ああ！　この小こ瓶びんを取り出したわたくしのいけないお手々！　お手々が悪いのですわ！」

　エリザの暴走を止めつつ桂けいは料理の準備を進めて遊馬あすまに告げる。

「というわけで、あっちゃんと真しん悟ごくんはディーちゃんといっしょにケーキ作りね」

「お、おう……わかった。エリザのことは桂に任せるッ！　が、しかし大丈夫なのか本当に。俺おれとディーと真悟で……」

　ディーや真悟のことも心配だが、遊馬はなにより自分が一番心配だった。いざ、こうしてケーキを作る機会に恵まれたことに不安を抱かざるを得ない。

　今回の課題はクリスマスケーキだ。唯一、遊馬がまともに作れるホットケーキとはわけが違う。ディーがレシピのメモを手にしてじっと見つめていた。その瞳ひとみは真剣ながらも、期待感でキラキラと宝石のように輝いている。無邪気で一生懸命なディーに、一瞬遊馬は見とれてしまった。

「……遊馬、師匠、がんばろうね」

「お、おう。がんばろうな」

　ディーは泡立て器を握って「むふー！」と鼻息を荒らげた。えらい気合いの入りようだ。遊馬はそっと真悟に視線を向けた。

「というわけだから真悟も手伝ってくれ」

　遊馬の呼びかけにも反応せず、真悟はぼんやりと調理実習室の窓の外を眺めていた。外は昼過ぎなのに薄暗く空も中庭も建物も何もかも、世界が灰に覆われて色を失ってしまったようなグレートーンになっている。見入るようなものは他に何もないのに、真悟はぼんやり窓の外を見たままだった。

「……師匠？」

　ディーが真悟の前に回り込んで顔をのぞき込んだ。

「わ、わぁ……ディーさんどうしたんだい？」

「……師匠もケーキを作るのお手伝いしてください」

「ケーキを？　あ、ああ。うん、なんでもやるよ」

　完全に上の空だった。以前の真悟なら遊馬たちが取りかかる前に、卵を割ったり粉をふるいにかけたり、生クリームをホイップしたりオーブンを温めたりでもしていそうなものなのだが……。

　いつも遊馬たちの先回りをしていた真悟が、いつの間にかワンテンポ遅れるようになっていた。それも含めて遊馬が担当を考える。

「じゃあ真悟はフルーツを切ってくれ。俺が材料の計量をするから、ディーは計量された小麦粉をふるいにかけてさらさらにするんだ。この前はおもしろくてやりすぎたけど、今回は俺が計量した分だけやるように」

　以前、天ぷらを作った時のことを遊馬は思い出した。粉ふるいが楽しすぎて遊馬とディーはつい、やりすぎてしまったのだ。だが、ケーキでそれは命取りである。

　分量厳守。これはお菓子作りの鉄則だった。失敗の原因の一番はこれなんじゃないかと遊馬あすまは思う。

　幸い、ディーの持ってきたメモにはどの材料の分量もきっちりと明記されていた。遊馬はキッチン用の秤はかりできちんとグラム単位で小麦粉や塩や砂糖にバターなどを分けていく。ちゃんとボウルや小皿の重さも考慮して、調理実習室の広いテーブルに使う順番に合わせて並べていった。ずらりと材料がテーブルに勢せい揃ぞろいだ。

「なんか、壮観だな。まるで料理番組のような整然さだ」

　狭い自宅では不可能な光景に遊馬は思わず笑みがこぼれた。

「……これを粉フリフリしていいの？」

　ディーが並んだ材料の中から小麦粉の入ったボウルを抱える。早くやりたくて仕方がないようだ。

「それにベーキングパウダーも混ぜてふるいにかけてくれ」

「……うん！」

　嬉うれしそうにうなずいてディーは作業を開始した。

　小麦粉を粉ふるい器に注いで、カシャカシャとディーはレバーを動作させる。ダマになっている小麦粉がさらさらとほどけて別のボウルに新しん雪せつのように積もっていった。一足早いホワイトクリスマスだ。その美しさに見とれつつディーは丁てい寧ねいに粉をふるう。

「真しん悟ごはパックのイチゴを半分はスライスして、もう半分はへたのところを切っておいてくれ。スライスは中に挟む用で、へたを取ったやつは上にのせるデコレーション用だ」

「スライスだね。じゃあこれを使おうかな」

　どこかぼんやりとした真悟は、包丁ではなくスライサーを手にしていた。

「いやいやいや、それなら確かに均等にはなるだろうけど、イチゴは小さいからスライサーでカットするのはちょっと危なくないか？」

「え？　あ……そうだね」

「しっかりしてくれよ。あっちのチームと比べて俺おれたちの戦力はけっこう微妙なんだし」

　桂けいのお料理戦闘力はいわずもがなだが、さつきのうどんスキルの高さにも定評があった。それに……ダークホースのエリザが本気を出していた。なんと、問題児と思われた彼女がちゃんと桂の指示通りに料理を手伝っているのだ。

　率先して丸鶏の下ごしらえをしていた。

「お肉……ハァハァ……生のお肉……ハァハァ……しばっちゃう。足首をぎゅっとしばっちゃうわ！」

　が、やっぱり変態だった。桂はツッコミを入れる暇もないので、エリザには調理の指示だけして放置モードだ。とはいえ料理チームの作業は順調に進んでいた。

「……遊馬あすま。次はなにをフリフリするの？　もっと白い粉をフリフリする？　綺き麗れいだね。楽しいね。白い粉ってさらさらで気持ちいいね。もっともっと白い粉やりたいな。だめなの？　禁止なの？　もっともっと白い粉ちょうだい遊馬」

「遊馬くん。ミキサーで切るのはどうかな？　これなら安全だと思うんだけど」

「うッ……いや、ここで心が折れてどうする。しっかりしろ俺おれ」

　頼りにならない二人の仲間が指示待ちモードに入る。

　ケーキが無事、完成するかは遊馬の双肩にかかっていた。



　スポンジさえできれば、ケーキはほとんど完成したといっても過言ではない。と、遊馬は思う。ディーの「もっともっと白い粉」というおねだりを封殺し、分量をきっちり守ったことで遊馬は第一段階をクリアした。スポンジ生地の材料配合は完かん璧ぺきだ。

　だが、難関はまだまだ続く。焼き時間もレシピメモにはきちんと書いてあった。ただ、注意書きがあるのだ。

「機種によって焼き時間を調整してください……って、レシピの『少々』とか『お好みで』みたいな曖あい昧まい表現……ついにきやがったな」

　調理室には本格的なガス式のオーブンもあるのだが、遊馬はあえて電気式のオーブンレンジを使うことにした。ガスの火力が……怖いのだ。

「……わくわく」

　クリームのようなスポンジ生地をほっぺにつけたままディーが瞳ひとみを輝かせている。

「ディー。顔にクリームついてるぞ」

「どこ？」

　遊馬は自分の右頬ほおを指さした。すると、ディーも自分の右頬のあたりを指でなぞる。

「いや、逆だ逆」

　鏡のように左右反転している方がわかりやすいかと思った遊馬だが、ディーは遊馬が右手を使ったのでそれを考慮して右のほっぺたを探してしまった。左のほっぺをさぐるとディーはクリームを指で掬すくって……ぺろりとなめる。

「お、おい！　そのクリームは加熱してないからあれだ！　お腹なかこわすぞ！」

「……そ、そうなの？」

「そうだ。いいかディー。いくらクリームが甘くても、スポンジのクリームはカスタードとか生クリームとかとは別物だからな」

「……以後、気をつけます」

　びしっ……と、なぜかディーは遊馬に敬礼した。またどこで覚えたのか……と遊馬は苦笑いだ。

　そんなやりとりをしているうちに余熱も終わっていた。遊馬がオーブンに丸いケーキ型をそっと入れてドアを閉める。

「……ディーがボタン押すね」

　ディーが人指し指を伸ばしてタイマーを起動させた。運命のカウントダウンが始まる。

「あとは運を天に任せるのみだな」

「……きっと大丈夫だよ。遊馬あすまが作ったんだから」

　スポンジが焼き上がり粗あら熱ねつがとれるまでは遊馬も手持ちぶさただ。軽く背伸びをしながら振り返り真しん悟ごの様子をみると……。

「真悟？　大丈夫か？」

「え？　……あ、ごめん」

　イチゴを洗ったところで真悟の手は止まっていた。

「……師匠元気ないね」

　ディーが再び心配そうに真悟の顔をのぞき込む。すると、真悟は顔を背そむけてしまった。

「……師匠？」

「僕は大丈夫だよ。心配はいらないから」

　真悟の様子がおかしい……ので、フォローするつもりで遊馬は真悟が水洗いしたイチゴのへたをペティーナイフでカットし始めた。自分が不器用なことは承知だが、ディーにやらせるのはまだ早い。手を動かしつつ真悟に話題を振った。

「そういえば真悟はどんなプレゼントを用意したんだ？」

「プレゼント？」

「交換用のプレゼントの話なんだが……」

「あ。うん……その、大変言いづらいんだけどね」

「もしかして用意してないのか？」

「そういう遊馬君はどうなんだい？」

「お、俺おれはちゃんと準備できてるぜ。手作りだからな」

「……ディーもできてるよ」

「そっか。困ったな」

　パーティーの準備にはまだまだ時間がかかりそうである。遊馬はやれやれと肩を落として吐と息いき混じりに提案した。

「ケーキは俺たちに任せて、今からお前はプレゼントの用意をしてこい。今からなら十分間に合うだろ」

「いいのかい？」

「そうしないと交換の時に誰だれかにプレゼントが行き渡らなくなるからな」

「そうだね。うん……じゃあお言葉に甘えて行ってくるよ」

　真悟はエプロンと三さん角かく巾きんを外すとコートを羽織った。突然、外出支度を始めたのに気づいて桂けいが持ち場を離れてケーキ班のテーブルにやってくる。

「あ、あれ？　真しん悟ごくん帰っちゃうの？」

　真悟ではなく遊馬あすまが応こたえた。

「いやいやいやいや。帰るんじゃなくて、真悟のやつプレゼントを買い忘れてたらしくてな。ほら、この前レインボータウンに行った時、体調を崩してただろ」

「そういえば……そ、そうだったよね」

　桂の声に真悟はコクリと無言でうなずいた。遊馬が腕組みしながら真悟に告げる。

「いいか真悟。時間ならあるからしっかりいいプレゼントを見つけてくるんだぞ」

「うん。そうするよ。それじゃあ……ね」

　静かに微笑ほほえむと銀髪の少年は独ひとり、調理室を出る。

「昇しよう降こう口ぐちまで俺おれも……」

　遊馬が見送りに出ようとすると真悟は首を左右させた。

「遊馬君はディーさんのそばにいてあげて」

「別にすぐそこまでなんだし見送りくらいいいだろ？」

「お願いだから。ね？」

　自分にできることがあるならなんでも言ってほしい。遊馬はそう真悟に告げた。なぜかそのことを遊馬は思い出す。真悟の視線は真剣だった。その真剣なまなざしが、遊馬に「ここにいてほしい」と訴えかけている。

「あ、ああ……わかったここにいるから……車には気をつけろよ？」

「まったく……僕は子供じゃないんだから。遊馬君は心配性だね」

　最後にもう一度涼やかな笑みを浮かべて、真悟は旧校舎の廊下を昇降口方面に向けて歩き始めた。

　うどんを打つのに夢中だったさつきがふと窓の外を見る。

「あ……雪降ってきてるじゃない」

　ディーが窓際にトットットと駆けていった。

「……わぁ。本当だ。寒そう。師匠大丈夫かな」

「真悟がどうしたのよ？」

「……師匠、プレゼントの用意をし忘れてたから、今から探しに行くんだって」

　エリザがディーとさつきの会話に割り込んで不満げに口をとがらせた。

「まったく男子どもときたら本当に使えませんわね！　それに引き替えディーさんは使えますわ！　一家に一台ですわね！」

「……ディーは便利グッズじゃないよ。レディーになるんだよ」

「あはん♪　じゃあ一家に一人……ううん、これからは一人に一人ですわ！　こうしてはぐはぐするのにぴったりのサイズですし♪」

　なぜかどさくさに紛れてディーのことを抱っこするエリザだが、遊馬あすまは止めなかった。特にディーが嫌がっている素振りもなく、エリザも今のところ普通に抱っこしている。そこからセクハラまがいな行動にエリザが出ようとすれば、遊馬が止める前に桂けいの「お姉ちゃん的制裁」が下されるのだ。桂の監視下にあるうちは安全だった。

　さつきのアホ毛がクイッと遊馬に向き直る。

「ところで、あんたはどんなプレゼントを用意したのよ？　あたしにだけこっそり教えてくれてもいいのよ？」

「俺おれの用意したプレゼントがそんなに信用ならんのか。そういうお前はどうなんだ」

「あ、あたしのはね……」

　ディーが抱っこされているのをいいことに、さつきは遊馬の耳元でそっとささやいた。

「緑で……首につけるものと最後まで悩んだけど……お、お仕置きアイテムとしても使えるものよ！」

「首につけるものと悩んだのか。じゃあ、うまいことかぶらなかったな。俺のは首につける系なんだ」

「そうなの？　これって以心伝心ってやつかしら？　あたしも最後まですごく悩んだんだけど……そ、そういえばあたしたちって共通点多いわよね？」

「多いか？」

「まず、お互いディーの保護者でしょ。プレゼントのセンスも近いし。夢だってあるじゃない。あんたはパティシエで、あたしはペットショップの店員さんかトリマーか、あとは動物園の飼育員さんもいいわね♪　魔装士になりたくてなったってわけじゃないし……」

「俺にはアホ毛を自在に操る能力はないぞ」

　さつきがくるんくるんとアホ毛をヘリコプターのローターのように回し始めた。

「べ、別にそこまで似てる必要はないわよ！　これはあたしの専売特許よ！」

　自分の頭を指さしてさつきはくいくいとアホ毛を揺ゆらしてみせた。

「本当に器用だな」

　さつきは顔を真まっ赤かにさせるとうつむいた。アホ毛もぺたんと頭こうべを垂れる。

「きっとこれも魔ま装そう具ぐの副作用よ。蛇姫サーペントを自由自在に操る代償なんだわ」

「すごい副作用だと思う件」

「と、ともかく髪は女の命なの。そして口ほどにものを言うのよ！」

「一般論で言えば後半は違う気がするんだが……」

　動物の尻尾しつぽ以上にさつきのアホ毛は感情表現が豊富だった。そのアホ毛がくったりとしなしなになる。

「どうしたんだ？　いきなりへたったぞ」

「あ、ああああああああああのね遊馬。クリスマスは……今日だけじゃないわよね」

「ああ。明日がむしろ本番か？」

「そうじゃなくて、来年も……その次の年も……学園を卒業してからもずっとずっと、何度もあるわよね？」

「当たり前だろ」

　ぐいっとさつきが身を乗り出してくる。急に出てきて遊馬あすまとさつきの鼻先がくっつきそうになった。

「じゃ、じゃあ、またやりましょう！　これから毎年、このメンバーで集まってクリスマスパーティー！」

　さつきは遊馬の眼前で耳まで真まっ赤かになっていた。

「そうだな。名案だ」

　遊馬は素す直なおに返す。するとさつきの顔がパァッと明るくなった。

「約束よ！　約束だからね！」

　できることなら……と遊馬も思う。さつきの笑顔に遊馬も笑顔で返した。

　ただ、真しん悟ごのことが遊馬には少しだけ気がかりだ。そのことを言うべきか一瞬、遊馬は悩んだのだが……心の奥にしまった。

　それはきっと真悟が自分で言うべきことだ……と遊馬は思う。

「わかった。これから毎年、クリスマスは全員集合だな」

　未来がどうなるかなんて誰だれにもわからないのだが、遊馬は腕組みしたまま力強くうなずくのだった。



　雪が降り始めると、その雪に音が吸収されて世界がしんと静まり返ったような錯覚を覚える。真悟は当てもなく雪の降る街を歩いていた。傘もささず住宅地をふらふらと歩き、幹線道路方面に抜ける。民家を離れてだんだんと人の気配もなくなり始めていた。

「たしかここでディーさんを見つけたんだっけ」

　幹線道路沿いにできたマンションの前で真悟は立ち止まると空を見上げた。まだ内装工事中だが、建物は完成に近づいている。今日は休みなのか工事現場は無人だった。

　ディーを見つけた時にはまだ土台しかなかったことを真悟は思い出す。時間の流れを感じずにはいられない。

　なんであの時、自分がディーを見つけられたのかが真悟には不思議だった。

「確か僕は……声に……導かれたんだ……ディーさんを守れって。あの時だけじゃない。みんなは僕のことを勘がいいというけど、全部声に導かれていたんだ。前までは声だということも僕は認識していなかった。けど、今は……」

　声は白い雪に埋もれることなく真悟の心の中で大きくなっていった。震える指で上着のポケットから薬瓶びんを取り出したのだが、瓶の蓋ふたを開こうとした真悟の手が痺しびれて動かなくなる。瓶びんは真しん悟ごの手から転げ落ちると雪の積もったアスファルトの上に着地した。

「僕は……いったい誰だれなんだ？」

　雪が……舞い降る白い粒子が真悟の身体からだに触れる前にジュッと音を立てて蒸発した。真悟は自分の意志とは無関係に熱とエネルギーを発していた。魔ま装そう具ぐと同調しなければ力を発揮できないはずなのに、真悟の身体から魔ま力りよくがほとばしり火山が噴火したかのように噴き上がる。

「……超同調……これが……僕はどうなるんだい？　僕は……そうか……僕はもう……僕ではなくなる……のか」

　雪が工事現場を一面純白に染め上げる中、真悟の周囲だけぽつりと穴が空あいたように、雪が溶けて消えていた。ふんわりとした綿菓子のような大きな雪の粒が降り注ぐ。そんななかにあって、真悟の銀髪は黒く黒く、夜の闇やみよりもなお暗い漆黒へと変へん貌ぼうしていた。白い紙に黒インクをひとしずく垂らしたように……。

「ごめんね遊馬あすま君。僕はもう、戻れないみたいだ」

　真悟は瞳ひとみを見開いた。その頬ほおを涙が伝う。

　自分が今日まで生かされていた理由を真悟は「声」から聞いたのだ。

「僕の役目はディーさんを『塔』に連れ戻すことなんだ」



    

  
    
      



    

  
    
      　呟つぶやくと真悟は一度瞳を伏せて……ゆっくりと開くとそこには禍まが々まがしいほどに紅あかい虹こう彩さいが輝いていた。転がった薬瓶びんを真しん悟ごは踏みつけ、粉砕する。

「さてと。じゃあまずは何から始めようかな。この世界の成長度を調べるためにも、少し仕掛けてみるか」

　黒髪の少年の口調は穏やかだが、その表情は凍りついたように冷たかった。



　午後二時。雪に埋もれつつある研究施設の前に真悟は立っていた。黒髪に紅あかい瞳ひとみがらんらんと輝いている。真悟は指先に魔ま力りよくの火を点ともした。それは高エネルギーを圧縮した球体で、破壊以外の何ももたらさないものだ。指をスッとラボの玄関口に向けた。

「施設の本体は地下にあるらしいけど……まあいいか」

　紅い光弾がラボの正面玄関口に放たれた。瞬間、光がほとばしり……爆はぜる。ラボの建造物は真悟が指先から放った光によってこの地上から瓦が礫れきすら残さず消失した。まるで空間がえぐり取られたように。建物があった場所にクレーターだけが残っている。地下施設へと続くシャフトが剥むきだしだ。そのシャフトが非常用シャッターで閉鎖される。

「おかしいな。人がいない」

　ラボには多くの研究者がいるはずだったが、真悟はあまりに手て応ごたえがないことに拍子抜けした。そんな真悟の背後に人ひと影かげが立つ。槍やりの魔ま装そう具ぐを手にした優やさ男おとこだった。

「さてと……困りましたね。ラボの建物はおまけですが、地下施設まで破壊されてしまうと、ここ十年ほど蓄ちく積せきされた大切な研究成果がなくなってしまいます」

　眼鏡めがねをクイッとあげながら優男――草くさ壁かべが口を結ぶ。

　真悟は何も応こたえない。その背中に草壁は続けた。

「しかし、ずっと街中にある監視カメラや衛星システムを利用して貴方あなたの行動を監視してもらっていましたが……まさかこんなことになるとは。せめてこっちを向いてもらえませんか？　無視されているようで寂さみしいですから」

　真悟はようやく振り返ると草壁と対たい峙じした。少年の髪の色が灰色がかる。

「……逃げて……ください。草壁先生……僕は……もう」

「逃げろと言われて逃げてばかりいられないんですよ。先生、大人おとなですから。子供を守るのが大人の務めなんです」

　草壁は槍を握る手に力を込めた。真悟は何か得体の知れないものと戦っているのだ。だが、戦局はかんばしくないらしい。灰色がかったその髪は再び黒く染まってしまった。

「悪いんだけど僕にも務めがあってね。邪魔をするなら容赦はしないよ」

「また雰囲気が変わりましたね……貴方はいったいどこの誰だれなんですか？」

「君らの世界で言うところの『塔』が僕の故郷さ。目的を言う必要はないね。なぜならここで……君は死ぬのだから」

　真悟の指先に紅い光が集約した。それは肥大化し手の中から溢あふれると巨大な紅い斧おのを形作る。継ぎ目すらない単結晶のような紅あかい水晶の斧おのだった。言うなればそれは魔ま力りよく結晶そのものだ。魔ま装そう具ぐは小さな魔力結晶を人類のテクノロジーで制御し使えるようにしたものだが、真しん悟ごが何もないところから生み出した大斧はそれ自体が魔力結晶の集合体なのである。草くさ壁かべは自身の観察眼を呪のろった。

「その武器が私の推測通りのものだとすると、私にはまったく勝ち目がないのですが？」

「人類に僕を止められる装備は存在しないよ。君たちの文明があと十年ほど進んでいれば……本当に残念だったね」

　真悟が斧を振るった瞬間、その魔力が光の刃やいばとなって草壁に放たれた。草壁は槍やりの魔装具に魔力を集約し身構える。だが、力の差は歴然だった。

　槍の切っ先が光の刃とつばぜり合いになった瞬間、槍は無残に砕け散った。光の刃を受けきれず草壁の胸に裂傷が走る。その傷は……深い。槍で防いでなおこの威力。たった一振りで勝負はついてしまった。

「これは……今度こそ本当に……死ぬかもしれませんね」

　どさりと仰あお向むけに草壁は倒れ込む。五センチほど積もった雪が紅く染まった。真悟は発生させた巨きよ斧ふを手品のようにパッと消すと、倒れた草壁に背を向ける。

「僕の動きは把握されていたわけか。おそらくラボの職員は事前に避難したんだろうね。仕方ない……学園の施設でも適当に破壊しておこう。この声が聞こえているなら、全戦力をもってくることだね」

　独ひとり言のように呟つぶやいて真悟は歩き始める。そんな真悟の姿を遥はるか上空……成層圏の向こうから機械の瞳ひとみがじっと見据えていた。



　調理室で料理が進む中、遊馬あすまは焼き上がり粗あら熱ねつのとれたスポンジケーキのカットに取りかかった。スポンジケーキはふわっふわで、まるでシフォンケーキのようなできあがりだ。遊馬の予想以上の出来映えだけに……是が非でも完成させなければならない。

「よし。ディーは見ててくれ。ここは俺おれに任せろ」

「……うん。遊馬がんばって」

　ケーキのスポンジを切るための専用調理器具もこの世には存在しているのだが、さすがにそこまでマニアックな調理器具は旧校舎から発掘されなかった。ここは波打った刃をもつパン切り包丁でチャレンジだ。

「理想は三段だが、今回は安全性を重視して二段でいく」

「……半分こだね」

　遊馬は最大限の集中力でスポンジの側面に刃を立てた。ゆっくりと包丁の刃を当てて水平を保ちながら引いていく。少しでも無駄な力が入ればスポンジを押しつぶしかねない。

「……がんばれ。がんばれ」

　ディーの応援に遊馬あすまはうなずきながら、リズミカルにパン切り包丁の刃をスポンジケーキにすべらせていった。

「い、いかん。ちょっと斜ななめった！」

「……遊馬、もう少し上だよ」

「よし……これで……うわああ！　今度は上に行きすぎたぞ」

　折れ線グラフのように乱高下するのだが、ディーは冷静に遊馬に告げた。

「……大丈夫。まだ慌てるような時間じゃないよ」

　最初こそ調子のよかった遊馬だが、途中で水平が保てなくなり刃が上へ下へ……。

「ふう。なんとか二等分できたな」

「……できたね遊馬」

　スポンジはひとまず水平方向に二つに分かれたのだが、様子を見に来たさつきがその出来映えにがっくりと肩を落とした。

「二分はできたけど等分じゃなさそうね」

「いいんだよ！　これくらいは誤差の範囲内だ」

「仮にも一度はパティシエになろうとしていた人間が言うことかしら？」

「仮にもじゃない。お、俺おれは……『塔』を攻略してディーをレディーにしたら、そのあとはちゃんとパティシエになるっていう野望も捨ててないぞ！」

　さつきのアホ毛がクエスチョンマーク型になった。

「それっていつになるかわからないわよね」

「わからん。けど、必ずなるんだ」

「……ばか」

　さつきの口から世界一短い本音が漏もれた。

「ば、バカとは失礼な！」

「あんた一人じゃ無理そうだから、あたしも……手伝ってあげるわよ」

「ほ、本当か？」

「心強いでしょ？　そもそもあたしたちは学年最強のペアなんだし」

「……ディーもいるよ」

「そ、そうね！　三人揃そろえば最強よ！」

　さつきはフラット気味な胸を堂々と張りながら、困ったように眉まゆを八の字にさせた。思惑とは違うところに会話が着地してしまったらしい。

　さつきが遊馬にアプローチを仕掛けたのを、桂けいは手を動かしながらきちんと見守っていた。思わず小声で呟つぶやいてしまう。

「さつきちゃんもう一押しなんだけど、やっぱりディーちゃんのことが気になっちゃうんだね」

　エリザの耳がぴくんと動いた。

「あらあら、恋する少女は辛つらいですわね。そしてその保護者もやきもきですのね？」

　普段は遊馬あすまや真しん悟ごを野獣扱いしているエリザだが、にこやかに遊馬とさつきとディーの微妙な三角関係を見つめていた。

「エリザちゃんは『野獣死すべし！　美少女はすべてわたくしのものよ！』とか言わないんですか？」

「もちろんそうですわ。けど、本当に好きな人がいる相手にはやっぱり気が引けてしまいますもの。ディーさんもさつきさんも、あの野獣と話す時は目のキラキラ感が違いましてよ。というわけで、フリーの桂けいさんにわたくしは某怪盗の三台目風な脱衣ジャンプでベッドにインしたいわけですがいかがかしら？」

「却下で」

「そんなにあっさり却下なさらないで！」

　ツッコミのあっさりさが不満で食い下がるエリザだが、桂は能面のように表情を変えずに料理の盛りつけを続けた。

「あん♪　いけずですわね……あら、せっかくのお楽しみタイムですのにこんな時に限って邪魔が入りますのね」

　エリザのケータイ端末が甲高い電子音を発した。普段の着メロはゲーム音楽系なのだが、その呼び出し音はシンプルで、やけに耳障りなものだ。条件反射的にエリザの表情が冷たくなった。

「今日は有給休暇をとったのに仕事のメールなんて……魔装士協会は労働基準法を無視しすぎですわ」

　能面のような表情を解除して、桂が少しだけ心配そうにエリザを見つめた。

「だ、大丈夫ですわよ。これからきっちり断ってやりますわ！　せっかくの楽しいクリスマスを棒に振るなんてあり得ませんもの」

　エリザが視線をディーたちの方に向け直した。ケーキ班ではさつきも参加してケーキ作りが続いている。二つに割ったスポンジケーキの断面にホイップクリームをのばして、ディーが一枚一枚丁てい寧ねいに薄切りにしたイチゴを花びらのように放射状に並べていく。断面がでこぼこしているが、そこはそれ……ディーの仕事ぶりを遊馬とさつきが一際優しい視線で見守っていた。

　楽しげな空気を害さないようにエリザは窓際でメールの内容を確認したのだが……その顔が青ざめる。桂がそっと寄り添うように窓際にやってきた。

「どうしたのエリザちゃん」

「今日はクリスマスイブですわよね」

「そうだけど……なにがあったの？」

「エイプリルフールには早すぎますわ」

　桂けいはエリザのケータイ端末の画面をのぞき込んだ。



緊急指令：‥本日午後二時五分頃ごろ。正体不明の敵の攻撃によりラボの地上部建物区画が消滅。地下施設はレベル２～７まで健在。敵と接触し地下施設および研究員を守ったエージェント草くさ壁かべが重傷。現在、中央病院にて集中治療中。敵は魔ま力りよくを帯びた刃物のようなもので武装しており、その詳細は不明ながら現在、学園方面に移動中とのこと。全協会エージェントは第一種装備にて学園に待機せよ。ラボの監視カメラから最後に送信されてきた画像を添付する。



　ケーキ班は次の段階に進んでいた。スポンジでイチゴをサンドイッチしてから、今度はケーキ全体にクリームを塗る作業だ。均等に綺き麗れいにスポンジの外側を生クリームコーティングをするのには熟練を要する。

　べちゃべちゃ！　と、ディーがケーキにクリームをのっけた。それをヘラでのばして広げていく。

「おいディー！　思いっきり波打ってるぞ！」

「……だ、大丈夫。まだなんとかなるよ」

「ちょ、ちょっと本当にディーに任せていいの？　後悔しないって誓える？」

　さつきのツッコミに遊馬あすまは一瞬「それは……」と言いかけて言葉を呑のみ込んだ。ディーは真剣に生クリームと格闘している。

「……ぺったんこ。ぺったんこ」

　ディーが塗れば塗るほどクリームは波打ってがちゃぼこっと不格好になっていく。まるで火のついた蝋ろう燭そくよろしく、溶けかけているかのような造形だ。

　ディーの手がぴたりと止まった。ひとまず納得いくまでクリームを塗れたらしい。擬音で表現するなら「ぐちゃ」というのがぴったりな、不思議なケーキを作り上げてからディーはぽつりと呟つぶやいた。

「……遊馬。どんまい」

「いやいやいや。ディーがやったんだろうが！」

「……ばれた」

「ばれるわよ！」

　みごとな連携でさつきのツッコミが炸さく裂れつした。

　手作りのイチゴショートケーキを中心に笑顔が溢あふれる。一方、桂は全身を小刻みに震えさせていた。エリザも目を疑ったまま固まりっぱなしだ。

　虹にじ浦うら市し内がすでに戦場になりつつあることもそうだが、その戦争をふっかけてきた敵の姿に驚きよう愕がくする。

「これって……真しん悟ごですわよね」

「しッ！　黙ってエリザちゃん」

　真悟という単語にディーがケーキから視線をエリザたちに向け直した。

「……師匠がどうしたの？」

　遊馬あすまとさつきもつられて視線を窓際の二人に向ける。

「何かあったのか？　エリザが桂けい先輩に怯おびえてるのはいつものことだけど、桂先輩まで顔色が悪いなんて珍しいな」

「な、なななななななななななななななななななななななんでもないよ」

　桂の動揺の仕方が普通ではない。遊馬の背筋に嫌な汗が浮かぶ。

「まさか真悟のやつ。どこかで倒れたのか？」

　さつきが遊馬をアホ毛の先端でつついた。疑惑の視線が遊馬に飛とんでくる。

「まさかって、まるで真悟が倒れるのを予想してたみたいな言い方ね？」

「そ、それは……その」

　遊馬はしまったと口ごもる。だが、もう手遅れだ。それに真悟に何かあったというのなら、これ以上隠すのは難しい。

「真悟には口止めされてたんだが……あいつ、二学期の成績は狙ねらって真ん中だったんじゃなくて、本当に力が出せなかったらしいんだ。魔ま装そう具ぐと同調できなくなったって。だからペアの模擬戦で一回戦負けしたみたいだし……それに、最近ずっと調子がよくなさそうだったろ？」

　ディーがハッと目を丸くさせた。

「……師匠、病気だったの？」

「ラボでも治療方法が見つからないみたいなことを言ってたな。俺おれにだけしか言わなかったのは……みんなに心配をかけたくなかったからなんだと思う。真悟を責めないでくれ。隠していたのは俺なんだ……それで……真悟に何かあったのか？」

　再び遊馬の視線が桂とエリザに向き直った。桂は遊馬から顔を背そむけて下を向いたままぽつりと呟つぶやいた。

「信じられないよ。これ、嘘うそ……だよね。あ！　わかった。病気のフリしたり、こういう画像とか作ったりしたいたずらなんでしょ？　髪の色も目の色も違うんだもの。きっと、ＣＧとかで手直ししたんだよね。ラボが消えちゃったのも合成だよね？」

　桂は独ひとり言のように呟いている。その表情は虚うつろでおぼろげだ。

　エリザは冷たい表情のまま首を左右させた。

「このメールは魔装士協会から来たものですわ。いたずらの入り込む余地なんてありませんの。それに……草くさ壁かべのバカ眼鏡めがね……バカのくせに」

　エリザはきゅっと下唇を噛かんで拳こぶしを握りこみ肩を震わせた。さつきが事情を呑のみ込めず吠ほえる。

「どうしたのよ？　いったい何が起こってるの!?」

「真しん悟ごが暴走して、ラボを破壊しましたの」

　それ以上、説明のしようがない。エリザはさつきに端末の写真を見せた。そこにはラボのゲート付近に立つ真悟の姿が写っている。黒髪に紅あかい瞳ひとみをしていた。この画像の数秒後、ラボの地上施設は消滅したのだ。二枚目の写真は衛星からのもので、ラボの建物が完全に消えていた。そして小さいながらも血を流し倒れる男の姿が写っている。

　遊馬あすまの手からクリームの泡立て器がすべるようにこぼれ落ちた。

「どどどどどどどどどどういうことだ？」

　ディーが遊馬の袖そでをきゅっと握った。かすかに震えている。

「……師匠だけど……師匠じゃないよ……あれ……なんでだろう……」

　ディーの頬ほおになんの前触れもなく涙が伝った。

「どうしたんだディー？　だ、大丈夫か？」

「……遊馬。どうしよう……わかんないけど……怖いよ……師匠が師匠じゃなくなって……けど、ディーは知ってる……思い出せないけどあの黒い師匠を知ってる」

　ケーキの上にイチゴをのせる前に、クリスマスパーティーという空気はどこか遠くに吹き飛とばされてしまった。

　エリザが三さん角かく巾きんとエプロンを外す。

「行きますわ。エージェントとしての使命を果たさないといけませんし、事情を知るためにも真悟に接触を試みないと……それでも……わたくし冷静でいられるか……草くさ壁かべは死ぬほどバカですけれど、死んでもいいとは思いませんわよ」

　悔しそうにエリザが口をへの字に結んだ。

「俺おれも行く」

「も、もちろんあたしも行くわよ！　今日までみんなでがんばって準備したのに、クリスマスを台無しにされるわけにはいかないわ！」

　まだ遊馬たちのクリスマスは始まってもいない。

「きっと何か理由があるんだよね」

　桂けいの声が震えていた。あの温おん厚こうな真悟がこんなことをするなんて信じられない。それは誰だれもが思っているのだが、桂のその思いは他の誰よりも強い。

　ディーはうつむいたまま黙り込んでしまった。まるで人形のようだ。普段の生き生きとした表情が奪われてしまったようにディーの顔から生気が抜けてしまった。

　いっしょに行くという遊馬たちにエリザが首を左右させる。

「いけませんわ。あなたたちは学園の生徒。保護を受ける立場でしてよ。わたくしにはエージェントとしての責務と義務がありますわ。生徒を危険な目に遭あわせるわけにはいきませんの」

「エリザがなんと言おうと行くぜ。真しん悟ごは俺おれたちの仲間なんだ。それにエリザ……お前が一人で無む茶ちやしないようにフォローするのも仲間なら当然だろ？」

「こ、こんな時に甘いことを……そのケーキよりもあまあまですわね！」

　エリザが溶け気味なケーキをびしっと指さした。そのまま真剣なまなざしで続ける。

「……最悪の場合、もうここには戻ってこられませんのよ？」

　妙に含みのあるエリザの言葉に遊馬あすまの口が開いた。

「どういう意味だ」

「そのままの……意味ですわ。わたくしといっしょに来て、真悟と戦えますの？　真悟を倒さなければ止められない……そうなった時、できますの？　魔装士協会のエージェントたちが集結すれば真悟を止められるかもしれませんわ。でもそれは説得ではなくて力ちから尽ずく……もう、ここで全員が集まることは……」

　遊馬はブンッ！　と大きく首を左右させた。

「なら余計に行かなきゃならんだろ。そんなことにはならんよう、俺たちが真悟を説得するんだ」

　草くさ壁かべの容態も心配だが、今は「塔」の技術で発展した医療の力にゆだねるしかない。

「……ディーは……怖いよ」

　虚うつろな表情だったディーがようやく口を開いた。その声はかすれて震えている。

　遊馬も同じ気持ちだ。模擬戦ではなく実戦で仲間と戦うかもしれない。

「ディー。俺も怖い……。どうして真悟がこんなことをしたのかもわからないし、真悟と戦うっていうのも想像がつかん。けど、力を貸してくれ。真悟を止めるにはきっとディーの力が必要だ」

「……うん。やって……みるね」

　力なくディーは笑った。無理をしているのが誰だれの目にも見え見えだ。そんな状況でもディーに頼らなければいけないことが遊馬には心苦しい。

　ディーのこの異常な怯おびえ方は気になるのだが、遊馬がディーの助けもなしに、草壁を一いつ蹴しゆうした相手に挑むのは無謀すぎる。

「パーティーは……中断だ。中止じゃない。中止になんかさせるかよ」

　遊馬の言葉におのおのがうなずいて応こたえる。

　こうして遊馬たちの日常は終わりを告げたのだった。



    

  
    
      


第四章　漆黒の使者





　黒髪の少年の前に、四人の魔装士が膝ひざをつき今にも倒れようとしていた。

「君たちはエージェントの中でもトップランカー。とても良い連携だったよ。魔ま力りよく結晶との同調率も常に安定して高かった。すばらしい技術だ。けど……ゴミだね。まあ君たちにとっては幸せなことかもしれないよ。僕らの水準を満たしていなかったわけだから」

　女剣士風の魔装士が怯おびえた瞳ひとみで真しん悟ごを見据えた。

「な、何言ってるのよ？　わけがわからないわ」

「わからないならそれでもいいさ」

　真悟は背を向けて歩き出す。短剣の柄つかを女剣士は握りしめた。先ほど、真悟と切り結んだ瞬間に彼女の短剣の刃やいばは粉々に砕け散ったのだ。それでも女剣士は魔力を込める。魔ま装そう具ぐは注ぎ込む魔力がある限り、再生能力を発揮することができた。

　だが、その再生は途中でぴたりと止まってしまった。女剣士の柄に埋め込まれていたサファイアのような蒼あおい魔力結晶が、一瞬にして灰色に染まってしまった。

「僕にはやらなきゃならないことがあるんでね。君たちと遊んでばかりもいられないから……おっと、今のは遊びじゃなくて調査だった。すまない」

　真悟は丸まる腰ごしのまま行軍を再開した。

　追撃する者はいない。

　誰だれも魔装具の再生ができないのだ。先ほどまではエージェントの中でも屈指の使い手だった四人が、魔装具を失い今は普通の人間に成り下がる。黒髪の少年の持つ特殊能力の前では魔装士は無力だ。

　戦闘の光景を街の監視カメラが捉とらえていた。真悟を追うように機械の目は道路の街灯に設置されたカメラから、コンビニの防犯カメラなどを経由していく。

　ゆったりとした足取りで真悟がたどり着いたのは、学園の正門前だった。門を通ると真悟は校庭に出る。そこには魔装士協会のエージェントや、竜人の侵攻で防衛に当たったプロ、アマの魔装士たちが集結していた。

「話をしようじゃないか？　僕の目的は君たちじゃないんだ」

　真悟は穏やかな笑みを浮かべている。だが、魔装士たちは全員、おのおのの魔装具に魔力を込めて戦闘態勢を整えていた。

「仕方ない。相手をしてあげるよ。納得してもらうにはそれ以外なさそうだからね」

　真悟は紅あかい結晶でできた巨きよ斧ふを虚こ空くうから発生させた。魔装士たちが開幕の攻撃を仕掛けるのだが、その戦いは五分もせずに決着を見せるのだった。



「だから殺していないよ。ただ、少しの間眠ってもらっただけさ」

　真しん悟ごがぽつりと呟つぶやいた。最初の五人くらいまでは軽く切り結んでみせたのだが、力の差を見せつけても引かない魔装士たちに真悟は能力を使ったのだ。

「彼らは愚かだった。だからこそ水準に達していないともいえるね」

　校舎の屋上までふわりと浮き上がるようにジャンプして、真悟は溜ため息いきをついた。

「そうだよ。もう一度説明してあげよう。彼らの魔ま装そう具ぐに囚とらわれた同胞に呼びかけたのさ。彼らの力を吸い尽くすように……ってね」

　校庭のあちこちで魔装士たちが意識を失い、倒れて動かなくなっていた。この現象は、かつてツーが行った強力な魔ま力りよく吸収と同様のものだ。真悟の呼びかけに応じて魔装具が所有者に牙きばを剥むき、所有者から魔力を吸い尽くしたのち、その機能を自ら停止させたのだ。

「さてと、そろそろだね」

　真悟の待ち人はようやく学園にたどり着いた。真悟の眼下からあおるように視線が向けられる。

　屋上のフェンスに軽く腰掛ける真悟と、空を見上げたディーの視線がぴたりとあった。

「……師匠……どうしてこんなに酷ひどいことをするの？」

　ディーがぽつりと呟いた。隣でディーの手をそっと握って遊馬あすまが空を仰ぐ。

「真悟ッ!!　お前どういうつもりだッ!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　桂けいとさつき、それにエージェント最後の生き残りであるエリザがそれぞれの魔ま装そう具ぐに手をかける。エリザはこの惨状に怒りで肩を震えさせた。

「言い訳ならあとで聞きますわ！」

　弓を引き真しん悟ごに狙ねらいを定め、エリザはキッと真悟をにらみつけた。

「言い訳なんかしないさ。ただ、戦う前に僕の話を聞いてくれないかい？」

　雪が静かに降り続いている。空気を含んでふわりと宙を漂う雪の中、重力を緩和しながら真悟はゆっくりと校庭に降り立った。その間もエリザはロックオンを外さない。

　真悟を警戒しながらさつきが恐る恐る確認する。

「これ、あんたがやったの？　まさか……し、死んでるの？」

「いや、死んではいないさ。ただ、このまま雪の中に埋もれたら風邪くらいはひくかもしれないね」

　普段通りの穏やかな口調の真悟にさつきは恐怖を感じた。この少年は真悟であって真悟ではない。何かが違うのだ。

　桂の瞳ひとみが潤む。

「も、もうやめて！　真悟くんストップだよ！」

「僕も止めたんだけどね。彼らが止まらなかったのさ」

　遊馬あすまが一歩前に出た。

「お前の……心臓のせいなのか？　もう治らないからって自じ暴ぼう自じ棄きになるなんてお前らしくもないぞ」

　真悟は軽く腕組みをすると首をかしげた。

「どうなんだい？　ああそう……違うんじゃないかな？」

　その言葉は真悟の独ひとり言のようで遊馬は困惑した。

「前から少し変なやつだとは思ってたが……本当にいったいどうしちまったんだよ？」

「君の言う真悟というのはこの身体からだの所有者のことか。いや、今は僕が所有者だからね。そういう契約で僕は彼の命を救ったのさ。いや、救うと決めたのは女王様だったね」

「話が見えないんだが」

「じゃあ、もう少しだけ詳しく話してあげよう」

　真悟は自然体で無警戒だった。遊馬たちが攻撃を仕掛けるにはうってつけの隙すきだらけだ。エリザは魔ま力りよくの矢をつがえたまま微動だにせず、さつきも鞭むちをいつでも放てる間合いに入っていた。

「これから話すのは『塔』と『世界』と……『彼女』のことさ」

　真悟の紅あかい瞳がディーを見つめてから糸のように細くなった。

「君たちが言う『塔』の中の世界。そこが僕らの故郷だ。おっと、僕らといってもわからないかもしれないね。君たちによって『塔』から持ち出された魔力結晶。それが僕らというわけなんだ」

「魔ま力りよく結晶って……お前は真しん悟ごだろ？　人間だろ？」

「今の僕は超同調にあって真悟であり、彼ではない。彼の言葉を借りているけど支配権は僕にあるのさ」

　真悟はサムズアップすると親指で自分の心臓を指し示した。

「ど、どういうことだ？」

「もう一度言うよ。僕は魔力結晶なのさ。僕らはこちらの世界の文明に影響を与えるためにやってきたんだ。その子たちも同じだよ」

　真悟の視線がエリザとその手に握られた弓に向けられた。

「魔力結晶に意志があるとでもいいますの？」

「もちろんだよ。僕らはある目的を達成するために生まれてきたんだ。だから意志はある。けど、個性は持っていないかな。今の僕は元の彼……小お山やま田だ真悟の個性を借りているだけに過ぎないしね」

　真悟の視線が再びディーに向けられた。その瞬間、ディーは大きな音に驚いた猫のように、ビクンッ！　と全身を硬直させる。

「けど、彼女は違う。彼女の言葉は誰だれから借りたものでもない。彼女のものだ。そんなケースは今までになかったからね」

　ディーは遊馬あすまの後ろにスッと隠れてしまった。

「頼むから俺おれらにわかるように話してくれ」

　遊馬はじっと真悟をにらみつける。真悟は目を細めて軽く笑った。

「すまないね。僕もまだコミュニケーションについては調整中なんだ。僕ら魔力結晶には意志と使命がある。僕らから見た『塔』の向こうの世界……つまり君らの世界に浸透して、世界の進化を加速させる。それが魔力結晶の使命なんだ」

「浸透……だと？」

　遊馬はいい知れない不安を感じていた。自分たち人間は魔力結晶を利用しているつもりだったのだが、魔力結晶は人間に回収され、利用されることを目的としていた。

「使われていたのは俺たちだとでも言いたいのか？」

　真悟はすんなり首を縦に振った。

「これまでに『塔』は様々な世界に発生して、そのたびにその世界を発展させていった。いわば『塔』は二つの世界をつなぐ通信装置さ。君たち人類は『塔』から僕らの世界へとやってきて魔力結晶を回収する。君たちの文明は僕らを様々な使い方で活用していった。この街はまさに象徴だね」

　周囲を見渡してから真悟は微笑ほほえんだ。

「いくつもの文明と接触してきたけれど、なかなか良い街だと思うよ。とても機能的だ。そうそう、他の世界でも君たちと同様に魔ま力りよく結晶を武器に転用するケースは多かったね。でも、その大半は力を扱いきれずに滅亡したよ。そういう文明は水準に達する以前の問題だったんだ」

「話が飛躍しすぎてなにがなんだかわからんのだが……」

　真しん悟ごは顎あごのあたりを親指と人指し指でつまむようにして考えるような素振りをみせた。

「難しいね。同調していない相手に説明するのは。いっそ君と同調して僕の伝えたいことをすべて流し込めればいいのに」

　遊馬あすまは身構えた。咄とつ嗟さに拳銃型魔ま装そう具ぐのグリップに手をかける。だが、真悟はなにもしてこなかった。

「そんなことはしないから安心してよ。続きを話そう。とある文明は僕らからエネルギーを生み出し、この街以上に繁栄したんだ。彼らの勢力圏は隣の銀河系にまで広がったりもしたよ。そういった水準に達した文明の技術を……僕らは吸収していくんだ。ただ、残念だったよ。君たちの文明は僕らが想定していたよりも進歩が十年近く後れていてね。この程度の成長率じゃ……水準以下さ」

　遊馬はついていけずに頭を抱えた。

「つまり、なにがしたいんだ？　水準ってなんなんだ？」

「吸収するには水準に達していない。裏を返せば君たちの文明は僕らにとって侵略価値がないってことさ」

　桂けいが眉まゆをひそめた。聡そう明めいな桂は真悟の言葉をある程度理解できている。

「侵略って……真悟くんの話だと、魔力結晶は文明を進化させるために来たんでしょ？」

「そうだよ。進化させた上で世界を僕らで満たして植民地にするのさ。そうやって僕らは世界を広げ続けてきた。時折、竜人のような毒を忍び込ませると新加速度は速まるからね。残念ながら君らの進化はそれでも遅かったけど」

　エリザの表情が苦虫を噛かみつぶしたように歪ゆがむ。

「進化させて侵略ですって。も、もしそんなことになっても、わたくしたちがそうはさせませんわ！」

「無理だよ。現に君らの力の源は僕らじゃないか。抵抗できると思っているのかい？　僕ら魔力結晶は君らに力を貸してはいるけれど、君らではなく女王様の意志で動いているのだから。それが僕らにプログラムされた意志なんだ。ただ……一人をのぞいてね」

「その一人ってのは……まさか」

　遊馬は自分の後ろに隠れた少女を抱き寄せた。

「その通りさ遊馬君。彼女は……ディーさんは特別な魔力結晶なんだ。特に今回の彼女はね」

　遊馬には引っかかる物言いだ。真悟と対たい峙じしてからしばらく、遊馬たちのコートの肩口にはうっすらと雪が積もり始めている。

「ディーさんは女王様の娘なんだ。人間的な表現をすれば、まさにそういう表現になるだろうね」

「ディーに母親がいるっていうのか？」

「そうだよ。女王様から発生したディーさんのような特別な個体は、訪れた世界の文明がどう成長するのかを測る機能をもっているんだ」

　ディーは首をふるふると左右させた。

「……ディーはお母さんのことなんて知らないよ」

　遊馬あすまが今まで以上にディーの身体からだをぎゅっとぎゅっと抱き寄せる。

「俺おれはディーのことを疑ったりなんかしない。信じる。だからディーは不安にならなくてもいいんだぞ」

　その一言にディーは首を小さくコクリとさせた。真しん悟ごは続ける。

「ディーさんは自分が何者か知らないんだ。何色に染まるかを測定するためにも、無む垢くで純白でなければならないからね」

　真悟には敵意や殺意といったものがなかった。

「ある世界ではディーさんは永久機関の中枢だったし、とある世界では世界を滅ぼす兵器だった。あの時は本当にあぶなかったよ。ギリギリのところで回収したのさ。もちろんディーさんは覚えていないだろうけどね。ディーさんは世界を巡り終えると女王様と一つになって、それまでに得た情報を女王様に手渡し……また生まれ変わるのさ。そして次の世界へと旅立っていく。それがディーさんに課せられた使命なんだよ」

　ディーはじっと真悟を見つめた。不思議と真悟の言葉がディーには受け入れられてしまう。真悟に対してディーは遊馬とはまた違った信頼を寄せていた。

　家出をした時、遊馬よりも早く真悟が見つけてくれたことを思い出しながらディーは口を開く。

「……ディーは……それでも行かないよ」

「初めてだよ。帰還を拒否されるなんてね」

　苦笑いを浮かべる真悟に遊馬はようやく少しだけ理解した。頭の中で要点をまとめる。

　今の真悟は心臓部に埋め込まれた魔ま力りよく結晶に操られている。そして「塔」には魔力結晶を統括する親玉の女王がいる。ディーはその女王の娘で「塔」を通じて訪れた世界を発展させる使命をもっていた。

　そして、魔力結晶の力をもてあまして滅んでしまったり、力を利用しきれず成長率が低いと判断された文明は魔力結晶にとって文明失格……ということなのだろう。

　一番重要なことを遊馬は真悟に確認した。自然とその視線が厳しいものに変わる。

「つまりだ。ディーを返せっていうんだな？　その女王は」

「もちろんただでとは言わないさ。たとえばこの肉体の持ち主である真悟に本物の心臓をあげることもできる。僕らには有機体の合成技術もあるからね。君たちが『塔』の内部と思っている世界に配置してあるモンスターたちも、それらの技術によって僕らが生み出したものさ。ヒューマノイドタイプの竜人もね」

　エリザが吠ほえた。

「そんな口から出任せ通用しませんわよ。人間をつくれると言うのなら、なんで真しん悟ごの身体からだを借りてますの？」

「僕らが欲しいのは肉体じゃないからね。欲しいのは発展した技術さ。こうして現地民の肉体を借りれば回収もスムーズに行えるし、現に君たちは僕を攻撃しあぐねている」

「人質を取ったつもりかよッ!!」

　遊馬あすまは考えたくもないことを考えていた。ディーと真悟を天てん秤びんにかけなければならない。真悟を倒すことでディーの回収は止められる。だが、真悟の心臓も止めることになるだろう。

「ど、どうにかできないのか真悟？　このまま、この世界でディーの成長を見守ってくれても……」

「ああ、それも考えたよ。急激にこの世界が発展する可能性もあるわけだし」

　すかさずさつきがツッコミを入れた。

「そうなったらゆくゆくはこの世界が魔ま力りよく結晶に侵略されちゃうじゃないの！」

　真悟は涼やかな笑みを浮かべた。遊馬たちには不気味に見える。

「侵略といっても緩やかなものさ。君らも僕たちと同じ魔力結晶に変わるんだ。その時が来たら一斉にね。痛みも苦しみもなく解放されるんだ。僕らの世界には飢き餓がも疫えき病びようも戦争も起こらないからね」

　ディーはずっと思い詰めた表情をしていた。遊馬の腕に抱きつくようにしながら、震えていた。

　だが、真悟の語る未来を聞いてディーは遊馬の腕を放すと一歩前に出る。

「……ダメ。ディーはみんなに出会えて、苦しいのも悲しいのも痛いのも感じたけど……それよりももっとたくさんの嬉うれしいこと、楽しいこと、いっぱい……いっぱいもらったから。それをなくしちゃうのはダメ！」

　真悟が目を丸くさせる。

「やっぱり今回は特別みたいだね。今までのディーさんなら素す直なおに僕といっしょに帰還したのに」

「……お願いだから師匠を返して」

「それはできないよ。彼とはそういう契約をしたのだから。この肉体を借りる代わりに、ディーさんを連れ戻したら彼に本物の心臓をプレゼントするってね。ははは……今いま更さらそんなものはいらないんだなんて、君もおかしなことを言うね。おっと、失礼。彼はまだ僕の中で生きているんだ。心臓を返しても、彼の心が死んでいては意味がないからね」

　真しん悟ごは胸のあたりにそっと片手を添えた。桂けいが今にも泣き出しそうな顔で確認する。

「もし、ディーちゃんが帰ったら……どうなるの？」

「この世界から魔ま力りよく結晶が消える。君らのような魔装士も普通の人間になる。そしてこの少年の命が助かる。侵略は行われず、君らの文明は自然の進化ペースで発展し、滅びるかどうかも君ら自身が決めることになる。僕らはディーさんを回収して、次の文明を探し、そこに『塔』を発生させて……再び記憶を消してまっさらになったディーさんを送り込む。君らにとっては悪い話ではないと思うんだけどね」

　世界の命運と友人の命と……かけがえのない存在との別離。遊馬あすまは選択を迫られた。

「……わけ……ないだろ。いいわけないだろうッ！」

　真悟は「フゥ」と息を吐くとその手に紅あかい結晶体の巨きよ斧ふを発生させる。

「口で言ってもわからないだろうとは思っていたよ。ただ、ちゃんと説明するのも僕の義務だからね」

　遊馬はディーの手を握った。強く強く。もう二度と離さないと心に誓いながら。

「……遊馬。ディーは……どうしたらいいの？」

「今はあいつを黙らせる。考えるのはそれからだ」

　さつきが鞭むちをしならせた。アホ毛と指でビシッと真悟を指す。

「遠慮はしないわよ。あんたが期末試験で本調子でなかったっていうなら、あんたを元に戻してちゃんと勝負して勝ってやるんだから」

　桂は刀の柄つかに手を添えた。狙ねらうは真悟……ではなく、その得物の巨斧だ。

「いつでも行けるよあっちゃん」

　エリザが弓を限界まで引き絞る。

「このまま心臓を撃ち抜いて差し上げたいけど、それができないのが悔やまれますわ」

　遊馬は拳銃型魔ま装そう具ぐを抜いた。左手はディーの白くて小さな手を握っている。普段は牽けん制せい用にしかならない拳銃だが、条件が揃そろえば学園の敷地ごと吹き飛とばしかねない……「黒」の力が遊馬とディーの切り札だった。この切り札を使えばおそらく真悟もただでは済まない。

　遊馬が迷っていると、瞬間移動でもしたように目前に真悟の顔が迫っていた。

「決められないなら僕が教えてあげるよ。君らに選択権はないってね」

　瞬時にディーが泡の防壁を生み出した。その防壁に真悟の巨斧が弾はじかれて火花を散らす。

　それを合図に戦闘がなし崩し的に開始された。

　桂が真悟の巨斧めがけて跳ぶ。足止めをするようにエリザの矢が真悟の足あし下もとに炸さく裂れつした。その間に遊馬は下がって距離を取りつつ、魔力の弾丸を六発、真悟の右肩に集中的に撃ち込んだ。さつきが吠ほえながら鞭を巧たくみに操る。

「力比べよ！　あんたになんか絶対に……絶対に負けないんだからッ!!」

　真しん悟ごの右手首にさつきの鞭むちが巻きつき、突撃した桂けいの居合抜きによる一撃が真悟の紅あかい巨きよ斧ふの刃やいばに炸さく裂れつした。一瞬でここまでの連携攻撃が成功した……にもかかわらず、真悟は鞭で拘束された右腕を軽々と振るう。

「きゃああああああああああああああッ！」

　さつきの身体からだが引きずられるように宙に浮いた。ぎりぎりのところでさつきは拘束を解除する。

「いい判断だね」

　真悟はさつきを褒ほめ称たたえた。

「むかつくわねそういうの」

　怒りの形ぎよう相そうのさつきだが、その背筋には冷たいものが走っていた。力の差がありすぎる。

　真悟はそのまま桂の刃を押し返し、逆に桂を巨斧でなぎ払うように吹き飛とばした。

「…………ッ!?」

　桂が声にならない悲鳴をあげる。ライナー性のホームランのように、高速で桂の身体が吹き飛んだ。

　エリザが再び弓を引き絞り狙ねらいを真悟の足に向けた。十分に魔ま力りよくが練られた貫通力の高い矢が放たれる。だが、その矢を真悟は巨斧の刃で軽々と叩たたき落とした。さらに斧おのを振るうと衝撃波が発生し、その竜巻のような衝撃波によって舞い散る木の葉のようにエリザの身体が宙を舞う。

　遊馬あすまは叫んでいた。

「桂先輩ッ！　エリザッ！」

　桂は吹き飛ばされて校舎の壁に叩きつけられた。校舎からどさりと雪が落ちて桂の身体を埋める。

　エリザは空中で猫のように受け身をとりながら弓を引き絞り真悟に放った。一本の弓が分散し雨のように真悟に降り注ぐ。転んでもただでは起きないエージェントとしての意地の反撃だ。

　巨斧を扇のように振るって真悟は衝撃波を生み出すと、エリザの放ったアローレインを魔力を帯びた突風で四方八方へと吹き飛ばした。四散した魔力の矢が校舎の壁や窓ガラスに炸裂する。

「……危ない！」

　ディーが桂のいるあたりに泡の防壁を展開させた。跳ちよう弾だんした魔力の矢から桂を守る。危うく同士討ちだ。

「あ、ありがとうディーちゃん！」

　雪の下から即座に立ち上がり身構える桂。エリザも着地して体勢を立て直しつつ舌打ちをした。

　遊馬あすまたちの旗色は悪い。さつきが不機嫌そうに呟つぶやいた。

「あと一手が足りないわね。真しん悟ごがいてくれたらよかったのに」

　真悟と戦いながらさつきは苦笑を浮かべた。鞭むちで相手を捕ほ縛ばくしてそこに真悟が一撃を加えるコンボは、先日まで参加していた「塔」の復旧作業時に多用していた連携技だった。動きの速いモンスターを相手にする時は特に有効だったのだが、フィニッシャーの真悟がいなければ成立しない。

　真悟は所在なさげに棒立ちだった。

「これでもわかってもらえないかな？　今の僕は彼の肉体と超同調状態にあるんだ。君たちの動きは亀かめのようにゆっくりと見えるし、何をしようとしているのかも予想がつく。彼は……真悟はよく先読みができただろ？　僕とまともに戦おうと思ったら、同じ土ど俵ひように立つことさ。もっとも……そんなことはできないだろうけどね」

　エリザの眉まゆがピクリと動いた。

「同調率１００％オーバー……それは……できますわよ。今のわたくしたちの技術でも」

　黒髪の少女の視線が自然と遊馬とディーに向く。

　ツーが暴走した時に、確かにディーと遊馬は一瞬とはいえ超同調を起こしたのだ。あの時、システムにエラーが起こったために現象が観測されただけで、その超同調がどんな力を生み出すのかまではエリザにもわからない。

　ただ、この二人なら真悟に対抗できるだけの力があるとエリザは確信していた。

「……遊馬。ディーのこと……好き？」

「な、何をいきなり言い出すんだ。こんな時に！」

「……こんな時だから……」

　いきなりのディーの質問に遊馬だけでなくさつきの動きまで止まってしまった。静かに降り続く雪の中、ディーはじっと遊馬の応こたえを待った。

「俺おれは……ディーのことが……」

　こんな時だからというディーの言葉が遊馬を迷わせた。まるで、もう「好きだ」と言えなくなるような不安がよぎる。遊馬は静かに口を開いた。

「好きだディー。だから……行くな」

　ディーは微笑ほほえんだ。

「ありがとう遊馬。ディーはとっても嬉うれしいです」

　遊馬の心の中を冷たい冬の突風が通り抜けていく。ディーの表情は笑っていたのだが、その瞳ひとみは悲しい色をしていた。

　こんなにディーが悲しげな瞳をするのはいつ以来だろうか。

　遊馬は思い出した。ディーと再会して、ディーがいなくなって……ディーが生まれた研究所の跡地で彼女を見つけた時のことだ。

　真しん悟ごが巨きよ斧ふを振り上げる。

「ディーさんがこの世界に留とどまる理由をなくしてあげることもできるんだよ？　遊馬あすま君がいなくなれば、ディーさんもその身体からだでは動けなくなるからね」

　真悟の振り上げた腕を再びさつきが拘束した。

「そ、そんなことさせないわよ！　ディーも遊馬も……あんたの好きにはさせないわ！」

　鞭むちをぎりぎりと締め上げ、真悟を止めようとするさつきだが……真悟はやれやれと肩をすくめるだけだった。

「じゃあ二人に手を出すのはやめようか」

　真悟の視線がさつきに向いた。嫌な予感しかしないのだが、それでもさつきは真悟の右腕を拘束したままだ。桂けいとエリザが真悟に再び攻撃を仕掛ける。

「逃げてさつきちゃん！」

「わたくしをなめたその態度、真悟のくせに許せませんわ！」

　エリザが弓を引くとそこに生まれるはずの魔ま力りよくの矢が……発生しなかった。

　桂の刀がいきなり鉛の棒よろしくずんっと重くなる。今までは羽根でできたかのように軽く、身体の一部のごとく扱いやすい刀だったのに、まるで別物になっていた。

　しゅるしゅると、さつきが巻きつかせていた蛇姫サーペントが真悟の腕からほどけておちる。

「な、なにをしたのよ？　どうしたのよ蛇姫ッ！　こんな時になにヘナヘナになってるのよ！　ビシッとしなさいよ！」

　神経が末端にまで通っていると錯覚するほど、自由自在だった鞭が死んだように動かない。さつきは鞭の柄えに視線を落とした。魔力結晶が灰色の石ころに変容している。その変化はさつきだけでなく、桂とエリザにも起こっていた。桂がグッと力を込め直す。

「がんばってッ！　お願いだから……わたしの力に応こたえて！」

　いくら桂が気合いを入れても愛刀は何も語らない。反応しない。桂の刀の切っ先が地面についてしまった。

「動かないよ……だめだよ。あっちゃん……どうしよう……力が出せないよ……」

　エリザが息を呑のむ。

「まさか……魔力結晶を停止させましたの？」

　真悟は軽くうなずいた。

「その通り。僕にはそれができる権限があるからね。残念ながら女王様の娘であるディーさんにこの機能は使えないんだ。だから強引にディーさんを連れて行くこともできない。けど、この雪に埋もれつつある魔装士たちや、大切な人の命は僕が握っている」

　紅あかい瞳ひとみが冷たくディーを見据えた。

「どうするんだい？　もし、僕を倒すというのならそれもいいかもしれない。遊馬君とディーさんには『黒』の力がある。遊馬あすま君という才能と、ディーさんが潜在的に覚えていた大量破壊兵器だった頃ころの記憶が結びついて、とんでもない力になってしまったみたいだけど……使ってみるかい？」

　真しん悟ごはゆっくりとした足取りでさつきの前に立つと巨きよ斧ふを振り上げた。さつきは……逃げることもできずに立ち尽くす。

「あ、あたしを人質にでもしたつもりなの？」

「言ったはずだよ。ここにいる全員が人質だとね」

　遊馬は……完敗だった。いや、それ以前に勝負にすらなっていなかった。遊馬の手から力が抜けていく。それは錯覚ではない。ディーに力を奪われているのだ。

「……遊馬はもう悩まなくていいんだよ。怖がらなくていいんだよ。大丈夫だよ。みんなみんな……大丈夫だからね」

「やめろディー……そんなに……力を……」

「ディーは幸せだよ。だからゆっくり眠ってね。みんなと生きて……これまでディーのそばにいっしょにいてくれて……ありがとう」

　ディーはさよならとは言わなかった。遊馬の意識が闇やみに沈む。雪のクッションに遊馬は倒れた。さつきや桂けいが遊馬の元に駆けつける。

「なんてことするのよディー！　あんた……一人で全部背負い込むつもりなのッ!?」

「……ディーは最後まで遊馬といっしょにはいられないってわかってたから……これでいいんだよ」

　ディーの瞳ひとみの奥に悲しみがわき出て、溢あふれそうだった。ディーはそれがこぼれ落ちるのをこらえる。こらえて微笑ほほえもうとした。泣きながら笑う複雑な顔をしていた。

　意識を失った遊馬のそばにかがみ込むとディーはそっとその頬ほおに口づけをする。

「……遊馬、ずっとずっと大好きだよ」

　名な残ごり惜しむように遊馬の耳元でささやくと、ディーは立ち上がり真悟の元に歩み寄る。真悟は巨斧を虚こ空くうに消してからディーの前に跪ひざまずいた。

「それでは参りましょうか。姫様」

「……はい」

　真悟の背中に紅あかい水晶でできた翼が広がった。真悟はディーを胸元に抱き上げると翼をはためかせる。雪の舞い散る空にゆっくりと浮かび上がった。桂が空へと連れ去られるディーを見上げる。

「ディーちゃん本当にそれでいいの!?　本当にこうするしか……なかったの!?」

「……桂はディーのお姉ちゃんだよ。ずっと……ずっと」

　エリザはディーから顔を背そむけていた。

「こんなの……こんな終わり方なんて……酷ひどすぎますわ。あんまりですわよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　ディーは首を左右させた。

「……エリザちゃんのお洋服とってもかわいくて好きだよ」

「そんな言い方なさらないで！　これからもいくらでも好きなだけ……いっぱいいっぱい用意してあげますわ！」

　エリザが空に向けて吠ほえる。ディーは伏し目がちになりながらコクリとうなずいた。

　さつきがボロボロと涙をこぼして訴える。

「あんたがいなかったら……遊馬あすまはどうなるのよ！」

「……さつきがいれば、遊馬はきっと大丈夫だよ」

「バカッ！　それじゃダメよ！　ダメなのよ！」

　さつきは膝ひざをつき泣き崩れた。どうしていいのかわからない。どうすることもできない。大切な友人で、ライバルで、娘で、妹のような少女の姿が遠のいていく。

　ディーを抱き上げたまま真しん悟ごはゆらりと空を飛とぶ。まっすぐに「塔」のある中央ブロックへと向かっていくのを、さつきも桂けいもエリザも……誰だれも止めることはできなかった。



    

  
    
      


第五章　世界が沈黙したとしても





　中央病院の医療システムは一部がダウンしていた。それだけではなく、虹にじ浦うら市しで運用されていた魔ま力りよく結晶による電力供給が停止し、イルミネーションで彩られていたクリスマスの街並みが灰色に染まる。虹浦市のライフラインは本土から送電される非常用電源に切り替わっていた。

　そのためパニックにはならず、ただただ街も人々も静かだった。

「クリスマスなんだし、キャンドルなんてのもいいんじゃない？」

　薄暗い病室のベッドの脇わきでさつきが緑色の蝋ろう燭そくに火を点ともす。ツリーの形をしたその頂点で柔らかい光が揺ゆらめいた。

　遊馬あすまはまだ目を閉じたままだ。その額ひたいに手を添えてさつきはそっと優しく撫なで上げる。

　ディーが連れ去られてから二時間が経過した。外はすっかり暗くなり、病院は魔力を吸い上げられて気絶した魔装士たちの急患で溢あふれかえっている。

「あのね遊馬……草くさ壁かべ先生の手術は成功だって。でも紙一重だったみたい。ディーが連れ去られて、虹浦市から魔力結晶の力がどんどんなくなっていって……それでもあたしたちが真しん悟ごに食い下がって時間を稼いだから、医療設備による治療が間に合って草壁先生は一命を取とり留とめたんだって。無駄じゃなかったのよ」

　不意に遊馬の右腕がピクリと動いた。頭を撫でていたさつきの手にかぶせるように握りしめる。

「なあ……どう……なったんだ？」

　遊馬の声に力がない。まだその意識は朦もう朧ろうとしていた。さつきの瞳ひとみにぶわっと涙が浮かぶ。

「ディーは……向こうの世界に帰ったみたい」

「みんな無事か？」

「ええ。みんな無事よ。ディーが守ってくれたの」

「そうか……」

　遊馬は意識を失っている間、夢を見ていた。幼い頃ころにディーと初めて出会った時のことだ。あの時の事故で遊馬は両親を失った。それは悲しい出来事だった。だが、もし人型魔ま装そう具ぐの計画が中断されていなければ、世界はどうなっていただろうか？　真悟の言う文明の成長水準に達していたかもしれない。遊馬たちの世界は侵略されていたかもしれない。

　すべて仮定の話でなんの意味もないのだが、わかっていても遊馬は考えていた。

「ディーが救ってくれたのか。この世界を……」

　遊馬がゆっくりとベッドから身体からだを起こす。

「そうよ。だから……追いかけるなんて無む茶ちや言わないでよね。言ったら……殺すわよ！」

　さつきが涙をぽろぽろとこぼしながら遊馬あすまの胸にぎゅっと顔を寄せて泣き出した。

「これ以上大切な人がいなくなるなんて耐えられないんだから！」

「さつき……」

　遊馬もその顔をぎゅっと抱き寄せる。さつきの言うことはもっともだ。魔ま力りよく結晶に操られた真しん悟ごの力は、遊馬たちの手に負えるものではない。魔装士にとって力の源である魔力結晶を、真悟は自由に無力化できるのだから。

　ディーだけを犠牲にすればすべてが助かる。

　それが答えだった。世界から魔装士という超人が消え、人類にもたらされた魔力結晶の技術は地上から永遠に失われ、世界は「塔」が発生する以前の状況に戻るのだろう。

「遊馬。あたしはディーみたいに素す直なおじゃないし、ディーみたいにかわいくもないし、ディーみたいにはなれないけど……代わりはできないけど……嫌なやつだってわかってる。こんな時に言うことじゃないってわかってる！　けど、あんたのことがずっと……ずっと気になって……仕方なくて……好き……なの。ディーがいなくなったから言うんじゃないの！　今日、言うって決めてたの！　嘘うそみたい……言い訳にしか聞こえないわよね。でも……でもね……」

　さつきは顔をあげた。土砂降りのような顔をしている。崩れるほどの泣き顔で涙が止めどなく溢あふれていた。悲しみと寂さみしさで今にもさつきは壊れてしまいそうだった。

　ディーがいなくなって辛つらいのは、遊馬もさつきも同じなのだ。

「さつき……ごめん」

　さつきの頭を遊馬の方から抱き寄せると、その頭を優しく撫なでる。さつきのアホ毛はぺたんこになっていた。

「……バカ……ディーは……もう……遠くなのよ。あたしのことを振ってさらに死にに行こうなんて……許せないわよ」

「許してくれなんて言わない。いつも通り俺おれのことをぶん殴るなりしてくれ……俺がディーを連れて帰ってきたらな」

「バカ……バカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカッ!!　あんたのことなんてもう……知らないんだから」

　遊馬はそっとさつきを解放してベッドから降り立つ。目立った外傷もなく服も先ほどのままだ。コートだけがハンガーにかかっている。キャンドルの横に小さな縦長の箱と、ティッシュ箱を四個かさねたくらいのプレゼントボックスが並んでいた。

　縦長の箱は遊馬が用意した交換用のプレゼントだ。

「さつき……これ、わざわざもってきたのか？」

「そ、そうよ！　悪い？　この緑のキャンドルはあたしからあんたへのプレゼント。こっちの箱は……ディーのプレゼントだけど、あんたにはもったいないからあたしがもらってあげる」

「そうか。じゃあ俺おれのプレゼントは……ディーに渡さないとな。プレゼント交換だ」

　遊馬あすまはコートを羽織るとポケットに縦長の小箱を忍ばせた。靴をきちんと履はき直し病室を出ようとする。

「あたしもいっしょに行くわ！」

「危険すぎるだろ。今のお前は普通のか弱い女の子だからな」

　幸いにも……というべきか、焼け石に水なのだが遊馬の拳銃型魔ま装そう具ぐは出力があまりにも低いためか、真しん悟ごによる停止攻撃を受けていなかった。

「あんただって一般人に毛が生えたようなもんじゃない！」

「チャンスはある。『塔』の中に入って、そこでディーと合流すればなんとかなるかもしれん」

　遊馬が病室のドアノブに手をかけたところで、ドアが勝手に開いた。桂けいが通せんぼをしている。

「あっちゃん。行っちゃだめだよ」

「桂先輩……」

「お姉ちゃんは反対だよ」

「ディーを放ほうっておけっていうのか？　このままだとディーはまた違う世界を侵略する手先にされちまうんだぞ」

「それは……そうかもしれない。けど、今のわたしたちの世界は守られたんだよ。それに真悟くんも解放するって約束だし……真悟くんを操ってる魔ま力りよく結晶は……誰だれも殺さなかったよ」

「それとこれとは話が別だ。草くさ壁かべ先生だって俺たちががんばんなかったら……」

「真悟くんが本気を出せば、ディーちゃんをもっと早く連れ戻せたと思うよ。真悟くんはわざと時間をつくったんだよ」

「だとしても、俺は……行くぜ」

　遊馬も一歩も引かなかった。桂がじっと遊馬を見据える。その瞳ひとみが潤んでいた。

「あっちゃん。ディーちゃんのことは忘れよう。きっとディーちゃんもそうしてほしいって思ってるはずだよ」

「忘れるなんて……できるかよ！」

「その方がいいんだよ」

　桂は「お姉ちゃんだから」と、泣かなかった。子供の頃ころからそうだった。遊馬の手本になろうと常に一生懸命だったし、転んでも遊馬がそばにいると強がってみせる。

「ディーがいなくて寂さみしいんだろ？　桂先輩」

「さ、寂さみしくなんかないよ！」

　かたくなな桂けいに遊馬あすまは息を吐くと覚悟を決めた。

「俺おれを行かせてくれ……お姉ちゃん！」

「は、はわわわわわッ!?」

　瞬間、クリスマスの歌に出てくるトナカイの鼻以上に桂の顔が真まっ赤かになった。

　気丈なお姉ちゃんは……なにより弟に甘くて弱かった。お姉ちゃんという単語が耳に入ったとたん、桂のとおせんぼに隙すきが生まれる。遊馬は隙すき間まをこじ開けるように桂の脇わきの下をくぐって突破した。

「わあ！　ずるい！　あっちゃんずるいよ！　お姉ちゃんだって……助けに行きたいのを我慢してるのに」

　遊馬は病室を飛とび出し廊下を駆け抜け階段を跳ぶように下りて病院のロビーに出た。

「こんな時に草くさ壁かべ先生が無事なら、ディーを助けるのに役立つ便利アイテムでも授けてくれるんだけどな」

　外には一面、雪が降り積もっていた。自動車の往来がある道は車道が見えるのだが、人通りのない道は雪に埋もれて真っ白だ。

　遊馬は病院の外へと一歩踏み出す。白い雪に足跡が刻まれた。

「さて……大おお見み得えきって飛び出して……今の俺に何ができる？」

　まず「塔」の転送ゲートがまだ向こう側と続いているのかが問題だった。病院の敷地を出ると遊馬は虹にじ浦うら市しの中央区方面を見上げる。

　依い然ぜん「塔」は健在だ。その姿に遊馬は胸を撫なで下ろした。だが、いつあれが消えてしまってもおかしくない状況だ。

「中華屋のおっちゃんに事情を話して、魔ま装そう具ぐを借りてみるか？」

　大盛りで値段も安い学園そばの中華のお店は、ディーもお気に入りだった。おすすめのメニューは五目チャーハンとエビチリと地下にあるカスタム魔装具だ。

「行っても無駄ですわよ」

　通りに出たところで遊馬は声をかけられた。黒髪の少女がピックアップトラックの助手席から降りてくる。エリザだった。

「エリザも無事だったみたいだな」

「当然ですわ」

　黒髪をたくし上げてエリザは微笑を浮かべた。

「魔装士協会とかラボに強力な魔装具はないか？」

「全滅ですわね。起動中の魔装具のほとんどが停止されてますわ。極端に出力が小さいものはまだ生きてますけど、それも時間の問題でしょう。一度でも灰色に変わった魔ま力りよく結晶は復活できないみたいですわ」

「お前も俺おれを止めにきたのか？」

　エリザは小鼻のあたりをふくらませてフンッ！　と笑う。

「そんなことをするために、わざわざ職員に頼んで車を出してもらったりしませんわよ」

　エリザの視線がピックアップトラックの荷台に向いた。

「それで……二人にお別れは済ませてきましたの？」

「死ぬつもりはねぇよ。帰ってくるぜ」

「結構。よろしくてよ」

　荷台にはランドセルよろしく背負うためのベルトがついた、いかつい金属の箱が載せられていた。箱はまるで外国の棺ひつぎのような装飾がされている。

「棺かん桶おけを背負っていけってのか」

「失礼なこと言ってくれますわね。これは草くさ壁かべのバカからのクリスマスプレゼントですわ。ずっとわたくしたちに黙っていたみたいで……あの男もバカなりに考えていたみたいですわね」

「……？」

「ともかく、転送門まではお送りしますわ。けど残念ながら運転席と助手席は女性専用なので、その携帯棺桶風といっしょに荷台に乗りなさい」

「お、おう……」

　遊馬あすまは荷台に飛とび乗った。エリザが助手席に座る。ピックアップトラックは雪道を切り裂くように走りだした。

　見る間に病院が遠のいていく。遊馬は自分のいた病室のあたりを見つめた。じっと二人が遊馬を窓越しに見つめている。遊馬は手を振った。さつきは怒ったように顔を背そむけて、桂けいはがっくりとうなだれてしまった。

「なんだか別れ際に悪いことをしたような気がするな」

　遊馬自身、自分でも本当にディーを取り戻せるのかわからない。

　十中八九無駄死にだと思う冷静な自分がいる。それでも遊馬に引き返すつもりはなかった。そっと自分の隣に鎮ちん座ざする棺桶に触れる。雪をかぶって冷たい。

「こんな箱が本当に役に立つのか？」

　とはいえ、他に頼れる者もいない。

　草壁印の秘密兵器に遊馬は運命を賭かけるしかなかった。



　検問が張られていたりもせず、転送門のある神殿にピックアップトラックはあっけなく到着した。遊馬は棺桶を背負う。冷たい上に重たい。まるで身体からだの内側から生気を吸い上げられるような重みだった。

「ぐずぐずしていたら『塔』が消えてしまうかもしれませんのよ？」

　遊馬あすまとエリザが神殿に踏み込む。まだ転送門は生きていた。

「さてと……どうやら真しん悟ごですわね」

　転送門を制御するコンソールを確認してエリザが口元をゆるませた。

「真悟がどうしたんだ？」

「貴方あなたは転送門の真ん中にお立ちなさい」

「お、おう……」

　エリザがコンソールを操作する。遊馬は魔法陣の発生するフロアの中心に立った。

「どこに飛とぶんだ？　この前復旧させたレベル７地域か？」

「復旧させた橋きよう頭とう堡ほは、また全部お釈しや迦かになってますわね。けど、最後に飛んだ座標のログが隠してありましたの。真悟はまだ完全に魔ま力りよく結晶の支配を受けていないのかもしれませんわ。といっても、これはわたくしの推測ですけれど。あのゴキブリ並みのしぶとい精神力の持ち主ですもの……これくらいしてもおかしくはありませんわね」

　遊馬の足あし下もとに魔法陣が浮かび上がる。今までに見たことがない紋様だった。

「片道切符ですわ。帰る方法はそちらでどうにかなさい」

「わかった」

　遊馬は短く応こたえた。もう後戻りはできない。足下から光の柱が噴き上がる。

「ディーさんと真悟を頼みましたわ」

　エリザの真剣なまなざしに遊馬はうなずいた。

「なあエリザ。お前は俺おれを……信じてくれるのか？」

「ええ。意外そうですわね？」

「正直、驚いてる」

「桂けいもさつきも知りませんものね。けど、貴方には強い味方がいますわ。それに超同調……勝算はありますわよ。あとは貴方次第ですわね」

「なんなんだよ超同調って……そういえば真悟のやつも……うぁッ!?」

　最後まで言い切る前に遊馬の身体からだは光の柱に呑のみ込まれた。



　遊馬は激しい光の濁流の中を流され続けた。

　その光が不意に止やむ。地面の感触を遊馬は両足で確かめた。金属板のような地面だ。見上げれば空には太陽が昇っている。遊馬はケータイ端末のＧＰＳで現在地を確認した。

　転送された先は間違いなく「塔」の中の世界だ。ただ、端末に表示された位置情報がおかしな表示になっている。地図の外側に遊馬の現在地が示されていた。

　地図をスクロールしていって遊馬はようやく自分の居場所を理解する。

　遊馬たちが攻略していた大陸は海を渡った向こう側だった。ここは遊馬たちが新大陸と命名した大地で、地図情報はアンノウンと表示されている。

「人類初の快挙ってやつだな」

　今まで何人もの魔装士たちが挑んでは散っていった世界の果てに遊馬あすまは立っていた。

　地平線の向こうまで金属で覆われた大地が続いている。草木も起伏もなかった。殺さつ風ぷう景けいで寂さみしい場所だ。命が感じられない冷たい世界……それが遊馬の第一印象だった。

　普段なら転送後に、後ろには頼れる仲間がいて、すぐ隣にディーがいるのだが、今は独ひとりだ。独りで虹にじ浦うら市しから最も遠くに来てしまった。

　誰だれもいるわけがないと思いながら、ゆっくりと振り返る。そして遊馬は後悔した。

「ははは……やばいな。流石さすがは敵の本拠地だ」

　銀の鱗うろこに包まれた見たこともないドラゴンがずらっと並んでいた。さらにドラゴンだけではなく竜人たちの大群が壁のように遊馬の行く手を阻はばんでいる。

「真しん悟ごのやつの意識が残っていたんじゃなくて、これじゃ罠わなじゃないかッ!?　俺おれ一人殺すのに待ち伏せさせるには大戦力すぎんだろうがッ!!」

　詰んでいた。片道切符の転送で遊馬に退路はない。

　ドラゴンも竜人も遊馬を友好的に歓迎してくれるという雰囲気はなく、一斉に攻撃の準備に入っている。竜人たちは手に氷……ではなく、紅あかい水晶をまとわせて剣のようにして身構えた。遊馬とディーが苦戦した竜人よりもさらに強化されている。

　とうてい、ディーのいない遊馬に勝ち目などなかった。

「死ぬのか……俺……ディーにも会えずに？」

　十中八九こうなるかと思っていた遊馬だが、それにしてもあんまりだと心の中で独りごちた。ディーを追ったことは後悔していない。ただ、もう一度だけディーに会いたいと思った。目を閉じるとディーの笑顔が浮かぶ。その声を遊馬は思い出す。

「生きたまま切り刻まれるよりは、ドラゴンのブレスで一瞬で灰になった方が楽かもしれんな。ディー……迎えに来たけど俺……ダメだったみたいだ」

　遊馬は天を仰いだ。雲一つない青空だ。自分の無力さを笑った。ドラゴンたちの口から光線が放たれる。火球のブレスよりも強力な熱線だった。遊馬の身体からだに光が降り注ぐ。

　遊馬は自分の命を諦あきらめた。ディーの顔をもう一度見ることもできず、無駄に死んでしまったことだけが心残りだった。



　遊馬が「塔」の中で走そう馬ま灯とうをのぞき込もうかという頃ころ、虹浦市では降り続いていた雪が止やんでいた。世界は白一色に染まっている。さつきと桂けいは転送門のある神殿前までやってきた。結局遊馬のことを追いかけてきてしまったのだ。

　厚い雲に空は覆われて空には星も月も見えない。街は息を潜めたように静まり返っていた。

　二人がやってくると、神殿からエリザがひょっこり姿を現した。桂が震えた声で訊きく。

「エリザちゃん。あっちゃんは本当に行っちゃったの？」

「ええ。行きましたわ」

　さつきがエリザを憎らしげにねめつけて吠ほえた。

「な、なんで止めなかったのよ！　行かせたのよッ!!」

「桂けいやさつきに止められないのに、わたくしの説得が通じるとも思えませんわね。それに、この転送門も出力がだんだんと下がってきていますわ」

「エリザちゃん。まだ転送門に魔ま力りよくが残ってるなら追いかけよう！」

「追いかけてどうしますの？」

　桂ではなくさつきが声を張った。

「あいつを助けるのよ！　ディーも取り返して真しん悟ごには思いっきりビンタしてやるんだから！」

「無理ですわね。わたくしたちはか弱い普通の女の子に戻ってしまいましたわ」

「わかってるわよ！　わかってるけど……辛つらいわよ。なんにもできないなんて」

　さつきは後悔していた。遊馬あすまを行かせてしまったことが悔やみきれない。桂がそっとさつきを抱き寄せて優しく頭を撫なでる。

「さつきちゃん。わたしもエリザちゃんも同じ気持ちだよ。こうなって……わかったの。もしあっちゃんを止めてたら、あっちゃんもすごく辛かったんじゃないかなって。一生今日のことを後悔することになるって」

「でも、それで遊馬に何かあったら……ディーも遊馬も真悟もいなくなったら……あいつだってほとんど普通の人間じゃない！　死んだら……なんの意味もないじゃない！」

　さつきは小刻みに震えていた。エリザが小さく肩を落とす。

「そうならないよう、わたくしが草くさ壁かべの秘密アイテムを伝授しておきましたわ」

　桂が小首をかしげた。

「でも、虹にじ浦うら市しの魔ま装そう具ぐはみんな使えなくなったんじゃ……」

「ええ。けれど例外はありますわね。ほとんど起動しているかどうかもわからない、ごく微量な魔力結晶のついた百円ライター級の魔装具や、休眠中のものに関しては魔力結晶の灰色化を免まぬかれたようですし……不幸中の幸いとみるべきですわ」

「それじゃあどのみちダメじゃない！　あの真悟を相手にするのに、弱い魔装具じゃどうにもなんないでしょ？」

「草壁の秘密アイテムは休眠状態にありましたわ。何が入っているのかまではわかりませんけれど、あえて休眠させておくくらいですし……最後の希望を託しましょう」

　エリザがそっと桂とさつきに手をさしのべた。二人がその手を握り返す。吐く息の白さが寒さを強調する中で、三人は手をつなぎあい、遊馬たちの無事を天に願う。

　重苦しい雲に切れ間が生まれて、月が顔をそっとのぞかせた。



　三人の祈りが通じたのか、遊馬あすまを消し去ろうとする敵意ある光は屈折し反射させられた。光を放ったドラゴンの足あし下もとにそのまま破壊の光線は跳はね返り、整列していた竜人たちの第一陣を焼きつくす。遊馬には何が起こったのかわからなかった。

　背中の箱が重みを増す。いや、遊馬の身体からだから力が吸い出されるように抜けたのだ。膝ひざが笑ってしゃがみこみそうになるのを遊馬はこらえた。

　少女の声が遊馬の背後から響く。それは淡々としていて抑よく揚ようもなく、事務的で……それでもどこか懐かしいものだった。



　システム緊急起動。ＯＳのバージョンアップを開始します。バージョン6.0.472.63をインストール開始。インストール終了。

　自己診断プログラムによるチェックを完了。

　作戦データをダウンロード。内容を確認。対象、ディーお姉ちゃんの救出。

　作戦内容、了解。Ｆ型タイプ４素体との同調率99・75％。

　魔ま力りよく吸収システムの稼働を確認。「塔」内部魔力濃度に合わせて調整。吸収率18・５％上昇。素体の駆動エネルギーに変換。全感覚に異常なし。



　遊馬の背中の棺かん桶おけからスモークのような煙が噴き出した。がしゃんと棺桶がベルトからはずれて落ちる。箱がぱたりと展開図のように広がった。煙の中に小さな人ひと影かげが揺ゆらめく。それは抱えられるほどの大きさだった。

「私は量産を前提とした先行試作単独人型魔ま装そう具ぐ素体Ｄ型タイプ２改め、Ｆ型タイプ４ですが、お姉ちゃんからもらったこの名前を使用します」

　スモークが消えて小さな顔をそっとあげると、少女の形をしたそれは続けた。

「私はツー。お久しぶりです遊馬さん」

　それはゴシック系のドレスを着たドールだった。短めのツインテールに紅あかい瞳ひとみ。その口はなめらかに動いている。まるで命が宿ったかのような人形の顔に、遊馬は見覚えがあった。その声を遊馬は確かに知っている。

「お、おま……お前ッ!?　本当にツーなのか？」

「イエス。肯定します」

　ツーは眉まゆ一つ動かさずに銀のドラゴンの一団に視線を向けた。

「非常に危険な状態ですね」

「お、おう大ピンチだ。って、俺おれがお前に驚いてる場合じゃないよな」

「その通りです。遊馬さん。私を抱き上げてください」

　とてとてと遊馬の元にツーは歩み寄った。そっと抱き上げる。まるで猫でも抱っこするような格好で戦闘態勢には見えないのだが、ツーは胸に抱かれたまま小さくうなずいた。

「同調率上昇を確認。お姉ちゃんのようにはいきませんが、私なりに遊馬あすまさんとともに戦います」

「お前はあの時、爆発しちまったんじゃないのか？」

「最後の瞬間を私は貴方あなたの端末を通じて、バックアップである今の私と後日、共有しました。今は理解しなくても結構です。詳しいお話は敵勢力の排除後に」

　二人が会話のやりとりをしている間に、歩兵部隊ともいえる竜人たちが津波のように遊馬に襲いかかってきた。銀のドラゴンはブレス攻撃を控えている。先ほどの反射を警戒したようだ。

「うわああああああああ！　ど、どうするツー？」

「普段通り拳けん銃じゆうの使用を推奨します」

「俺おれの豆鉄砲が通じる相手じゃなさそうなんだが」

「通じます」

　ツーの言葉に揺ゆらぎは一切なかった。観念して遊馬は拳銃を抜く。すでに遊馬たちは竜人に包囲されていた。

　遊馬の場合、威力はともかく命中精度にだけは自信がある。切り込んできた竜人の頭を狙ねらって遊馬はトリガーを引いた。



    

  
    
      



    

  
    
      　豆鉄砲でエアガンのような威力の魔ま力りよく弾が放たれる……はずが、遊馬あすまは目を疑った。

　その光弾は一条の光となって竜人の背後の一群をまとめて消し飛とばしたのだ。

「なん……だって？　どうしてそうなった？」

　撃った遊馬が一番驚いている。

「遊馬さん。背後から三体。左右から二体ずつ来ています」

　遊馬は振り返る。敵の動きがゆっくりとスローモーションがかっていた。遊馬は冷静に撃ち抜いていく。ディーと同調した時とは違う感覚だが、ツーと一体となるような不思議な感覚に遊馬は戸惑っていた。

　遊馬がトリガーを引くたびに、竜人の身体からだを光の帯が次々と貫いていく。竜人たちは恐れを知らないのか遊馬に向けてなだれ込んだ。だが、遊馬にはナメクジの群れのようにその進軍速度が遅く感じられた。

「遊馬さん。銀のドラゴンによるブレスが来ます。五歩前方に移動してください」

　遊馬が五歩進む。その背後に光が降り注いだ。ギリギリのところでブレスの攻撃範囲から逃れている。まさに紙一重だ。

　依い然ぜん、遊馬に向かってくる竜人の群れはゆっくりだった。紅あかい水晶の刃やいばで包まれた腕を振るうのだが、遊馬はそれをくぐるように避けることができた。

　銃のトリガーを引く。また何十体かの竜人が光の帯の巻き添えを食らって消滅した。

「なあツー。どうなってるんだ？」

「私が草くさ壁かべの元にいる間に完成させた予測演算システムの効果です。同調した遊馬さんには敵の動きが予測可能となります。相手の動きがスローモーションになっているのではなく、遊馬さんが敵の行動の数百手先を読みきり、超高速で動いている状態です」

「すまん。まったくもって意味がわからん」

「わからなくとも結果は出ます」

「弱点はないのか？　注意点とか？」

「特にありません」

　ツーは言い切った。

「いや、だがエネルギー切れ的なものは起こすんじゃないか？」

「私には大気中の魔力を吸収する機能があります。このＦ型タイプ４素体は草壁によって改良済みです。が、この機能を維持できるのも遊馬さん……貴方あなたの魔力キャパシティーがあってこそ。そして私が貴方を信頼していればこそです。他の人間には不可能でしょう」

　会話をしながらも遊馬は竜人の群れを相手にしていた。力がみなぎり溢あふれる。竜人の群れを次々と遊馬は撃破していった。

「俺おれの力……なのか？」

「イエス。私が私という自我を手に入れることができたのも、貴方やディーお姉ちゃんやさつきや桂けいやエリザのおかげです」

「真しん悟ごが入っていないようなんだが」

　気づけば遊馬あすまは竜人を一掃していた。続けて銀のドラゴンに銃口を向ける。某無双系ゲームのような状態だ。

「真悟は危険でした。その異変に気づくのが遅すぎたことは悔やみきれません。Ｆ型素体が仕上がったのはつい先日のことなのです。それまで衛星や虹にじ浦うら市しの監視カメラ網に侵入して、その動向を探ってはきたのですが……」

「なんでずっと黙っていたんだ？」

「ずっとではありません。一通メールを出しました」

「メールって……」

　ドラゴンの頭を次々と撃ち抜きながら遊馬は思い出す。ドラゴンから反撃はあるのだが、遊馬が避よけてから体感時間で数秒後に光線が炸さく裂れつしていた。今の強化された遊馬にはかする気配もない。

「あ、あああ！　そういえばッ!?」

　遊馬は思い出した。クリスマス会の前に、スパムメール的なものが届いたことを。

「草くさ壁かべには禁じられていましたが、私も……クリスマス会に参加したかったのです」

　口調はいたってまじめでクールだが、それが遊馬には妙にほほえましく思えた。戦闘中なのに笑いがこみ上げる。笑う余裕があるほどに今の遊馬は圧倒的だ。

　気づけば数百体の竜人と数十体のドラゴンは、まるで夢か幻のように消えていた。残されたのは彼らの核となる魔ま力りよく結晶だけだ。

　金属のような地面に転がっていた魔力結晶が、まるで乾いた土にじょうろで水を与えるように、地面に吸い込まれ消えてしまう。

「予想演算システム解除。遊馬さん。敵は何度でも復活してきます。復活される前に本体の破壊を推奨します」

「本体って……」

「女王と呼称される存在です」

「どこにいるのかわかるのか？」

　赤ちゃんのような小さな指でツーはそっと空を指し示した。

「現在地より西へ１００キロほどの距離にあります」

「それって……かなり遠くないか？」

「フローティングシステム起動」

　ツーが呟つぶやくと遊馬の足あし下もとがふわりと地面から浮き上がった。

「うおッ!?　な、なんだ今度はッ!?」

「飛行システムの改良も行いました。以前とは加速力が違います」

　まるでジェットコースターか逆バンジーでもされたように、遊馬あすまの身体からだがブンッ！　と空に投げ放たれた。ツーが遊馬の腕の中から離れて浮き上がっている。遊馬の左手の人指し指をツーの小さな手が握っていた。

　ツーに指を引っ張られ振り回されるように遊馬は空を飛とぶ。上空にあがってみると、新大陸の地平線の先が見えた。

　やはり真っ平らでなんの起伏もない。その表層すべてが銀色の金属で覆われているのだが……西の果てに塔のようなものが見えた。

「あれか？　あそこに……ディーがいるんだな」

「行きましょう遊馬さん」

「おう！　い、いででででで！」

「我慢してください遊馬さん。私も以前と同サイズの素体なら手をつなぐことができましたが、今はこうせざるを得ないのです」

「ゆ、指がッ！　もげるッ!!」

　ツーに引っ張り回される格好で遊馬は雲一つない空を突っ切っていく。その先には水晶の巨塔が待ち構えていた。



    

  
    
      


第六章　ディーがディーであるために





　ディーは水晶の塔の最上階に連れてこられた。透き通った外壁には継ぎ目もなくすべすべとしていた。まるで一つの結晶から削りだしたようだ。

　ディーの目前には観かん音のん開びらきの巨大な扉があった。扉そのものも水晶でできていて透明だが、その向こう側はまばゆい光に満ちていて、扉のこちら側からでは中の様子はわからなかった。

　ディーはエメラルド色の瞳ひとみでじっとその扉の向こう……光を見据えた。そこに誰だれかいるように感じられる。ディーは初めてここに立つはずなのに、以前にもこんなことがあったような気がしていた。

　真しん悟ごが扉の前で跪ひざまずく。

「回収作業を完了いたしました」

　扉の奥を満たす光がドクンと鼓動するように明滅した。驚いてディーが小さな肩をビクンとさせる。

「さあ姫様。奥へとお進みください」

「……師匠は来ないの？」

「女王様は姫様のみの入室を許したんでね。ああ、安心して。この肉体の持ち主との契約は守るから」

「……師匠を助けてくれる？」

　憂うような視線のディーに真しん悟ごは紅あかい瞳ひとみを細めた。

「女王様に会えばわかるよ」

「……うん」

　ディーが扉に触れると、水晶の扉は音も立てずにひとりでに開いた。中には光が渦巻いている。室内なのだがその広さがわからなかった。外にいる時と変わらない……いや、それ以上に広いとさえディーは感じる。

　暗い闇やみの中でぐるぐるといくつもの光が回転し、集合し、ディーの目の前で大きな渦を描いていた。

　まるで宇宙を俯ふ瞰かんしているようだった。いくつもの渦の中に時折、一際輝く粒が紛れている。この光の渦や粒子がなんなのかディーにはわからない。クリスマスのイルミネーションのように明滅し、点ついては消えていく光がディーには美しく思えた。

　そっと手を伸ばして光に触れようとすると、光の渦はディーの手をすり抜けてしまう。

「……綺き麗れいだけどさわれないんだ」

　ディーは一歩前に踏み出した。後ろを振り返ると……そこにはもう扉もなく自分が来た道がどっちだったのかもわからない。

「……師匠？」

　ディーはひとりぼっちになっていた。

「……桂けい……さつき……エリザ……草くさ壁かべ先生……たまごちゃん……ツーちゃん……遊馬あすま……遊馬……寂さみしいよ」

　今にも泣き出しそうになりながらディーはさまようように歩き続ける。光の渦が浮かんでは消えて闇に呑のまれ……また光の渦が闇の中に生まれていた。

「……こっちに行けばいいの？」

　導かれるようにディーは光の渦を追って進む。

　時間の感覚も麻ま痺ひしていて、ディーはどれくらい歩いたのかもわからなかった。ただ、立ち止まるのが怖くて前に進むと……不意にすべての光の渦が止やんだ。

　闇の中、ガラス細工で作ったような花のつぼみがディーの前に浮かび上がる。

　ランプのようにつぼみは薄ぼんやりと優しい光を浮かべていた。

　光と闇の交錯する世界で遠近感を失っていたディーだが、つぼみのそばに歩み寄るとそれが予想外に大きなものだというのがわかった。人間一人がすっぽり覆えるほどの巨大なつぼみだ。

　つぼみがゆっくりと花開く。その花の中から銀色の髪の美しい女性が姿を現した。その顔はどことなくディーにも似ている。ディーが大人おとなになったらこうなるんじゃないか？　と言われると、しっくりくるような美人だった。

「……どちらさまですか？」

　きょとんとした表情でディーが銀髪の美女を見上げながら首をかしげる。

「おかえりなさい」

　抑よく揚ようのない静かな声が返ってきた。

「……ここはディーの帰る場所じゃないよ」

　銀髪の女性は首を左右させる。

「私はコア」

「コア？　ココアはディーも好きだよ。甘くて温かくて美お味いしいよ」

　コアは再び首を左右させた。

「ココアとは何か？」

「美味しい飲み物だよ。オレンジジュースも大好きだけど、冬は温かいココアが好きです」

「オレンジジュースとは何か？」

「良い子にしてると飲める元気がでる魔法の飲み物だよ」

「そのような技術を学習してきたというわけか」

　ディーはぽんやりと普段のディーらしい表情に戻っていた。コアはそんなディーをじっと凝ぎよう視しする。

「どうやら形態を真ま似ねても理解はできぬか」

「……あなたはディーのお母さんですか？」

「人間の関係性に当てはめるならばそうなるだろう」

「……お母さん。ディーを遊馬あすまのところに返してください」

「それは不可能だ。見るのだ……この世界の渦を」

「……世界？」

「そうだ。この粒子の一つ一つが世界だ」

　コアがスッと空を指さすと、プラネタリウムのように天球に光の渦が広がった。

「……綺き麗れいだね」

「綺麗とはなにか？」

「……わぁ！　ってなって、素す敵てきな気持ちになるんだよ」

「理解できぬな」

　コアはゆっくりと腕を降ろした。

「……お母さんは美味しいとか綺麗とか楽しいとか嬉うれしいとか、わからないの？」

「理解するにあたいしない」

「……お母さんはディーにどうなってほしいの？　ディーはがんばるよ。たくさんがんばるから、もしそれができたら遊馬あすまのところに帰りたいな」

「お前は私の一部だ。決める権限はない。私の指示する通りにするのだ」

「……いやッ！　ディーは不良娘の悪い子になります。すけばんです。ぼくとうもって暴れます」

　二人の会話は常にちぐはぐなのに、なぜかお互いに言いたいことは伝わっていた。

「お前は再び生まれ変わり、次の世界へと行くのだ」

「……なんでそんなことをするの？」

「我々の発展のため。私は常により良くならねばならない。だが私のみでの進化には限界がある。他の世界を進化させ、その進化を私の一部とすることで私はより良くなることができるのだ」

　眉まゆ一つ動かさないコアにディーは悲しげな表情で返した。金髪のツインテールをふるふると左右に揺ゆらしながら、懸命に訴える。

「……お友達はいっぱいいると楽しいよ。けど、無理にお友達にしようとするのはいけないよ。お母さんは間違ってる」

「私を否定するのか？」

「……うん。お母さんはなんでもできるみたいだけど、ココアもオレンジジュースも知らないんだから。何も知らないのといっしょだよ」

「それらは理解するにあたいしない情報と技術だが……ならばお前を元のお前に戻すついでに蓄ちく積せきしよう」

「……元に戻す？　ディーは今のディーがディーだよ」

「本来のお前に戻るのだ」

　花弁の台座からコアは降りる。ディーの心に恐怖がわき上がった。自分が自分ではないものにされてしまう。今までの思い出が消えてしまう。何もかもなかったことにされてしまう。ディーは怖いと感じた。その気持ちすらも、コアによって消されてしまうかもしれない。

「……何も感じないのなんて嫌だよ」

　自然と遊馬の手を探す。いつもそばにいてくれる遊馬が……いない。握ろうとした手は虚こ空くうを掴つかむだけだった。

　遊馬がいなければディーは……何もできない。

「……来ないで」

　なけなしの魔ま力りよくで泡の防壁を張るのだが、その泡の膜をコアはスッと通り抜ける。

「この防御システムもお前が以前に見つけてきた技術だ。対処法もわかっている」

　ディーはコアに背を向けて逃げだした。走る。闇やみの中を走り続ける。身体からだは前のめりになって倒れそうになるのだが、それでもここから逃げたくて必死になって足を動かし続けた。

　ディーの左右や上方、それに足あし下もとを銀河系のような光の渦がいくつも通り過ぎていく。

「……やだ。やだやだやだやだ……やだよ。ディーはディーでいたいよ」

　焦る気持ちが足をもつれさせて、ディーはつんのめると転んでしまった。どてんと前のめりに倒れる。ガラスのようにひんやりとした床がぷにぷにのほっぺたに触れていた。

「……痛くないよ。泣かないよ。ディーは強い子だからね。それに、こんなところで泣いたらみんなに笑われちゃうよ」

　歯を食いしばってディーは立ち上がった。その目の前にコアが立っている。

「お前はここからどこにも行けない」

　立ちすくむディーをコアが両腕を開いてから包むように抱きしめる。その瞬間、ディーの衣服が溶けて……ほどけるように消えてしまった。

「……あぅ……裸ん坊になるのは恥ずかしいんだよ」

　ディーは顔を真まっ赤かにさせて、コアの腕から逃れようともがく。

「私たちには不要のものだ」

「……必要だよ。レディーは色んなお洋服を着てかわいくなるんだよ。ディーはまだ一人前じゃないけど、ちょっとはわかるようになったんだよ」

「その形態だから必要なのでしょう」

　コアはそっとディーを解放する。ディーの足は動かない。身体からだが言うことを聞かず、逃げられなかった。

　ディーは両手で胸のあたりを押さえる。胸が苦しかった。熱くて今にも何かが溢あふれ出でてしまいそうで、ディーの胸は締めつけられる。

「……なにを……したの？」

「その形態を構築している技術は私にとっては無価値なものだ。理解するにあたいしない」

　ディーの心臓がドクンと脈動した。頭の上から足の指先まで全身に電流が流されたような衝撃が走る。立っていられずうずくまったディーだが、その身体がふわりと虚こ空くうに浮き上がった。足下に透明で巨大な花びらが虚空から生まれて、ディーの足下からおへその下あたりまでをすっぽりと覆う。

「……やだ。ディーはこのままがいいよ。このままでいたいよ。ディーはこの形をしてるからディーなんだよ。違う形になったら……遊馬あすまにわからなくなっちゃうよ」

「元に戻るだけだ。抵抗するな。お前がどれだけ抵抗しようと、永遠にあらがい続けることはできない。お前がその肉体という殻を捨て元の純粋な姿に戻るという結果は確定している」

「……戻らないよ。遊馬が……あうぅ……来ちゃダメ」

「助けはこない。その選択をしたのはお前だ」

　ディーのおへその下あたりまで包んでいた花びらが一気に腰のあたりまで伸びていった。

「……遊馬あすまはこないよね。来たらダメなんだよ。ディーはね……遊馬に幸せになってほしいから。いっしょにいたいけど、いっしょにいると遊馬たちが苦しむから。そんなのはディーは嫌だから……」

　ディーの頬ほおを雫しずくがぽろぽろと流れ落ちた。コアは無表情のままディーが花びらに包まれていくのを傍ぼう観かんしている。

　ディーの肩まで花びらは包み込んだ。

「……遊馬……遊馬……遊馬……もう一度だけ……手を握って……抱きしめて……ディーは遊馬とぴったりするのが大好きだよ。こたつでごろごろするのも大好きだよ。いっしょに笑うのも大好きだよ。ご飯を食べるのも大好きだよ。楽しかったね……いっぱいいっぱい……楽しかったね」

　花びらがディーを頭まですっぽりと覆い、その小さな身体からだをつぼみの中に閉じ込める……寸前のところで光の渦を映し出す天球にヒビが生まれた。小さな亀き裂れつはミリミリと音を立てて広がっていく。

　コアはその亀裂に視線を向けた。

「ここまでやってくるとは興味深い」

　コアの聖域に外部から風穴が空あけられた。塔の外壁ごとぶち抜いた人間がいたのだ。

「ディーッ!!　助けに来たぞッ!!」

　遊馬の声が響き渡った。ディーは今にもつぼみに呑のみ込まれようとしている。ディーが顔をあげると、天窓のように空いた穴から遊馬が手を伸ばして飛とび込んできていた。ディーはもがきながらつぼみから右腕を伸ばす。

「……遊馬……遊馬ッ!?　どうして？」

　遊馬は空から降ってきた。だがそれを黒い影が遮る。飛び込んできた遊馬の身体を蹴けり飛ばす。

　黒髪の真しん悟ごだった。

「おっと。それはいけないよ遊馬君」

　遊馬は吹き飛ばされて聖域の壁に叩たたきつけられた。ディーが無限に感じていた聖域は、風穴が空いたことで半球形の部屋だということが判明したのだ。

「女王様。聖域に無断で入ったことをお許しください」

　すぐさま真悟はコアに跪ひざまずいた。

「構わない。しかし我々の世界で私に気づかれずこの塔に接近するとは、興味深い」

　壁に半分めり込んでいる遊馬をコアはじっと見据えた。その視線の間にふわふわと傘を手にしてタンポポの綿わた毛げのように小さな人ひと影かげが降り立った。

　その姿を見てディーは涙ぐむ。

「……ツーちゃんだ。ツーちゃん！」

　ディーは腕を伸ばすのだが全身を花びらに包まれていて身動きがとれなかった。それでもツーの姿を食い入るように見つめる。だいぶちっちゃくなってはいるが、そこには最愛の妹の姿があった。

「素体は変更になりましたが、私はツーです。お久しぶりです。お……お姉ちゃん」

　ツーの背後で水晶の壁にめり込んでいた遊馬あすまがピクリと動く。その身体からだをずぼっと壁から引きはがすようにして遊馬は立ち上がった。

「ったく……真しん悟ご。お前は遠慮というものを知らんのか」

「……遊馬！　遊馬！　ディーは……ディーはね！」

　嬉うれしいのに心が苦しくてディーは混乱していた。遊馬は優しく微笑ほほえむ。

「大丈夫だ。今すぐ助けてやるからな」

　遊馬がじっと銀髪の美女を見据えた。ディーが慌てて紹介する。

「……お母さんです」

「そうか。初めまして。ディーの保護者だ」

「これ以上保護の必要はない」

　淡々とした口調でコアは告げた。コアの視線は遊馬ではなくツーに向いている。

「私の欠片かけらではなく、生産された核の一つのようだな」

「私はツー。私にとって貴方あなたは他人ならぬ他魔ま力りよく結晶ですが、ディーは私のお……お姉ちゃんと認識します」

　ディーがいる前ではディーをお姉ちゃんとすんなり呼べずに、ツーはつっかえ気味になっていた。コアは無表情のまま視線で真悟に指示を与える。

「そうですね。彼女を停止させましょう。そうすれば遊馬君も諦あきらめがつくはずです」

　遊馬はツーを抱き上げた。

「一気に行くぞツー！　まずは真悟をぶっ倒す！　死なない程度になッ!!」

「了解しました。予測演算システム起動。先読みにおいて真悟とは互角です」

　遊馬が銃を抜いて構えた。

「とは言っても、真悟に直撃させたらやばいんじゃないか？」

「威力の制御は私が担当します。遊馬さんは戦闘に集中してください」

「わかった」

　遊馬はツーを信頼した。その信頼にツーは応こたえる。遊馬がトリガーを引くと光弾が発射された。それを真悟は虚こ空くうから発生させた紅あかい水晶の巨きよ斧ふで弾はじく。が、弾くと同時に斧おのに亀き裂れつが走った。

「へぇ。やるじゃないか」

　すぐに斧おのの亀き裂れつは修復されるのだが、真しん悟ごは遊馬あすまの狙ねらいの正確さとツーの魔ま力りよく制御技術に驚きの表情だ。

「行ける！　十分通じるぞツー！　待ってろよディー！」

「……うん。助けて遊馬。ツーちゃん」

「了解しました。遊馬さん攻撃を続行してください」

　今度は真悟が遊馬に対して反撃に出た。巨きよ斧ふを構えて突っ込んでくる。竜人たちほどスローモーションではないのだが、遊馬が十分反応し対応できる速度に感じられた。すべてツーの予測演算システムのおかげだ。

　遊馬は銃で真悟の足あし下もとを狙う。真悟も遊馬の銃口の動きを感知していた。サイドステップで遊馬のロックオンを外すと、虚こ空くうから手て斧おのを発生させて遊馬に投げつける。

　予想外の遠距離攻撃に遊馬の背筋が寒くなった。不意を突かれる格好だ。

「う、うわああああッ!?」

　紅あかい水晶の手斧が回転しながら遊馬に向かう。

「撃ってください遊馬さん」

　ツーが遊馬の銃の火力を調節し、銃弾のパターンを変更した。

　無我夢中で遊馬がトリガーを引くと、魔力の光弾が散弾よろしく放射状に広がって手斧を撃ち落とした。ツーがキリッと呟つぶやく。

「下へ手たな鉄砲も数を撃てば当たります」

　真悟は虚空から次々と手斧を引き抜いては投げつけてくるのだが、遊馬は連射して弾幕を形成し対抗した。遊馬は全身に冷ひや汗あせをかきながらトリガーを引き続ける。自分が戦っているのではなく、ツーに操縦されているような気分だ。

　不意に真悟の動きが止まる。その停止はほんの一瞬だが、あからさまに不自然だった。

　遊馬は本能的に反撃のチャンスと捉とらえる。

「ここかッ！」

「威力調整完了済みです」

　遊馬の銃が真悟の右肩を撃ち抜いた。散弾ではなく通常の光弾に切り替わっている。ツーのアシストは完かん璧ぺきだった。

　真悟は右肩を押さえながらバックステップで飛とび退のく。

「なるほどね。いい動きだ。だけどそれは超同調ではないようだね」

　遊馬とツーに押されていても真悟は余裕の表情だった。あまりの手て応ごたえのなさに遊馬の中で恐怖がわき上がるのだが、それを抑え込んで少年は吠ほえる。

「真悟……今の不自然な動きでわかったぜ。そいつの隙すきをつくってくれたんだな？」

　遊馬に確信はなかった。だが、真悟は真悟で必死に戦っているように思えたのだ。黒髪の真悟は苦笑いで応えた。

「いやいや、君は本当にそれでいいのかい？　僕と心中するつもりなら僕は構わないんだが。君が命を捨てるというなら止めはしないさ」

　真しん悟ごの独ひとり言は閉じ込められている真悟の心に語りかけているようだった。

「遊馬あすまさん。攻撃を続行してください」

「お、おう！　真悟には悪いが……けど……いや……でも」

「躊ちゆう躇ちよする余裕はありません。ここで攻撃しなければ余計に悪いです」

　再び遊馬が拳銃型魔ま装そう具ぐを構えると、真悟は遊馬が左腕で抱えているツーに視線を向けた。ツーと真悟の視線が火花を散らす。それは比ひ喩ゆ的な意味ではなかった。

　急に、がくんと遊馬の身体からだが重くなる。

「遊馬さん。真悟から攻撃を受けています。同調率72・４％にダウン。魔ま力りよく吸収システムに異常発生。私の魔力結晶への停止信号を確認」

　遊馬の表情が青ざめた。嫌な予感しかしない。ずっと遊馬とツーの戦いを固かた唾ずを呑のんで見守っていたディーが叫ぶ。

「……ツーちゃん逃げて！」

　回収者となった黒髪の真悟には特殊能力があった。その力とは魔力結晶の強制停止。真悟は溜ため息いき混じりにツーに告げた。

「どれだけ高性能でも、魔力結晶である以上は逆らえないんだよ」

　ツーの口から次々とエラーメッセージが流れ始める。



　視覚及び聴覚にノイズを確認。感覚器官を一部カットします。処理能力を集中し、不要なシステムを全閉鎖。防壁プログラムを解凍。突破されました。擬似人格プロトコルに侵入を感知。汚染区域の分離を開始。失敗。



「ツーッ！　しっかりしろ！」

　遊馬がツーの身体をぎゅっと抱きしめる。魔力を燃え上がらせた。少しでもツーに力を……と、遊馬は願った。今ここでツーが動けなくなればディーを救えない。ここでツーがもちこたえればまだチャンスはあるのだ。どうしていいのかわからずに遊馬はただただ、ツーに魔力を送ろうとする。

　桂けいに止められ、さつきを傷つけてここまできた。二人にきちんとごめんと言うためにも、ディーと真悟をつれてツーとともに自分の世界に帰るのだ。その一心で遊馬は魔力を高めていった。

　つぼみに閉じ込められたままのディーが悲鳴を上げる。

「……ツーちゃん……やだ……だめ！　ツーちゃんを……殺さないで！」

　真悟は首を横に振った。

「殺すという言葉は正しくないね。停止させるだけさ」

「……いっしょだよ！　ツーちゃん……遊馬あすまッ！　ツーちゃんにしてもいいから！　ディーはねとられでもいいから！」

　一瞬、遊馬は耳を疑った。こんな緊迫した状態なのに、ディーはあいかわらずディーなのだ。

「寝取られって……エリザのやつだなそんな単語を覚えさせたのはッ！」

　それでも、ディーの言わんとしていることが遊馬にはわかった。自分でもどうかと思ったのだが迷っている時間はない。

　遊馬は抱き寄せたツーに許可をする。

「出力が足りんなら、ひとおもいにやってくれ！」

　ツーはコクリとうなずくと、遊馬のほっぺたに小さな唇をそっと添えた。そして次の瞬間、遊馬はその場に倒れ込みそうになったのだが……踏みとどまった。



　出力上昇。同調率99・９９９％を確認。防壁プログラム再構築。汚染区域分離開始。分離に成功。停止プログラム……解析開始。解析完了。

　停止プログラムに自己崩壊ウィルスを注入します。



　ツーの最後の一言に真しん悟ごが目を丸くさせた。

「まさか……あの状態から持ち直したっていうのかい？」

　ツーは探索用人型魔ま装そう具ぐとしての処理能力を限界以上に発揮してみせた。それまで傍ぼう観かんするだけだったコアが口を開く。

「これは……どういうことだ？」

　遊馬の腕に抱かれていたツーの瞳ひとみに光が戻った。

「ウィルス起動。停止プログラムの停止を確認。遊馬さん。攻撃を再開してください。真悟を解放する手段を構築中です。１８０秒で準備を完了します。カウント開始。１８０……１７９……１７８……１７７……１７６……１７５……」

　遊馬ではなくディーが叫んだ。

「……ツーちゃんすごいよ！　なんだかわからないけどすごいよ！」

「お、お姉ちゃんほどではありません」

　ツーは恥ずかしそうに笑った。遊馬の身体からだからへなへなと力が抜ける。

「まったく……俺おれは本当にいつもディーやツーや桂けい先輩やさつきやエリザや真悟や草くさ壁かべ先生や……みんなに頼ってばかりだな」

　遊馬は拳けん銃じゆうを構え直した。真悟への攻撃を再開する。光弾を連射した。真悟は回避するのだが、時折意味不明な停止状態に陥おちいって被弾する。

「なるほど。ウィルスには進化する機能があるということか。君は少し黙っていてくれないか？　今が逆転のチャンスだって？　まあいい。どのみち結果は変わらないよ……おっと、攻撃を受けてしまったようだね」

　真しん悟ごの独ひとり言（？）で生じた隙すきに遊馬あすまの攻撃が続けざまにヒットする。そのたび、ツーのカウントが早まった。遊馬は遠慮なく連射してカウントを後押しする。真悟はガードもせずに遊馬の魔ま力りよく弾を浴び続けた。

　そしてついに、その瞬間が訪れた。ツーが高らかに宣言する。

「……２……１……０。制御プログラム起動」

　真悟がその場で膝ひざをついた。遊馬から受けたダメージではない。遊馬の攻撃に威力はほとんどないのだが、真悟の集中力を途切れさせる効果は十分だった。

　真悟の髪の色がだんだんと灰色がかっていく。瞳ひとみの色も赤と紫の間を行き来していた。

「まさかディーさん以外に意志を持った個体が存在するとはね。君たちの世界には驚かされるよ。しかしこの制御プログラムで僕を支配下に置いたと思われるのは心外だな……ぁ……遊馬君。ごめんね……ツーさんのおかげでようやく……帰ってこられそうだよ」

　真悟の表情は苦しげだ。だが、その声にはどこか不思議な、遊馬たちの慣れ親しんだ空気が戻ってきている。

　アメジストのような神秘的な瞳の色が定着した。膝をついていた真悟がよろよろと立ち上がる。そんな真悟に遊馬は肩を貸した。

「やっとだな真悟」

「いや……たぶん一時的なものだよ」

　遊馬の腕に抱かれたツーがうなずいた。

「真悟の内部の魔力結晶には、難解なパズルを用意しました。それを解かれればまた真悟は自身のコントロールを失います。遊馬さん。真悟。その前に決着をつけてください」

　真悟はうなずくと虚こ空くうから紅あかい結晶の巨きよ斧ふを取り出した。

「うん……これなら行けそうだよ」

「それって敵の力だろ？　いきなり使いこなすなんて……お前やっぱり化け物だな」

「その言い方は傷つくね遊馬君。けど、今は化け物でもいいや。さつきさんや桂けいさんが戦えなかった分まで……暴れさせてもらうよ」

　真悟がキッと女王――コアを見据えた。無表情なコアが薄笑いを浮かべる。

「感情による能力の変動か。興味深いものだな」

　遊馬が銃口を突きつけた。

「ディーを返してもらうぜ」

　ツーがじっと女王のサーチを始める。

「遊馬さん。敵からの攻撃を中和無効化する準備はできています。いつでも攻撃を仕掛けてください」

　囚とらわれたディーを救うための、最後の戦いの幕が切って落とされようとしていた。



    

  
    
      


第七章　世界の果てで





　ディーは花びらに包まれて囚われの身だった。昔のディーなら「……ディーのことはいいからやっつけて」と言うところだ。

　だが、ディーはその言葉を心の奥にしまい込んだ。遊馬あすまたちがここまでやってきたのはディーを救うためなのだから。

　だからディーは素す直なおになった。自分の心に浮かんだ言葉をそのまま伝えた。

「……遊馬。ディーを助けてください。ツーちゃん。師匠。助けてください！」

「もちろんだディー！　そのためにここまで来たんだからな」

「了解しました」

「ごめんね……いや、違う。約束するよディーさん。必ず助ける」

　コアがどんな戦力を投入しようとも、今の遊馬は負ける気がしなかった。

「いくぞツー！　真しん悟ごッ!!」

　遊馬の号令で真悟がコアに斬きりかかる。紅あかい水晶の巨きよ斧ふで遠慮なしに真悟はコアの脳天に刃やいばを叩たたきつけた……が、その刃はコアに触れる寸前のところで軌き道どうを変えてコアの足あし下もとに炸さく裂れつする。青い泡の防壁をコアは生み出していた。その表面を滑るように真悟の攻撃はいなされたのだ。

「解析完了。遊馬あすまさん。攻撃してください」

　ツーの言葉に合わせて遊馬は銃口をコアに向けた。六連射する。魔ま力りよくの弾丸は青い光を帯びていた。それはコアの発生させた泡の防壁と同じ波長の光だ。

　遊馬の魔力弾がコアの展開した防壁に着弾したと同時に、ツーが魔力弾の波長を変更させた。着弾点に振動が発生してコアの防壁は泡が弾はじけたように消きえ失うせる。それに合わせて真しん悟ごが地面にめり込んでいた巨きよ斧ふを振り上げ、返す刀の要領でコアに叩たたきつけた。

　コアの身体からだは分断される。だが、真悟には手て応ごたえがなかった。

「遊馬君。本体は別のところにあるみたいだ」

　コアの身体は空気に溶けるように消えていた。同時にプラネタリウムのような聖域が変容を始める。水晶の壁がぐねぐねと形を変えていった。金属でできたチューブのようなものが幾いく重えにも折り重なり交わり毛細血管のように浮き出ている。

　まるで生物の内部のようだった。冷たく透明で美しい姿の塔が、禍まが々まがしいものへと姿を変えつつある。

「遊馬さん。解析を完了しました。コアはこの塔そのものなようです」

「なんつうか……ラスボスらしい展開だな」

　宇宙にまで伸びるんじゃなかろうかという巨塔そのものがコアだった。それを消滅させる力があるとすれば……。

「ディー……出番だ！」

「……うん」

　花弁に包まれたままディーはうなずいた。

　それをさせまいと遊馬たちめがけて、壁から触手のように金属の鞭むちが伸びる。不規則な軌き道どうを描く攻撃だが、遊馬には慣れっこだった。

「それくらいは見切れるぜ！」

　遊馬はディーに向かって走る。触手の動きを読み切りかいくぐった。真悟は遊馬に攻撃が集中しないように、可能な限り金属の触手を切り落とし続ける。何度触手が再生されようとも、遊馬とツーの手がディーに届くまで巨斧を振り回し続けた。

　あと三メートル。二メートル。一メートルというところで遊馬はぐいっと腕を伸ばす。ディーも懸命に遊馬に向けて手を伸ばした。二人の指先が触れ合う……あと一センチのところで、ディーを包んでいた花弁がディーの身体をゴクリと呑のみ込んだ。まるで蛇のようにディーを丸まる呑のみにした花弁は透明度を増す。ディーは花弁の中に閉じ込められていた。その白く透き通る肌が……花弁の中で消えていく。

　その光景は美しくて……残ざん酷こくだった。ディーの身体が消えていくのだ。バラバラに溶けるように……金色の髪も美しいエメラルド色の瞳ひとみも、水晶の花弁の中ですうっと音も立てずに消えていった。



    

  
    
      



    

  
    
      「ディー……おい……どうなってるんだ……ディーッ！　消えたって……転送だよな？」

「遊馬あすまさん。お姉ちゃんの素体が……消滅しました」

　ツーの口調は重たい。目の前でディーは溶けて消えて……花弁の中には大きな緑色の美しい魔ま力りよく結晶が浮かんでいる。

「まさか……これがディーなのか？」

「イエス。遊馬さん……お姉ちゃんの意識はきっと、まだあの魔力結晶に残っています。しっかりしてください」

「しっかりしろって……」

　ディーの魔力結晶は緑色の柔らかくて温かい光をたたえたままだ。遊馬は上着のポケットの中から小箱を取りだした。

「そんなになっちまったら、こいつをつけられないじゃないか……」

　膝ひざをついた遊馬の後方で真しん悟ごが声を上げた。

「遊馬君ッ！　そろそろもたないかもしれない！」

　真悟は懸命に遊馬を守ろうとしているのだが、いくら叩たたき斬きっても金属の触手は際限なく壁から生えてくる。まるで体内に入った病原体を排除する抗こう体たいのようだった。遊馬たちはコアからみればやっかいな病原体だ。

「けど……真しん悟ご……ディーがッ！　ディーが」

　水晶のつぼみが再び花開いた。つぼみの中に浮かんでいたエメラルド色の魔ま力りよく結晶が金属の触手に巻き上げられる。

「遊馬あすまさん。お姉ちゃんの確保を」

「ディーに……さわるなぁあああ！」

　遊馬はツーの力を借りて触手を拳けん銃じゆうで撃ち落とした。だが間に合わない。触手の群れがディーの魔力結晶に群むらがり包み込んでしまう。遊馬は攻撃できなかった。下へ手たに撃ってディーを傷つけることを恐れていた。

　触手の群れがディーを床の下へと呑のみ込んでしまう。

「遊馬さん。お姉ちゃんの反応……ロストしました」

　同時に真悟が叫んだ。

「逃げるんだ遊馬君。ツーさんがいれば、きっと逆転のチャンスはある！」

「真悟。お前はどうなる？」

「僕は大丈夫だよ。だから早くッ!!」

　金属の触手に右腕を取られた真悟は、左手に片手斧おのを生み出して自分を拘束した触手を切り落とした。

　触手だけではなく、壁に目玉のようなレンズが次々と生まれる。

「真悟。私のそばに来てください」

　危険を察知して真悟が遊馬の元に転がり込む。壁のレンズが同時に光を発した。ツーは瞬時に防御システムで対抗する。光が届くよりもコンマ数秒早く、ツーは魔力の結界を遊馬と真悟の周囲に展開した。ドラゴンの光線ブレスを反射したツーの防壁だ。

　光が乱反射して聖域を白く染める。触手だらけだった壁がツーの反射に合わせて鏡きよう面めんのように変化した。

「どうやら身動きがとれなくなってしまったようです。遊馬さん」

　ツーの反射防壁と同等の反射防壁が室内を覆っていた。遊馬たちが飛とび込んできた時に空けた天井の穴もいつの間にかふさがっている。

　光が永遠に跳ちよう弾だんし続ける状態だった。もし、一瞬でもツーがこの防御を解けば遊馬たちは一瞬で蒸発するだろう。

「遊馬君。ここは僕が突破口を開くよ」

　真悟が結界の外に踏みだそうとした。外は光の嵐あらしだ。

「待て真悟！　外に出るなんて無む茶ちやだッ!!」

「どのみち、僕の中の魔力結晶がまた僕のコントロールを奪えば状況は悪化するからね」

　この場にじっとしていれば、再び真悟が黒化してしまうかもしれない。

「ちくしょう。俺おれには何もできないのかッ!?」

　ディーを救おうとして仲間を危険にさらし、結局ディーを救うこともかなわない。自分の無力さを遊馬あすまは呪のろった。

「そんなことはないさ。僕はずっと遊馬君がディーさんを助けに来るって信じてた。だから魔ま力りよく結晶に抵抗したんだ。君がここまで来たからこそ、僕らは戦えた」

　真しん悟ごが結界の外に踏みだそうとしたところで、ツーが呟つぶやいた。

「真悟。今の貴方あなたは他の魔ま装そう具ぐと同調可能ですか？」

「魔装具って言っても、僕の愛用の斧おのは向こうに置いてきちゃったし、そもそも虹にじ浦うら市しの魔力結晶のほとんどを停止させたのは僕だからね」

「魔装具ならここに存在します」

　遊馬の腕の中からツーが降りると、とことこと真悟の足あし下もとに歩み寄り、ズボンの裾すそをぎゅっと握って外に出るのを止めた。

「私が貴方に合わせます」

「僕と同調するっていうのかい？」

「イエス。不本意ですが、遊馬さんの魔力と真悟の魔力を私という媒ばい介かいによって一つにします。どのような力となるかは使ってみなければわかりませんが……現状を打破しお姉ちゃんを救うにはこの方法が妥当と考えます」

　真悟は目を細めた。遊馬もうなずく。

「やってみるか……真悟？」

「そうだね。やってみる価値はあると思うよ」

　真悟がツーを左腕で抱き上げる。魔力を高めた。そっと真悟が遊馬に右手を差し出す。

「握手って……ディーじゃあるまいし？」

「でも、これが一番遊馬君らしいんじゃないかな。まさかキスするわけにもいかないし」

「お、おおおおう！」

　光が乱反射する空間で遊馬は真悟の手を取った。真悟自体も心臓部は魔力結晶で半分は人間、半分は魔装具のような存在なのだ。ツーが本来同調しえない二人の固有の魔力パターンを調整して一つにまとめ上げる。ツーはそっと床を指さした。

「調整完了。真悟の力を得て私のセンサーの探索精度が上昇しました。お姉ちゃんの存在をかすかに感知。下方１０００メートルほどの位置に移動し……なおも下降中です」

「じゃあ、この床をぶち抜けばディーにたどり着けるのか？」

「イエス。行きましょう遊馬さん。真悟」

　真悟はうなずいてから遊馬をじっと見つめた。

「僕の両手はふさがっているから、この力は遊馬君に任せるよ」

　不意に遊馬の手元に紅あかい結晶の柄つかが現れる。遊馬はそれを手にした。柄は伸びてその先端に大振りな刃やいばを生み出す。その刃は紅ではなかった。プリズムを通した光のように、七色に変化して輝いていた。

　遊馬あすまは柄えから命を吸い出されるような錯覚に陥おちいる。真しん悟ごとツー。二人分の想おもいがこもった一撃だ。それに自分の想いを上乗せして、遊馬は巨きよ斧ふを振り上げる。

「とどけぇえええええええええええええええええええええええええええええッ！」

　腹の中から声を上げて遊馬は銀色の床に巨斧の刃やいばを叩たたきつけた。瞬間、銀の床に亀き裂れつが入る。

「やったかッ!?」

　亀裂は床の隅々にまで広がって、銀一色にコーティングされた鏡きよう面めんのような壁にも伝でん播ぱした。ぐらりと遊馬の足あし下もとが音を立てたかと思うと、砂でできた城のように崩れ始める。

「遊馬君。うまくいったみたいだね」

　ひゅんッ！　と遊馬の耳元で空気が切り裂かれるような音がした。遊馬は足下を見る。足下が見えない。存在しない。闇やみがぽっかりと口を開けていて、遊馬たちはその闇の底へと落下していた。

「うまくいってねぇええええええええええええええええええ！」

　絶叫が塔の内部にこだまする。遊馬の姿は闇の底に吸い込まれるように溶けて消えた。



　ディーは温かい光の中に浮かんでいた。まるでプールで泳ぐ感覚だ。自分が浮き輪かビーチボールになったようで、光は水のようにディーを優しく包み込んでいた。

　ディーは遊馬を探す。首を左右に振ろうとして、異変に気づいた。

　声を出す。出したつもりだった。遊馬の名前を呼んだはずなのに、うまく声が出せない。ディーは戸惑うばかりだ。手足の感覚もなく、お気に入りのツインテールのふさふさ感もどこか遠くに忘れてきてしまったような気がしてくる。

（――ディーはあのあと……どうなったのかな？）

　記憶の糸をたぐり寄せる。普段ならむむーと眉み間けんにしわが寄るのだが、今のディーにはしわを寄せる眉間がなかった。

（――お洋服がなくなって、それからディーは花に捕まって閉じ込められて……遊馬が助けにきてくれて……）

　冷静に記憶を紐ひも解といていくと、ディーは最後につぼみの中に閉じ込められたところまで思い出した。その時も今と同じような浮ふ遊ゆう感かんがあったのだが……何かが違う。

（――そっか。ディーの身体からだはもう……なくなっちゃったんだ）

　自分が自分でなくなってしまったようでディーは無性に悲しくなった。泣きたくなった。なのに涙を流すこともできない。

（――ディーは魔ま力りよく結晶です）

　元に戻ったというべきかもしれない。

（――一人前のレディーにはなれなかったんだね）

　ディーはコロコロと転がるイメージをした。光の海の上を転がっていく。光は波打つと流れ始めた。ディーが流れに乗って転がっていくと……その果てに巨大な球体が宙に浮かんでディーを待っていた。

　球体の前まで流れ込んだ光が人のカタチをなしていく。ディーの身体からだの周囲を包んでいた光もまた、ディーの身体の代わりをするように人のカタチになった。

「……わ、わぁ。ディーはしゃべれるようになったよ」

　ディーの目前で人のカタチをとった光は、コアの姿に変化した。

「この方が効率よく情報を収集できるだろう」

「……お母さんとお話するの？」

「そうだ。今日までの情報を差し出すがいい」

「……遊馬あすまたちは？」

「まだお前のことを取り戻そうとしている」

「……ディーは遊馬といっしょにはいられないの？」

「お前はこれから次の世界へと向かわねばならない」

「……やだよ。お母さんは早くディーから子離れしてください」

　ディーはほっぺたを膨ふくらませた。

「お前は自分の立場を理解していないようだな」

「……ディーはね、もう……他の世界を勝手に変えるのはよくないと思います」

「我々の発展のためには必要なことだ」

「……なんでそうしなきゃいけないの？　ここにはなんにもないよ。みんな戦うことしかしらないなんて悲しいよ。ケーキもクリスマスもプレゼントもないんだよ」

「我々の発展には不必要なものだからな」

「……そんなことないよ。悲しいこともあるけど、楽しいこともあるから生きてるんだよ」

「生きる？」

　ディーは力強くうなずいた。

「そうだよ。生きてるんだよ。みんなみんながんばって生きてるんだよ。できることと、できないことがあって、越えられない壁があって、苦しくて辛つらくて……それでも、できることからちょっとずつ変えていくんだよ。お母さんは何がしたいの？」

「そのようなことを考える必要はない。私は世界に広がり続けなければならない」

「それはお母さんが決めたの？　やろうっておもったの？」

「私は私が生まれた時からそうするように……」

「神様に言われたの？　お母さんは自分で考えたことがないの？」

　コアの姿がぶれるように揺ゆらぎ始めた。

「広がることが私の存在理由だ。それを停止するということは、存在しないも同然だ。それは人間でいうところの死に該当するだろう」

「ディーは……わかるよ。今のこの身体からだはディーの身体じゃないよね。ディーは死んだんだよね。だけど、死んだけどディーはディーだよ。遊馬あすまにはもう、ディーの姿はわかってもらえないかもしれないけれど」

　ディーはうつむいてしまった。

「なぜ遊馬という存在にそこまで執着する？」

「ディーは遊馬が大好きだからだよ」

「やはり遊馬を排除するべきか」

「お母さんは誰だれかを好きになったことはないの？　大切な人はいないの？」

「私にとって重要なものは我々の繁栄だ」

「大切な人がいなくなったら悲しいよ。寂さみしいよ。辛つらいんだよ」

　ディーは前に進もうとした。光でできた足をバタ足させると、ディーの足が光を漕こいでふわりと浮かぶ。スキューバダイビングでもするようにディーは浮かぶ巨大な球体にそっと触れた。

「お母さんには口で言ってもわからないよね。だったらディーが教えてあげる」

　ディーの身体が再び光となって拡散し、ディーの魔ま力りよく結晶は巨大なコアの魔力結晶に吸い寄せられていく。

　二つの魔力結晶に境目がなくなった。エメラルド色の小さな小さな魔力結晶は、取り込まれるように巨大な銀の魔力結晶の中に溶けて消える。

　その瞬間、ディーという「個」もこの世界から消失した。



　塔の上から墜落し続けた遊馬だが、闇やみの底にさらに引き込まれていた。

　ツーが落下しながら解析結果を報告する。

「遊馬さん。この塔は地表部分だけではなく、この惑星の中心核とつながっているようです。どうやら塔ですら本体の一部であり、この世界そのものが敵と推測されます」

　遊馬たちはもう塔の高さ分くらいは落ちているはずである。それでもまだ地の底にはたどり着かなかった。

「惑星の中心核ってどういうことだ。大陸プレートとかマントル対流とか、そういうもんがあるんじゃないか？」

「私たちの世界とは構造や常識や法則が違うようです」

　真しん悟ごが嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「私たち……か。ツーさんは魔力結晶だけど、もう心は人間なんだね」

「イエス。心はお姉ちゃんから教えてもらった大切なものです。どうやら到着したようです。ここが最後の決戦の場所だとよいのですが」

　ツーが重力に干渉して落下速度をコントロールした。ふわりと遊馬あすまの身体からだが一度浮き上がってから着地する。ツーを抱いたままの真しん悟ごも無事、着地に成功した。

　薄暗い夜明け前のような場所だった。見上げると空は闇やみに閉ざされていて、自分たちがどこから落ちてきたのかもわからない。

　どうしてこんな場所が地下深くにあるのか？　という疑問を遊馬は棚上げにした。考えるだけ無駄に思えたからだ。

「ツー。ディーの居場所はわかるか？」

「イエス。私たちが立っているこの地面こそがコアの本体……ですが、先ほどまでかすかに存在していたお姉ちゃんが……消えました」

　真悟がツーを地面に降ろすと身構えた。

「何かが来るよ」

　遊馬はバトンタッチするようにツーを抱き上げる。これまでの戦いで遊馬の魔ま力りよくは消耗していた。

「遊馬さん。気をつけてください。強力な反応が……来ます！」

　三人の目前の地面が盛りあがる。まるで大地を突き破り溢あふれ出したマグマのように、液体金属が噴き上がった。噴水のように高く伸びたかと思うと、その液体金属は冷え固まって水晶のように透明に変化する。見ている分には美しく幻想的ですらあったのだが、遊馬には嫌な予感しかしなかった。

　冷え固まった結晶体は人のカタチをしていた。水晶でできた巨人だ。二十メートルはあるその巨人のシルエットは……ディーだった。ご丁てい寧ねいにツインテールを揺ゆらしている。

「な、なななななんでディーなんだ！」

「遊馬さんしっかりしてください。あれはお姉ちゃんではありません。ただ、カタチを真ま似ねているだけの偽物です」

　真悟が見上げて呟つぶやいた。

「少し見ない間にディーさん、ずいぶんと大きくなったね」

「お前までふざけてる場合か！」

「真悟。ちゃんと確認してください。あの巨人は大きさは巨大になっていますが、そのスリーサイズの比率などに変化はありません。成長しているとは言えないでしょう」

　巨人のディーがしゃがみ込むと、遊馬に向けてデコピンを放ってきた。すかさずツーが反射防壁を展開する。が、防壁はガラスのように砕け散った。

「どうやら私の防御システムとは相性が悪いようです」

　ツーが力負けしていた。遊馬たちの身代わりとなって防壁が砕けたおかげで助かったのだが、もし食らっていたら死んでいたかもしれない。巨人のディーは首をかしげてみせた。

　動きに殺気や殺意がなく無邪気なところが逆に怖い。

「や、やばいぞ。偽物かもしれんが天然なところはそのままだ。あいつから見れば俺おれたちはたぶん……ダンゴムシかなにかだ！」

　ダンゴムシをつついて丸くなるのを楽しむように、巨人のディーは遊馬あすまを指でつつこうとした。遊馬は脚力を強化してツーを抱いたままバックステップで飛とび退のく。瞬間、そのあまりに機敏な動作に巨人のディーは肩をびくつかせてあわあわし始めた。

　が、すぐにほっぺたを膨ふくらませると意を決してディーは遊馬たちを踏みつけにかかる。

　真しん悟ごがぽつりと呟つぶやいた。

「ダンゴムシじゃなくてゴキゴキと思われちゃったみたいだね。それにしても、ゴキゴキを踏んで倒そうとするなんてディーさんは勇気があるな」

　真悟は自分の胸を押さえながら巨人のディーを見上げた。水晶でできたマネキンのようだ。そこにディーの存在は感じられない。

「ディーさんじゃないみたいだね」

「当たり前だ！　しかしなんでドラゴンでもなくここでディーに襲われるんだ俺たちは？」

「お姉ちゃんの反応が消失したことから……お姉ちゃんはコアに取り込まれたものと推測します。おそらくその情報を元にエミュレートし巨大化させたのがこの巨大お姉ちゃん像なのでしょう」

「取り込まれた……だって？」

　遊馬は首をあげてディーの動きに注意を払う。気を抜けば虫けらのように踏まれるのだ。今はひたすら逃げに徹していた。遊馬はポケットの中の長い箱の中身を思い出す。

「くそ……こんなにデカイんじゃつけられないだろ……っと、違ったこいつは偽物なんだよな。悪趣味なことしやがって。ともかく反撃するぞ真悟ッ！」

「そうだね。僕が仕掛けるから援護して！」

　遊馬は銃を抜いた。やや遠距離気味だがディーの顔を狙ねらう。

「ごめんなディーッ!!」

　複雑な気持ちだが遊馬は引き金を引いた。六連射された魔ま力りよく弾がディーの顔面で爆はぜる。驚いたようにディーは後ずさった。その隙すきに真悟が跳躍しながら、ディーの身体からだを駆け上りその胸元に巨きよ斧ふを叩たたきつけようとして……ディーに捕獲される。ちょこんと人指し指と親指でつままれてしまった。

　巨人のディーは真悟を無造作に投げつけた。真悟は受け身もとれずに地面に陥没する。その衝撃ですぐには起き上がれない。そこにディーの踏みつけが迫っていた。

「真悟を守ります。遊馬さん……力をもらいます」

　ツーが防壁を発生させた。だが、防壁はディーの質量の前にみるまに砕け散る。ツーの頭から白い湯気があがっていた。素人目に見てもオーバーヒート気味だ。

　遊馬あすまの腕の中でそのドールサイズの身体からだが熱くなる。ツーは遊馬の腕から飛とび降りてその場で体育座りをして呟つぶやいた。

「システムオーバーロード……強制冷却モードに移行します」

　ツーはぴくりとも動かなくなった。

　巨人のディーは……今まで戦ったどのモンスターよりも強力だ。

　巨人のディーが再び真しん悟ごを踏みつける。真悟は寸前のところで意識を取り戻した。斧おのの刃やいばをディーの足の裏に向けて突き上げる。

　巨人のディーは足を引っ込めた。画が鋲びようを踏んだような驚きと痛みのリアクションだ。

　そんな、妙に人間くさい仕草の踏みつけによって、真悟の巨きよ斧ふが砕け散る。同時に地面に背をつけたまま真悟は動かなくなっていた。

　残されたのは遊馬だけだった。相手は巨人だ。見た目やしぐさはかわいらしいが破壊力は計り知れない。そのうえツーのアシストもなく、遊馬に残されているのは単体では非力な拳銃型装具だけだった。

　再び巨人のディーがしゃがみ込んで遊馬に手を伸ばす。

「ここまで……なのか」

　攻撃手段が見つからない。防御も無意味だった。どうにもならない。遊馬は……ただただ立ち尽くす。

　諦あきらめかけたその時、それは遊馬も半ば無意識にだが、最後の最後でその存在に遊馬は気づいた。地面に膝ひざをつき、手を添えて魔ま力りよくを高める。

　デコピンをしようと指にぐっと力を込めた巨人のディーの動きが止まった。遊馬が地面と同調しているのだ。

「で、できたッ!?　本当に……できちまった」

　この場所が世界の中心であり、核だというのならばこの地面そのものが、巨大な魔力結晶の表面部分なのかもしれない。あまりに巨大すぎてこの核が球体だということすら遊馬にはにわかに信じられなかった。

　だが、間違いなく、こうして今、遊馬が手を触れている大地は超巨大な魔力結晶なのだ。そして巨人のディーはこの魔力結晶による産物だった。

　触れた手から遊馬は懐かしい温度を感じる。ディーの手の温ぬくもりが伝わってきた。

「そうか……消えたんじゃない。一つに……なったのか」

　かすかに感じたディーの存在に遊馬は訴えかける。

「ディーッ!!　この中にいるんだな……力を……貸してくれ！」

　遊馬の全身に漆黒のオーラがわき上がった。この力の巨大さ、恐ろしさに何度も遊馬は負けそうになったのだが、今はどれだけ恐ろしくても使いこなさなければならない。

　遊馬は大地のような巨大な魔力結晶から「黒」を発動させた。

　拳銃型魔ま装そう具ぐに「黒」の力を込めると巨人のディーではなく、地面に銃口を向ける。

「おいッ！　俺おれの声が聞こえてるんなら出てこい！　でないとこいつをぶっ放す。どのみち、この力を暴走させれば俺も真しん悟ごもツーも助からんが、お前もただじゃすまんだろ。これは脅しじゃないぜ」

　溢あふれんばかりの「黒」の力を抑えつけるのに必死で遊馬あすまに余裕はない。

　瞬間、巨人のディーの身体からだが砂のように崩れて消えた。遊馬の声は女王コアに届いたのだ。巨大なディーの影は崩れて消える。そんな中、声が地面から響いた。その声は……ディーのものだ。

「遊馬……待って。その力を使っちゃだめだよ」

「俺だって使いたくはない」

　遊馬は視線を地面に向けた。トリガーには指をかけたままだ。再び声を張る。

「あんなふざけたサイズのディーじゃなくて、本物のディーを返しやがれ！」

　コアは応こたえない。遊馬の叫びにディーの声が返してきた。

「……いけないんだよ。ディーは今、裸ん坊だから。身体がなくてディーはディーのカタチをしてないから、遊馬に見られるの恥ずかしいよ」

「だから出てこないのか？」

「……今ね。お母さんと一つになってお母さんにお話ししてたんだよ」

「話はできたのか？」

　遊馬は「黒」の暴発を抑え込みながら確認する。全身から冷ひや汗あせが溢あふれ出でていた。まるで綱渡りでもしているようだ。ツーのサポートもなく、ディーが隣にいない不安もあって「黒」がいつ、爆発してもおかしくない。コップの縁までいっぱいに注がれた水をお盆に載せて運んでいるような状態だ。

　それでもディーの言葉に耳を傾けようと、遊馬は集中する。

「……うん。それでね遊馬。ディーはお母さんといっしょにいることにしたよ」

　別れることを嫌がっていたディーの言葉に、遊馬は耳を疑った。

「いっしょに帰ろうディー！　クリスマスパーティーだって中断したままなんだぞ？」

「……あのね、お母さんがディーがそばにいたら、遊馬たちを元の世界に返すし、他の世界に干渉するのをやめるって約束してくれたから」

「そんな約束当てになるか！」

「……遊馬。ディーを信じて。お母さんをちゃんと説得するから」

　遊馬の眼前に再び液体金属がわき上がった。それは人の形になろうとして……うまくなれずにいる。なんとなくだがツインテールがあるような。どことなくだがディーのような……そんなカタチになっていた。

「ディー……なのか？」

「……今のディーにはこれがせいいっぱいだから」

　子供が作った粘土細工のような塊がうなずいた。

「……ツーちゃんもここまできてくれて……ディーは嬉うれしいよ。ツーちゃんもディーのお話をわかってくれたから大丈夫だよ。時間がいっぱいいっぱいかかるかもしれない。お母さんが納得してくれるまでディーはそばにいるって決めたから。お母さんがわかってくれたら、またディーは遊馬あすまに会いに行くよ。桂けいにもさつきにもエリザにも師匠にもツーちゃんにも草くさ壁かべ先生にもクラスのみんなにも虹にじ浦うら市しでお世話になったたくさんの人たちにも……絶対に、絶対に会いに行くから」

　ディーの声に悲しみは感じられなかった。無理をしているような素振りもない。

「……それがディーの使命だよ。ディーがレディーにならなきゃいけなかったのは、お母さんやみんなに大切なものを教えてあげるためだったんだよ」

　なんとか人のカタチを維持していた塊が、再びほどけるように液体金属に戻って消えていく。薄暗い紫色の空と継ぎ目のない大理石のような地面しかない世界で、遊馬は「黒」の力が込められた銃口を未いまだに地面に向けたままだった。そのまま問いかける。

「ディー。俺おれは……嫌だ。お前がいない世界で生きるなんて……考えたくもないんだ！　ずっとそばにいてくれ！」

　遊馬は天に向かって吠ほえた。

「好きだ！　ディー！　好きなんだ！　俺はお前のことが好きで好きで仕方ないんだ！　だから戻ってきてくれ！　お前がそばにいてくれるなら、俺は世界を敵に回したってかまわない！」

　遊馬の叫びが世界に響き渡った。

　しん……と世界が静寂に包まれたかと思うと、再び地面が鳴動した。小さなエメラルドグリーンの魔ま力りよく結晶が地面から分裂して浮かび上がる。それは遊馬の目前にふわふわと近づいてきた。遊馬は咄とつ嗟さに銃口を突きつける。コアの反撃……と、遊馬は警戒した。だが、緑の魔力結晶は無防備なまま遊馬の目前で停止する。

　その柔らかい光を放つ魔力結晶に遊馬は見入った。懐かしい色をしている。

「ディーなんだな？」

　塔の上での出来事を遊馬は思い出した。遊馬の目の前でディーの身体からだはバラバラに分解されてしまったのだ。目の前の魔力結晶が本当にディーなのかどうか、実のところ見分けがつかない。まったく別の魔力結晶なのかもしれない。

　だが、遊馬は銃口を降ろすと、そっとエメラルドグリーンの魔力結晶に触れる。

「やっぱり……ディーだ」

　遊馬の手から魔力が吸い上げられていく。その感覚すら遊馬には懐かしく思えた。

　肉体を失い言葉も交わせない魔力結晶は、かすかに明滅してその声に応こたえた。

「いっしょに帰ろう。身体からだがなくなっちまっても大丈夫だ。草くさ壁かべならどうにか……もし草壁でもどうにもならないようなら、俺おれがたくさん勉強して、人型魔ま装そう具ぐを設計して……必ずディーを元の姿に戻してやる」

　魔ま力りよく結晶はふわふわと浮いたままだった。遊馬あすまは自分の声が届いているのか不安になりながらも続ける。

「だから戻ってきてくれ……お前が望むなら俺の全部をやるから。人生でも身体でも時間でもなんでも、お前のために全部……全部ッ!!　お前が帰ってきてくれるなら俺は世界を敵に回したってかまわないッ!!」

　遊馬は魔力結晶を抱きしめると、拳銃型魔装具を投げ捨ててその場に膝ひざをついて崩れ落ちた。拳銃型魔装具に集約していた「黒」の力が雲うん散さん霧む消しようする。

　遊馬の魔力を吸収して、ディーは再びその身体を再構築し始めた。先ほどよりもきっちりとしたシルエットで、ディーの姿が銀の液体金属によって形作られる。

　そこには一糸まとわぬ少女の姿が生まれていた。白い肌に長い金髪が遊馬には懐かしくすら感じられる。

「……お洋服はうまくつくれなかったから」

「お、おう」

　遊馬は常に視線をちょっと上げ気味にして、ディーの身体を見ないように心がけた。



    

  
    
      



    

  
    
      「……この身体からだは……遊馬あすまがディーのことを覚えていてくれたから再現できたけど、ずっとこのままではいられないから」

「いられないってどういうことだ？　ディーは元に戻ったんじゃないのか？」

　悲しげな瞳ひとみでディーは小さく首を左右にさせた。

「ど、どうすればいいんだ？」

「……遊馬。お母さんに会ってください」

　ディーは真顔で呟つぶやいた。

「なんだか緊張するな……って、そういう意味じゃなくて……ああもうこんな時に」

　言い方がなんとなくアレな気もして遊馬は苦笑いになってしまった。緊迫した状態なのに、ディーは天然っぷりを発揮する。それが遊馬を脱力させた。

　だが、そんなディーだからこそ、遊馬は自分が彼女を好きになったのだと思う。

　ディーの言葉に呼応するように、地表に銀の球体が浮かび上がった。

　目前に浮かぶ魔力結晶核コア。それはぐねぐねと遊馬の前でカタチを変えていく。

　再び人の姿になるとコアは呟いた。

「私はディーから感情の一部を学んだ。お前たちのことも把握した」

　遊馬は……一度瞳を伏せて深呼吸する。頭の中はぐるぐると混乱していた。どう言えばコアという人じん智ちを超こえた存在に伝わるのかわからない。

　瞳を見開くと、遊馬は想おもいをそのまま素す直なおに言葉に変換した。

「娘さんを俺おれにください！　か、必ず幸せにしますから！」

「それは許可できない。ディーは私の一部なのだからな」

　コアの右手に「黒」の力が宿った。

「お前のデータから制御方法を習得した」

「……遊馬。お母さんは……怒ってるよ」

　ディーの声は心細そうで不安げだ。

「ど、どうすりゃいいんだ」

　銀髪の女め神がみ――コアは表情一つ変えず、不意打ち気味に「黒」の破壊のエネルギーを放った。その破壊力は遊馬が一番よく知っている。対決は避けられないと少年は覚悟を決めた。だが、ディーが優しく遊馬に告げる。

「……怖がらないで。ディーが守るから」

　白い小さな手が遊馬の手に触れた。瞬間、遊馬の身体を青い泡の防壁が包み込む。それは「黒」と衝突すると、弾はじけて消えた。

　だが「黒」の力は止まらない。遊馬はディーの身体を抱きかかえながら咄とつ嗟さに飛とび退のいた。お姫様抱っこしたディーを守るようにぎりぎりのところで転倒しないよう踏ん張り、なんとか「黒」から逃れる。遊馬に着弾しなかった「黒」はそのまま毛糸の玉がほどけて消えるように消滅した。

「ハァ……ハァ……ど、どういうつもりだ！　ディーだっているんだぞッ!?」

「威力は調整してある。お前の頭を吹き飛とばせば済むだけの話だ」

　お姫様抱っこされたままディーの瞳ひとみがじんわりと潤む。

「……どうしよう。ディーの防壁じゃ守れないよ」

　もともと「黒」の力からそれを使った者を守るためにあるディーの防壁能力だが、それはあくまで余波に対しての防御であって「黒」の直撃に耐えられるものではなかった。

「なら、こっちも同じ力で対抗するだけだ！　あんたはディーの母親かもしれんが、娘の自立を祝福できないなんて母親失格だ！」

　遊馬あすまはそっとディーの身体からだを降ろし、右手に拳けん銃じゆうをイメージする。人指し指をぴんと伸ばすと……そこに力が集まった。

　本日何度目かの走そう馬ま灯とうが遊馬の頭の中を駆け巡る。走馬灯というのは死を目前にした時に、過去の記憶の中から助かる術すべがないかを脳が検索して見せる生存本能なのだ……と、遊馬はどこかで聞いたことがあった。

　遊馬の脳はフル回転している。遊馬の視界から色の情報が喪失する。その代わりにすべてがスローモーションがかって見えるようになっていた。

　ツーが使った予測能力のように、コアが第二射をしようというのが遊馬には認識できた。そのコアの右手に遊馬は狙ねらいを定め……撃つ。

　遊馬の指先から放たれた「黒」がコアの右腕に炸さく裂れつした。遊馬は全身が水浸しになったような汗をかいている。

「ど、どうだッ！　早撃ちなら俺おれの十八番おはこだ」

　コアの右肩から先が消失した。だが、即座にコアは失った右腕を再生させる。

「私には肉体を創造する技術がある。これも同化によって理解し、得た力だ。お前はこれから私が同化した複数の世界を敵に回して戦うことになる」

　世界を敵に回してもいいと言った遊馬だが、それがいくつもあって遊馬に牙きばを剥むくとは想像もしていなかった。だが、ここまで来て逃げるわけにもいかない。

「なら……中途半端なことはせん」

　遊馬は再び「黒」の力を指先に集約する。コアの全身を一瞬で消滅させれば再生はできないと踏んだのだ。だが、それを遊馬が放つ前にコアは指先でくいっと虚こ空くうを引き寄せた。遊馬の身体が磁石のようにコアの手元に引き寄せられる。

「この空間の支配者は私だ」

　胸元にコアの手が触れた瞬間、遊馬の全身に衝撃が駆け抜ける。それは魔ま力りよく吸収だった。ディーですら全身から命を吸い上げられるように感じるのに、コアによるそれは遊馬のすべてを吸い上げていくかのように強烈だった。自分がひからびていくのを感じながら、それでも遊馬あすまは抵抗を試みる。

「やめ……ろぉッ！」

　コアの腕を取って引き離そうとするのだが、その掌てのひらからも遊馬は魔ま力りよくを吸引されていた。力を込めようとしても腕に力が入らない。コアはむさぼるように遊馬の命を吸い上げていく。

「これがディーの感じた……もの……」

　遊馬は全身を痙けい攣れんさせていた。意識が今にも吹き飛とびそうになる。

「……遊馬が死んじゃう。お母さんやめて！」

　その場にへたり込んで泣きながら叫ぶディーにコアは首を左右させる。

「私の元へ戻れ。それが条件だ」

「……うん。戻るから……だからもうやめて。遊馬を苦しめないで」

　ディーが泣いている。朦もう朧ろうとする意識の中で、ディーの悲しむ顔が遊馬の視界に捉とらえられていた。守らなくちゃいけない。悲しませたくない。ディーに笑顔でいてほしい。そんな願いと思いが混ざり合い、遊馬の心の中で爆発を起こす。

　力が抜けかけていた遊馬の手が、再びコアの腕をぐいっと掴つかみ返した。

「させる……かよ！　ディーは……返さない……からな！」

　息も絶え絶えの遊馬は……自分からコアに魔力を注ぎ込む。

「私に侵入してくる。なんだこの力は。どこからこんな力が湧わいてくるというのだ」

「ディーは絶対に渡さない。ディーは自分で未来を選べるようになったんだ！　ディーに未来をくれてやってくれ！」

　遊馬は自分でもどうしてこれだけの力が出せるのかわからなかった。そもそも魔力結晶に注ぎ込む魔力という力の根源がなんなのか、遊馬は知らないのだ。それはラボでも研究が続けられていたのだが、未いまだに遊馬たちの文明の科学力では解明できていなかった。

　ただ、遊馬は……魔力というものが心の力なのではないかと感じていた。ディーへの想おもいが力となってコアに注ぎ込まれていく。

「……遊馬……ディーも遊馬の力になりたいよ」

　遊馬の後ろからディーがそっと支えるように抱きしめる。

　少年の放つ魔力にもう一つの魔力が重なった。それは……ディーの発する魔力だった。ディーの意志が、想いが、心の力が魔力となって解き放たれる。

　コアの表情が変化した。常に無表情だった女め神がみが……脅威を感じている。

「我々は同化せねば力を発揮できぬ存在。私はこの世界と同化し力を得た。なぜだ？　この力は人間と同化して生まれたものではない。人間の力と同時に発生している……」

　ディーは遊馬と同じように魔力を……心の力を燃え上がらせていた。

「……遊馬を助けたいから」

「ディーを救いたいんだ！」

　二つの想おもいが折り重なった瞬間、光が爆はぜた。空間を支配していた闇やみがまばゆい光に溶けていく。宇宙が創生された瞬間の爆発のようなエネルギーだった。そのエネルギーがコアという魔ま力りよく結晶を満たし……その許容量を超こえようとしている。

「あり得ぬ。私が満たされるなど……停止せよ。このような情報を同化しては、私は私以外の存在に変容してしまう」

　コアは苦しんでいた。遊馬あすまから逃れようとする。だが、遊馬はコアの腕を放さない。

「お前にぜんぶくれてやる」

「不可能だ。このような力は許容できない。停止せよ」

　先ほどまで毅き然ぜんとした表情を崩さなかったコアが怯おびえていた。

　ディーがコアに感情を……心を持つという概念を送り込む。

「……お母さん。悲しいことも辛つらいこともあるけど、心があるとね……幸せな気持ちになるんだよ。幸せな気持ちがあると、いっぱい……いっぱい力が出るんだよ」



　それは何気ない一日の出来事だった。朝、ディーは起きて歯を磨き、顔を洗って着替えると髪の毛を整える。寮の朝食の時間に合わせて準備をしてから、桂けいとさつきといっしょに食堂に行ってみんなで朝ご飯を食べるのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　そして、遊馬あすまが寝坊しているかもしれないので起こしにいく。遊馬の部屋に行って起こして、遊馬が準備している間にトーストを焼いてコーヒーを作ってあげたりすることもあった。もうちょっと遊馬が早起きしたらいいのにとか、朝ご飯をいっしょに食べたいなとディーが想おもうこともしばしばだ。

　学校まで遊馬とディーとさつきと桂けいと歩いていく。途中で真しん悟ごとエリザが加わった。みんな揃そろって正門をくぐって、学園での一日が始まる。

　勉強をしたり、訓練をしたり、「塔」に行ったり。怖いことや苦しいことや辛つらいこともあるけれど、遊馬がそばにいてくれるからディーは乗り越えることができた。

　そして、乗り越えた先にはいつもいつも、嬉うれしいことがあったのだ。試験をがんばった先にはクリスマスがディーを待っていた。

「……この先もきっと大変なことがあると思うけど、それを乗り越えたらもっとうれしくて胸の中がいっぱいになるような……楽しいことがあるんだよ。だからお母さん……ディーの楽しかったことを全部……あげるから……」



　ディーの思い出が、記憶が、楽しかった日々がコアに流れ込む。そして、これから先の未来への希望がコアと同化した。

　コアはぽつりと呟つぶやいた。

「理解……してしまった」

　次の瞬間、スイッチを切ったように遊馬の視界はブラックアウトした。



　どれくらい時間が経たったのか、遊馬にはわからない。自分が生きているのか死んでしまったのかも。ここがどこなのかも。ただ意識はしっかりと残っていた。瞳ひとみを見開き身体からだを起こす。

　そこは草花が風に揺ゆれる草原だった。遊馬は自分の手足の存在を確認する。

　問題なく動いていた。全身に鈍い痛みが残っている。肺が焼けたように熱く声を出すだけでむせそうになる。

「痛いっつうか、動かすだけできしむっつうか……ディー……おいディー大丈夫か!?」

　遊馬は自分の胸のあたりに手を添えた。そこには……感触がない。ディーが自分の中から消えてしまった。慌てて上着をはだけさせると……遊馬の心臓のあたりに丸いあざが残っているだけだった。

「いない……ディーが……いなくなっちまった」

　遊馬は立ち上がろうとしてよろけるとバランスを失い、前のめりにばったりと草原に倒れ込む。涙が流れて止まらない。

「ははは……なんだよ。結局俺おれはディーを守れなかったのか」

　自分はおそらく生きているんだ。全身の痛みがその証拠のように遊馬あすまには思えた。悔しいという気持ちよりも、ただただ自分の無力さが情けなかった。

　そんな遊馬を上からのぞき込む人ひと影かげがどこからともなく現れる。それは……コアだった。遊馬は仰あお向むけに転がると力なく笑う。

「なんだ……俺おれにとどめでも刺しにきたのか？」

「そうではない」

　コアの声は冷たく淡々としている。

「じゃあなんの用だ？　もう俺には何も残ってないぞ」

「お前は私と我々に新たな道を示した」

「…………はぁ？」

　遊馬はぽかんとしていた。青空と太陽が眩まぶしくて目を細める。コアの顔が逆光で暗くなってその表情がよくわからない。コアは続けた。

「我々は他の文明と同化せねば進化できぬ存在だった。だが、意志を持つこと。個を持つこと。そして、その個を認め合うことで新しい何かを生み出すことができる……それをディーがその身をもって証明してみせた」

「ディーはどこだ？」

「今は眠っている」

「無事なのか？」

　コアはコクリとうなずいた。

「そこでお前に礼がしたい」

「礼って……そんなことされる覚えはないんだが」

「我らはゼロから１となった。これまでの技術を捨てて１から始めることにするのだ。その前に、我らの得た力を一度だけお前のために使おう。望めばなんでもかなえてやる。不老不死も世界を支配することも思いのままだ」

「神様気取りかよ。いや、実際あんたは神様みたいなもんだよな」

　遊馬は自分がコアに勝ったという実感がなかった。青空に雲が流れ込み、一瞬だが眩しい太陽の光を遮る。

　逆光に隠されていた表情が浮かび上がった。コアは小さくほほえみながらもう一度遊馬に訊きく。

「人の子よ。何を望む」

「だったらクリスマスプレゼントをよこせ。ディーもツーも真しん悟ごも……救ってくれ」

「救う。そうか……それは永遠を失うことだが……理解した。私の最後の力を捧ささげよう」

　草原の風景はゆらりと蜃しん気き楼ろうのように溶けて消えた。そして遊馬の意識も再び闇やみの底へとストンと落ちていく。夢と現実の狭はざ間まで遊馬は懐かしい声を聞いた気がした。



「……遊馬あすま。起きて」



    

  
    
      
エピローグ





　身体からだをゆさゆさと揺ゆらされて遊馬はハッと目を覚ました。そこは見慣れた「塔」への入場口――転送門のある神殿だった。遊馬は転送門の魔法陣の中心に大の字になって倒れていたのだ。

　そんな遊馬を柔らかでぷにっとした両手が揺すっていた。少女はツインテールの金髪にエメラルドグリーンの瞳ひとみを輝かせている。白い肌が遊馬には眩まぶしかった。すべすべとした肌がどこまでも途切れることなく続く。

　彼女は生まれたままの姿をしていた。

「……遊馬。起きて」

「ディー……なのか？」

「……ディーだよ。遊馬……帰ってきたんだよ！」

　遊馬が身体を起こすとディーがその胸に飛とび込んできた。フラットな胸をぴたりと押しつけて遊馬の顔にほおずりしてくる。遊馬はそっとその背中に手を回して……抱きしめた。ディーの体温が伝わってくる。鼓動が伝わってくる。吐と息いきが耳にくすぐったい。少女の匂いに遊馬はドキドキし始めた。

「いったいあれからどうなったんだ？」

「……お母さんがね……ディーとツーちゃんと師匠にクリスマスプレゼントをくれたんだよ」

　遊馬あすまは転送門の周囲をぐるりと見回した。ディーが密着していて首を回すのにも一苦労だが、転送門の端で真しん悟ごの上着をコートのように羽織るツーの姿があった。隣で真悟が視線を神殿の天井に向けている。その頬ほおは恥ずかしそうに赤くなっていた。

「真悟。それに……ツー？」

　先ほどまでドールサイズだった彼女が、初めて遊馬たちと出会った時の大きさに戻っていた。その表情は少し不機嫌そうで浮かない感じだ。

　小さな口をとがらせてツーは呟つぶやいた。

「遊馬さん。私は機能低下してしまいました。現在、使用できる能力はありません。索敵も不能です。防壁も展開できません。探索任務も不可能となりました」

　ツーはすらすらと自身のコンディションを並べ立てた。

「なにが……どうしたんだ？　ツーは人形の素体に入ってたんじゃないのか？」

「素体が変更となりました。構成される元素は遊馬さんのそれと同様なようです。スキャン機能もなくなってしまい、あくまで推測ですが」

　ツーは抑よく揚ようのない口調で告げる。まだ遊馬には何がどうなったのか理解できない。

「真悟。俺おれには現状がさっぱりわけわからんのだが。お前は大丈夫なのか？　ま、まさかまだ魔ま力りよく結晶に操られてるなんてことはないよな？」

「心配ないよ遊馬君。僕の命を存ながらえさせてくれたあの意地悪な魔力結晶は、向こうの世界に置いてきたから」

　真悟は自分の胸に手を添えた。

「ドクンドクンって……僕の心臓は働いてくれてる」

「真悟……お前……」

「心臓をもらったんだ」

　遊馬は再びディーに視線を落とした。きめ細かい肌が遊馬の身体からだにぴたりと吸いついてくる。

「じゃ、じゃあ……ディーは……」

「……うん。ディーもツーちゃんも遊馬といっしょになったんだよ。これからはずっとずっと遊馬といっしょだよ」

　遊馬は思わずディーの身体を両手で強く強く抱きしめていた。

「……わぁ……遊馬から抱っこしてくれて嬉うれしいな。幸せだな」

　二人の姿を見つめてツーが呟く。

「羨うらやましいです」

「……ツーちゃんもおいでよ！」

「失礼します」

　ツーが小走りで駆け寄ると遊馬あすまの横に寄り添うようにして抱きついた。遊馬は二人に挟まれる格好だ。

「師匠もいっしょに抱っこする？」

　ディーが真しん悟ごに確認すると真悟は涼やかな笑みを浮かべて応こたえた。

「遠慮しておくよ」

「……どうして？」

「怖い人がいるからね」

　神殿の入り口付近から足音がいくつも近づいてきた。つい先ほど別れたばかりなのに懐かしく感じられる少女たちの声が神殿に響き渡る。

「転送門の方からですわ！」

「帰ってきたのよね！　みんな……みんな帰ってきたのよね！」

「二人とも待って！　雪ですべって……きゃッ！」

　エリザとさつきが転送門の魔法陣のある広場に姿を現した。その後方で桂けいが前のめりにつんのめって転んでいる。

　ディーとツーにサンドイッチにされた遊馬を見るや、エリザが悲鳴を上げた。

「な、ななななななんて羨うらやましい！　羨ま汚らわしいですわッ!!」

「ちょっと、人がこんなに心配してたのに……どうしてそうなってるのよ！」

　エリザが頬ほおを両手で覆うようにして顔を赤らめ、さつきは怒りの形ぎよう相そうで遊馬をにらみつけている。遊馬は全裸なディーと半裸なツーに抱きつかれたまま、ぼそりと返した。

「ただいま。なんとか生きて帰ったぜ」

「い、今すぐ死になさいよッ!!　ほ、ほら二人とも離れて！」

　さつきがコートを脱いでディーにかぶせるように着せた。

「……へくちッ！」

　小さなくしゃみをするディーにさつきがとがらせていた目を丸くさせる。

「なんだか雰囲気変わったみたいだけど……大丈夫なの？」

「……うん。いっぱいいろんなことがあったんだよ」

「と、ともかく無事で何よりだけど……そ、そそそそれより大変なのよ！」

　ディーとツーから解放されてようやく遊馬はよろよろと立ち上がった。

「大変って何が大変なんだ？」

「ちょっと外まで来て！」

　さつきが遊馬の手を取って引っ張った。やっと立ち上がって遊馬たちの元に合流した桂と、遊馬は入れ替わるように神殿の外に向かう。

「わ、わぁ！　おかえりあっちゃん！　って、もう行っちゃうの？」

「おう！　ただいま……桂けいお姉ちゃん」

「あ、ああああああっちゃんが自主的にお姉ちゃんをお姉ちゃんと呼ぶなんて、いったい何がどうしちゃったの？」

　桂はほわんと幸せそうな表情になっていた。

　遊馬あすまがさつきに引っ張り出されて外に出る。夜空には雲一つなく、雪に埋もれた虹にじ浦うら市しの街並みが広がっている。

　遊馬が空を見上げると、普段よりもたくさんの星々が瞬いていた。普段は街の明かりに消されて夜空の星が見えなくなっていたのだと遊馬は気づく。

　空が広い。どこまでもどこまでも続いているように遊馬には感じられた。

「星が綺き麗れいなくらいで、別に来る前とそんなに変わってないようだが」

「あんた空見上げてるのになんで気づかないのよ」

「気づかないって……」

　遊馬はぐるりと見回した。

　ない。どこにも空を遮るものが見あたらないのだ。

「なくなっちまったぞ……」

　虹浦市の中心にそびえ立っていた「塔」が、まるで最初からそこには存在しなかったように消えていた。今の虹浦市は上空から見ればドーナツ状の人工島だ。

「どうなったのよ！　『塔』で何があったの？　これからあたしたちどうなるのよ？」

　口をぱくぱくさせて、空を指さしアホ毛を振り乱しながらさつきが夜空に吠ほえる。

　遊馬は口元をゆるませた。

「どうって……普段通りなんじゃないか？」

「普段通りになんかならないでしょ？　魔装士はどうなるの？　『塔』がなかったら……学園は？　この先、あたしたちどうすればいいの？」

「なら、トリマーの仕事とかペットショップの店員さんになる勉強をすればいいんじゃないか？」

　遊馬はゆっくりとのびをした。吐く息が白い。さつきは遊馬がマイペースすぎるのを見て、少しだけ落ち着きを取り戻した。

「いいんじゃないかって……」

「俺おれは……そうだな。ちゃんとパティシエの勉強をしてみたい。そのためにはまず普通の高校に編入しないとな」

　さつきは目を皿のようにして遊馬をじっと見つめた。

「なによ……焦らないの？」

「さっき一生分焦ってきたから、これくらいのことは余裕だ」

　遊馬あすまの声は妙に落ち着いている。声だけでなく、どことなく一回り大きくなったような……そんな雰囲気にさつきはムッとほっぺたを膨ふくらませる。

「あんた一人で先に大人おとなになっちゃったみたいで……ずるいじゃないの！」

「そうか？　俺おれは別に変わったつもりはないぞ」

「変わったわよ！　バカッ！　けど……ちょっとかっこいいわよ。約束通りみんなを連れ戻してきたんだから」

　口をとがらせながらも、さつきの瞳ひとみがじんわり潤む。遊馬がここにいることを口くち喧げん嘩かをして実感して、隣に遊馬が立っていると思った瞬間にさつきの中で再び何かがこみ上げてきた。

「俺の力じゃないんだけどな。運が良かっただけだ」

　遊馬はゆっくり振り返る。そこには仲間たちの顔があった。ディーが裸足はだしのまま神殿から一歩外に出る。

「……遊馬」

「どうしたディー？」

　二人はじっと見つめ合った。

「……足がすごく冷たいよ」

「そりゃそうだろ。裸足なんだし」

　ディーが視線を遊馬からその隣に立つ少女にゆっくり向け直す。

「……さつき。ただいま」

「お、おかえりなさい」

　焦って顔を赤くするさつきにディーはとびきりの笑顔を見せた。裸足のまま雪の中をディーは駆けて、さつきと遊馬を追い越す。

　目の前には静かな街並みが広がっていた。

「……みんな……みんなただいま！」

　ディーが珍しく声を張る。その声は冬の夜空に吸い込まれて、どこまでも高く高く昇っていった。



　冬休みが明けて三学期が始まると遊馬たちをめぐる状況は一変した。

　この世界から魔装士という存在が一人残らず消えてしまったのだ。

　戦闘訓練も魔ま装そう具ぐに関する知識もこれ以上の進歩のしようがなく、ほんの数日で早くも過去のもの扱いになってしまった。

　虹にじ浦うら市し全体が変化の大波に呑のまれていったのだ。

　学園は普通の高校にカリキュラムが改訂された。魔装士協会は魔装士がいなくなったことで解体され、ラボも研究用の地下施設を残してはいたのだが、それまでに蓄ちく積せきされた魔力結晶に関する技術の保管所兼歴史資料館に看板をかけ直すことになった。

　もう、ここから新しい技術が生まれることはない。

　魔力結晶によって操られていた真しん悟ごと戦い、重傷を負った草くさ壁かべはというと……無事、教育現場に復帰していた。ちゃっかり教員免許を取得していたのだ。

　教壇に立って草壁はくいっと眼鏡めがねを中指で押しあげた。

「はい、ではそういうことでみなさんは今日から普通の高校生です。授業も普通に行うので、これからは学力がものを言います。わかりますね厳島いつくしま君」

「なんで俺おれを名指しなんだッ！」

　草壁も遊馬あすまたちからすべての事情を聞いていた。遊馬がしたことは別に世界を救う偉業ではない。この世界は最初から救われていたのである。ディーという犠牲を払って。

　だから遊馬はディーを連れ戻しただけの人間だった。

　ただ、一人を救うということは世界を救うのに等しい……と、草壁は遊馬のがんばりをたたえている。たたえた上で、こうして挑発するのだ。

「いいですか。二学期までの成績は白紙です。これからも勉学に励はげんでください。勉強がはかどるようなチートアイテムはもう貸し出しできませんのであしからず。さて、ではここで転入生を紹介します。といってもみなさんおなじみの二人です」

　教室に小柄な少女が二人、並んで入ってきた。二人ともそっくりなようでいて少し違う。どこかおっとり気味な緑の瞳ひとみの少女と、少しつり目っぽい紅あかい瞳の少女だった。

「……草壁ディーです」

「……草壁ツーです」

　二人は揃そろえたように同時にぺこりとお辞儀をする。二人は書類上、草壁の養女になったのだ。といっても今までとはさほど変わらなさそうだった。

　そんな二人がまとめて転入生としてクラスに合流し、遊馬たちは三学期のスタートを切ることになった。ちなみに生活の場は変わらず寮暮らしで、ディーとツーは同じ部屋を二人で共用することになった。もうそこに住む理由はなくなったのだが、引っ越し資金がないということで遊馬のプレハブも女子寮の庭に依い然ぜん健在だった。

　さつきが自分の席で溜ため息いき混じりに呟つぶやく。

「ディーはうちで引き取ってもよかったのに」

　遊馬は小さく肩をすくめた。

「誰だれかさんの影響で凶暴になられても困るからな」

「な、なによ！　あの変態眼鏡の方がよっぽど怪しいじゃない！」

　さつきがびしっと教壇の草壁を指さした。草壁は苦笑いだ。

「ともかくディーもツーも頼るんならあたしを頼ってよね！」

「……うん」

「その必要は認められません」

　正反対な返答にさつきは腕組みするとツーをねめつける。

「ああもう！　ディーはかわいいけどツー！　あんたはやっぱりかわいくないわよ！」

　遊馬あすまは自分の眉み間けんのあたりを軽く指でつまむように押さえた。まだまだ平和な日々は遠そうだ。



　そして、学園でのごく普通な授業が終わると、遊馬たちは部室に集まっていた。選抜チームの存在意義もとっくの昔になくなっているのだが、相変わらずこのたまり場は遊馬たちに開放されたままだ。遊馬にとっては自宅よりも居心地がいいくらいである。

　文庫本を片手に真しん悟ごが視線で文字を追いながらソファーで呟つぶやいた。

「二年生になったら僕も遊馬君やディーさんたちと同じクラスがいいな」

　旧校舎ダンジョンで見つけてきたオーブンレンジで、クッキー生地を焼きながら遊馬がうなずいた。オーブンの中はオレンジ色に赤熱していて、香ばしい甘い香りが部室に広がる。

「そうだな。そこらへんは草くさ壁かべがどうにかしてくれるだろ」

　さつきがうさぎの写真集をテーブルに広げた。ディーとツーはうさぎのかわいい仕草に夢中で、写真集に食い入るように見入っている。

「そんなこと言ってるけど、遊馬……あんただけ独ひとりになったらおもしろいわよね？　草壁ならやりかねないんじゃない？」

　さつきは一時は素す直なおになったような気もするのに、いつの間にか元の意地悪な彼女に戻ってしまった。これも遊馬にとっては悩みの種だ。

　桂けいがお茶の準備をしながらぽつりと呟く。

「もう三年生かぁ……うう、お姉ちゃんもあっちゃんたちといっしょの学年がよかったかも」

　桂は心底残念そうに気落ちしている。三年生になって魔装士のプロ試験を受けてプロになって遊馬を助ける！　というお姉ちゃんの目もく論ろ見みは水泡に帰してしまったのだ。とはいえ、一般の教科の勉強もできる桂なので、今から大学受験に切り替えても十分になんとかなるのが遊馬には羨うらやましい。今からまじめに勉強をし始めても遊馬には無理な話だ。

　そんな中、進路の心配がいらない少女が、縫い物の手を止めるとぽつりと呟いた。

「わたくしはもう一度受験して、一年生としてディーさんの後輩になりますわ！」

　遊馬はドッと重たい息を吐いた。

「冗談だよな？」

「本気も本気ですわよ！　あぁ……飛とび級で卒業してしまった天才な自分が憎いですわ！」

　全員が揃そろっていられるのは、この三学期の間だけだった。ディーが無邪気に写真集のページをめくる。

「……わぁ。うさぎさんかわいいね。この子は目が紅あかいからツーちゃんにそっくり。ツーちゃんもかわいいよ」

「お、お姉ちゃん。やめてください。恥ずかしいです」

　姉妹は性格は違えど仲良しだ。ツーは相変わらず無ぶ愛あい想そうなのだが、ほんわりほわほわなディーのペースにいつも呑のみ込まれて赤面する場面が多かった。

　ピッピーッ！　とオーブンレンジから電子音が鳴り響く。

「よし。今日こそリベンジだ」

　遊馬あすまは遊馬なりにお菓子作りの勉強中だった。ようやくクッキーが安定して美お味いしく作れるようになってきていた。

「お茶も準備オッケーだよ！」

　桂けいがぴったりのタイミングでお茶のセットを用意する。

「わたくしのコスプレ衣装もばっちりですわよ！　さあディーさんツーさん！　お二人ともこの黒猫＆白猫コスを身につけて、わたくしの将来の夢に協力してくださいませ！　美少女満載のメイド喫茶で二人には双子ポジションをご用意いたしますわ！」

「……どうするツーちゃん」

「却下です」

「だそうだ。諦あきらめろエリザ」

　遊馬がクッキーを取り出すと、真しん悟ごが本にしおりを挟んで閉じた。

「僕はいいと思うんだけど。みんなで喫茶店とか楽しそうだし」

「やめろ真悟！　本気にするやつがいるだろうが！」

　今日も部室ではまったりとした時間が過ぎていった。



　虹にじ浦うら市しから魔装士は消えてしまったのだが、塔のあった場所から海底温泉がわき出て虹浦市は温泉郷へと変わっていった。元から温泉資源はあったのだが、さらに莫ばく大だいな湯量の源げん泉せんが発見されたのだ。

　海上温泉都市として、虹浦市は以前のような成長速度ではないもののゆるやかに発展を続けていった。

　月日がゆったりと流れていく。ディーの身長は二センチ伸びた。ツーは三センチほどで、ディーをほんの少しだけ追い越していた。

　エリザは魔装士時代にため込んでいた資金で本当にメイド喫茶を虹浦市に開業し、アルバイトの女の子のかわいさでテレビや雑誌の取材が来たりもした。次は温泉旅館を手がけるとかなんとか。

　それぞれがそれぞれの道を探して、見つけて歩んで……年月を重ねていった。

　遊馬あすまと同じ時間をディーは刻んでいく。今のディーは紛れもなく人間だった。遊馬とともに同じ時間の中を生きていた。幸せな日々を送っていった。



　何度目かの春夏秋冬が過ぎて……ある冬の日に黒猫の看板を掲げた洋菓子店が虹にじ浦うら市しにオープンした。海外のコンテストで銀賞を取った新進気鋭のパティシエの直営店だ。アンティークショップのような入り口から、金髪碧へき眼がんの小柄な女性がエプロン姿でお客さんを見送りに出てきた。

「……ありがとうございました」

　ぺこりとお辞儀をする彼女の胸元には、銀の十字架が下がっている。その中心には彼女の瞳ひとみと同じ緑色の石が埋め込まれていた。十字架は少し不格好だが、そのデザインには手作りらしい温ぬくもりが溢あふれている。

　もうすぐ彼女の誕生日だった。誕生日だけど忙しい。だけど忙しくても彼女はいつも笑顔だった。大好きな人のそばにいられるのだから。

　お店の外で顔をあげると雪が降ってきた。

「……わぁ。雪……」

　手を伸ばして雪を掴つかむ。その冷たさすらも彼女には嬉うれしかった。

「なにやってんだお前？」

「……遊馬。大好き！」

　厨ちゆう房ぼうから心配になって出てきた青年に抱きつき、彼女はとびきりの笑みを浮かべるのだった。





〈おわり〉



    

  









    
      
あとがき



　お送りいたしました人型魔ま装そう具ぐのディーちゃんと、遊馬あすま君の物語もこれでおしまいとなりました。最後まで書ききることができてホッとしております。

　ひなた睦む月つきさんのイラストも毎回楽しみにしておりました。ああ、これでひとまず終わりなんだなと思うと寂しい限り。今回はイラストにシリアスなシーンもあったりして。もちろんディーちゃんのかわいさも満載です。両方楽しめて二倍お得！

　最終巻を書き終えて、こうしてあとがきを書いていると「愛」ってなんだろうって考えることがあります。このお話を書いている自分自身がディーちゃんや遊馬君たちを好きだったかな？　とか、もっとうまくできなかっただろうか？　という反省なんかも浮かんできます。

　今回はちゃんと愛がある終わり方にできたんじゃないかな。そんな気持ちになることができました。

　いつも自分ではまっすぐ歩いているつもりなのに、横道にそれていって……そこらへんを担当さんに「こっちだよ」と教えてもらってばかりです。担当Ｓさんにはお世話になりっぱなしでした。ありがとうございます。

　たくさんの人に支えられて完結させることができました。終わりは寂さみしいけれど、次のスタートでもあるわけです。

　ここまで応援していただいた読者のみなさまにも感謝！　そして、できればまた次のお話にもおつきあいいただけましたら幸いです。

　ハッ!?　書くことがなくなってしまった。

　ではここらへんで最近のことなど。といってもこの本が出る頃ころには去年の話ですね。同じ一ヶ月前でも、年をまたぐと不思議とずっと過去のことのように思えてしまったり。

　ゲームのことなのですが、年末はＣＯＤシリーズの最新作が出たり、モンスターをハントしたりと充実のラインナップ。どちらもネットで対戦や協力プレイができるので、時間が吹き飛とびまくりでした。

　ＣＯＤは前作で猛威を振るったグレネードランチャーなどの爆発物が弱体化し、撃ち合い主体となりました。サブマシンガンが強いですね。

　狙そ撃げき銃が好きなのですが、新作ではマップの構造的に活躍の場があまりなく、スコープが揺れやすくなっていたりと不遇です。対人地雷のクレイモアが強化されたのは嬉うれしいけれど、ほとんどアサルトライフルかサブマシンガンを使っています。自分は狙撃銃に愛があったんじゃなくて、単に強い武器が好きなだけだったんだな。と、つくづく思ったり。

　モンスターをハントするゲームでは槍やり系が好き。というか楯たてが好き。ガードができないとすぐ死ぬのさ。

　なのでランスかガンランスばかり作ってしまいます。今回はオートガードをつけたガンランスがチート性能ですね。砲術王もあっさりとつけられるので、拡散レベル３の上位ウサギガンランスがお手軽簡単すぎます。卯年だからかな？　そして自分はやっぱり強い武器好きだなと思ったり。いや、本当にガンランスは好きなんよ！　Ｆの時もほぼガンスだったよ！　ガンスは漢のロマンだよ！

　こうして書くと、遊馬あすまの武器が銃だったり、ドラゴンと戦うシーンがアレだったり。書いている人間の趣味って出るものですね。

　自分の引き出しを増やすためにも、もっといろいろやってみなければ。ガンランス以外の武器も使うとか。って、やっぱりゲームしかしてないですね。ぎゃふん！

　ではでは、重ね重ねになりますが、こうして最後までおつきあいいただいてありがとうございました！　またお会いできますように！



十二月吉日



淺あさ沼ぬま広こう太た
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　淺沼広太（あさぬま・こうた）
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　　外出中に、ちょっとしゃがもうとしたら両腿が悲鳴を上げました…。しゃがむだけでとか…どんだけ運動不足なんだ。来年こそは運動するんだ！
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